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は  じ  め  に 

 

 

 本県においては、平成１６年に「奈良県人権施策に関する基本計画」を策定し、

あらゆる差別が撤廃され、県民一人ひとりの人権が尊重される自由で平等な社会づ

くりに向けた取組を進めてきました。その基本理念は、人権を基本とした人間関係

が広く社会に根付く「豊かな人権文化の創造」。具体的には、全部局で人権尊重の

視点に立った行政の推進を図ることとし、人権教育・啓発の推進や相談・支援の充

実等に努めてきたところです。 

  しかしながら、人権問題についての理解や認識という面で一定前進したとは言え、

なお同和問題や女性、子ども、高齢者、障害者、外国人等に関わる人権課題は多く、

特に最近は、インターネット等を悪用した人権侵害やドメスティック・バイオレン

ス(DV）、児童虐待は増加傾向にあります。日常のなかにある差別や人権侵害の現実

に、県民一人ひとりがどう向き合うかが問われています。 

 こうした中、県民の人権に関する意識の現状を把握し、今後の人権施策を推進し

ていくうえでの基礎資料にするため、「人権に関する県民意識調査」を昨年１１月

に実施しました。この報告書は、その調査結果を取りまとめたものです。人権問題

に関する取組等、様々な機会にご活用いただければ幸いです。 

  おわりに、この調査にあたりまして、ご協力いただきました県民の皆様や関係者

の方々に対し、心からお礼申し上げます。 

 

 

 

  平成２１年３月 

 

 

                           奈良県くらし創造部長    松 永 久 典  
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序 論 

Ⅰ 調査の概要 

１．調査目的 

「人権を尊重した社会づくり」のための施策を推進するにあたって、人権問題に対する

県民の意識について現状を把握し、今後の人権施策に取り組むうえでの基礎資料にする。 

 

２．調査方法 

（１）調査地域   奈良県全域（全市町村） 

（２）調査対象者  県内在住の満 20歳以上の男女 

（３）調査対象者数 3,000 人 

（４）標本抽出法  平成 19年 10 月 1日時点での満 20歳以上の奈良県人口(1,165,280

人)に基づき、3,000 人を全市町村に比例配分し、市町村ごとに無作

為抽出した。 

（５）抽出台帳   住民基本台帳・外国人登録原票 

（６）調査方法   郵送による無記名アンケート形式（葉書による督促１回を含む。） 

（７）調査時期   平成 20年 11 月(調査票発送日:11 月 7日、回収締切日:11 月 25 日) 

 

３．回収結果 

標本数 回収数 無効数 有効回答数 

3,000（100％） 1,387（46.2％） ９（0.3％） 1,378（45.9％） 

 

４．報告書の留意点・見方 

・報告書では、主に単純集計及び性別・年齢別とのクロス集計について図表で説明してい 

る。 

・図表中の「ｎ」とは、集計対象者実数（あるいは該当者対象実数）のことである。 

 なお、有効回答数は 1,378 であるが、属性別（性別、年齢別）の合計と一致しないのは、 

属性の無記入者があったためである。 

・図表の数値（％）は、すべて小数点以下第２位を四捨五入して表示した。四捨五入の結 

果、個々の比率の合計と全体を示す数値とが一致しないことがある。 

・１つの設問に２つ以上の回答を求めた設問では、比率の合計が 100％を超える。 

・２つ以上の選択肢を合計して比率で説明する場合、実数により割り戻したため、選択肢 

ごとの比率の合計と一致しないことがある。 

・本文中、表やグラフに次にあげるような表示がある場合、複数回答を依頼した質問であ
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る。 

MA%（Multiple Answer） ＝回答選択肢の中からあてはまるものをすべて選択する場合。 

3LA%（3 Limited Answer）＝回答選択肢の中からあてはまるものを３つまで選択する場合。 

 

 ・標本誤差について 

本調査は標本調査であるため、統計上の誤差「標本誤差」が生じる。この標本誤差は、

有効回答数と得られた結果の比率によって異なるが、信頼度９５％における誤差は次表

のとおりである。 

Ｐ
（％） 

 

ｎ 

５ 

または 

95 

10 

または 

90 

15 

または 

85 

20 

または 

80 

25 

または 

75 

30 

または 

70 

35 

または 

65 

40 

または 

60 

45 

または 

55 

50 

 

1,500 ±1.6 ±2.2 ±2.6 ±2.9 ±3.2 ±3.3 ±3.5 ±3.6 ±3.6 ±3.7 

1,000 ±1.9 ±2.7 ±3.2 ±3.6 ±3.9 ±4.1 ±4.3 ±4.4 ±4.4 ±4.5 

500 ±2.8 ±3.8 ±4.5 ±5.1 ±5.5 ±5.8 ±6.0 ±6.2 ±6.3 ±6.3 

200 ±4.4 ±6.0 ±7.1 ±8.0 ±8.7 ±9.2 ±9.5 ±9.8 ±9.9 ±10.0 

100 ±6.2 ±8.5 ±10.1 ±11.3 ±12.2 ±13.0 ±13.5 ±13.9 ±14.1 ±14.1 

50 ±8.7 ±12.0 ±14.3 ±16.0 ±17.3 ±18.3 ±19.1 ±19.6 ±19.9 ±20.0 

 

例えば、1,000 人の回答者がいる中で、Ａという選択肢を選んだ回答者が 20％だった

とすると、標本誤差は±3.6 であるので、誤差を考慮した場合、この回答率は 16.4％～

23.6％の間に、この種の調査を 100 回やれば 95回までは入るだろうと推定できるという

ことになる。なお、標本誤差については、次の式を用いて算出した（層化２段抽出、信

頼度 95％の場合）。 

 

 

 

 

 

 

 

なお、調査結果の分析にあたっては、田中欣和関西大学名誉教授にご指導、ご監督いただ

いた。 

Ｎ＝母集団数 ｎ＝有効回答数 ｐ＝回答の比率 

・ 
Ｎ－ｎ 

Ｎ－1 
ｎ ｐ(100－ｐ)／ 標本誤差＝±2 2 

≒ 1 
Ｎ－ｎ 

Ｎ－1 
ただし 
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Ⅱ 回答者の属性 

１－１．性別 

 
【図１－１ 性別】 

 

 

 

 

 

回答者の性別は、男性が41.5％、女性が49.6％で、女性の方が8.1ポイント高くなっ

ている。 

H14 年度調査と比較すると、男性は前回より割合が 1.0 ポイント高く、女性は 6.6 ポ

イント低くなっている。（図１－１） 

 

 

１－２．年齢 

 
【図１－２－１ 年齢】 

 

 

 

 

 

【図１－２－２ 年齢】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回答者の年齢は、『70歳以上』が11.8％で最も割合が高く、次いで『60～64歳』が11.7％、

『65～69歳』が11.2％となっている。(図１－２－１) 

 

0 20 40 60 80 100

H20年度調査
(n=1378)

H14年度調査
(n=2019)

41.5

40.5

49.6

56.2

8.9

3.3

男性 女性 無回答

(％)

0 20 40 60 80 100

H20年度調査
(n=1378) 3.3 4.9 6.2 9.2 7.8 8.8 6.7 10.0 11.7 11.2 11.8 8.5

20～24歳

25～29歳

30～34歳

35～39歳

40～44歳

45～49歳

50～54歳

55～59歳

60～64歳 65～69歳
70歳以上

無回答

(％)

0 20 40 60 80 100

H20年度調査
(n=1378)

H14年度調査
(n=2019)

8.2

10.2

15.4

14.4

16.6

15.2

16.7

21.3

22.9

19.1

11.8

16.5

8.5

3.2

20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳以上 無回答

(％)

0 20 40 60 80 100

H20年度調査
(n=1378)

H17年度国勢調査
(n=1142469)

8.2

14.8

15.4

17.0

16.6

15.1

16.7

19.2

22.9

16.5

11.8

17.4

8.5

0.0

20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳以上 無回答

(％)
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上段数字は有効回答者数、下段は割合（％）を表示

全

体

北

部

西

部

中

部

東

部

南

部

無

回

答

1378 634 168 267 95 82 132
100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

男性 572 273 81 118 45 45 10
41.5 43.1 48.2 44.2 47.4 54.9 7.6

女性 683 351 85 144 47 37 19
49.6 55.4 50.6 53.9 49.5 45.1 14.4

無回答 123 10 2 5 3 0 103
8.9 1.6 1.2 1.9 3.2 0.0 78.0

20歳代 113 53 16 29 7 4 4
 8.2 8.4 9.5 10.9 7.4 4.9 3.0
30歳代 212 102 27 57 14 8 4
 15.4 16.1 16.1 21.4 14.7 9.8 3.0
40歳代 228 125 17 46 13 22 5
 16.6 19.7 10.1 17.2 13.7 26.8 3.8
50歳代 230 112 26 52 16 22 2
 16.7 17.7 15.5 19.5 16.8 26.8 1.5
60歳代 315 153 49 64 24 22 3
 22.9 24.1 29.2 24.0 25.3 26.8 2.3
70歳以上 163 86 32 19 20 3 3
 11.8 13.6 19.1 7.1 21.1 3.7 2.3
無回答 117 3 1 0 1 1 111
 8.5 0.5 0.6 0.0 1.1 1.2 84.1
自営業を営んでいる、また 152 70 17 24 17 21 3
その手伝いをしている 11.0 11.0 10.1 9.0 17.9 25.6 2.3
従業員24人以下の民間企業 81 39 8 20 9 5 0
に勤めている 5.9 6.2 4.8 7.5 9.5 6.1 0.0
従業員25人以上の民間企業 293 157 36 70 10 15 5
に勤めている 21.3 24.8 21.4 26.2 10.5 18.3 3.8
官公庁に勤めている 44 23 7 7 2 4 1

3.2 3.6 4.2 2.6 2.1 4.9 0.8
学校関係の職場に勤務 46 23 7 11 2 2 1

3.3 3.6 4.2 4.1 2.1 2.4 0.8
無職(学生、家事含む） 512 254 75 110 43 21 9

37.2 40.1 44.6 41.2 45.3 25.6 6.8
その他 129 63 17 25 11 12 1

9.4 9.9 10.1 9.4 11.6 14.6 0.8
無回答 121 5 1 0 1 2 112

8.8 0.8 0.6 0.0 1.1 2.4 84.9
１年未満 16 11 2 1 2 0 0

1.2 1.7 1.2 0.4 2.1 0.0 0.0
１年以上５年未満 56 35 8 10 2 0 1

4.1 5.5 4.8 3.8 2.1 0.0 0.8
５年以上10年未満 47 30 4 12 0 0 1

3.4 4.7 2.4 4.5 0.0 0.0 0.8
10年以上20年未満 168 91 26 38 7 3 3

12.2 14.4 15.5 14.2 7.4 3.7 2.3
20年以上 981 465 128 206 83 79 20

71.2 73.3 76.2 77.2 87.4 96.3 15.2
無回答 110 2 0 0 1 0 107

8.0 0.3 0.0 0.0 1.1 0.0 81.1

居

住

期

間

全　　　体

性

別

年

齢

別

職

業

１－２．年齢 

 

H14 年度調査と比較すると、『30 歳代』『40 歳代』『60 歳代』は H14 年度調査より割合

が高くなっており、それ以外の年代では割合は低くなっている。（図１－２－２） 

H17 年度実施国勢調査における奈良県人口との比較では、H20 年度調査の方が『20 歳

代』『70 歳以上』の割合が低く、『60 歳代』では割合が高くなっている。『30 歳代』から

『50 歳代』ではそれほど大きな差は見られない。（図１－２－２） 

 

 

１－３．居住地域 

 
【図１－３ 居住地域】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 地域については、市、郡を下記の５つに区分した。 

【北部】奈良市、大和郡山市、天理市、生駒市、山辺郡、磯城郡 

    【西部】生駒郡、北葛城郡 

    【中部】大和高田市、橿原市、御所市、香芝市、葛城市、高市郡 

  【東部】桜井市、字陀市、字陀郡   【南部】五條市、吉野郡 
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0 20 40 60 80 100

男性
(n=572)

女性
(n=683)

14.2

10.2

8.2

5.0

32.7

14.9

5.8

1.6

3.0

4.2

25.7

51.5

9.4

10.5

1.0

1.9

自営業を営んでいる、
またその手伝いをしている

従業員24人以下の
民間事業に勤めている

従業員25人以上の
民間事業に勤めている

官公庁に勤めている

学校関係の職場に勤務

無職(学生、家事含む)

その他

無回答

(％)

１－４．職業 

 

【図１－４－１ 職業】 

 

 

 

 

 

 

 【参考】 

 

 

 

回答者の職業は、「無職」が37.2％で最も割合が高くなっている。次いで「従業員25

人以上の民間企業に勤めている」が21.3％、「自営業を営んでいる、またその手伝いを

している」が11.0％となっている。「官公庁に勤めている」が3.2％で最も割合が低くな

っている。（図１－４－１） 

【図１－４－２ 職業】 

 

 

            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0 20 40 60 80 100

H20年度調査
(n=1378)

11.0 5.9 21.3 3.2
3.3 37.2 9.4 8.8

自営業を営んでいる、
またその手伝いをしている

従業員24人以下の民
間企業に勤めている

従業員25人以上の民
間企業に勤めている

官公庁に勤めている

学校関係の職場に勤務

無職(学生、家事含む) その他

無回答

(％)

0 20 40 60 80 100

H14年度調査
(n=2109) 10.9 30.0 3.0

3.4 32.1 1.9 13.6 5.0

自営業 勤め人

会社や団体などの役員

その他の職業

主に家事に従事
学生

その他 無回答

(％)

0 20 40 60 80 100

20歳代
(n=113)

30歳代
(n=212)

40歳代
(n=228)

50歳代
(n=230)

60歳代
(n=315)

70歳以上
(n=163)

5.3

9.0

12.3

15.2

16.5

7.4

9.7

9.4

9.2

5.2

5.1

0.6

23.9

38.2

37.3

28.7

9.5

1.2

5.3

7.5

3.9

5.7

7.1

1.9

6.6

4.3

2.9

38.1

25.9

20.2

28.7

55.6

74.2

8.8

7.1

9.6

11.3

9.8

14.7

1.8

0.9

0.9

0.9

0.6

1.8

自営業を営んでいる、
またその手伝いをして
いる

従業員24人以下の
民間事業に勤めている

従業員25人以上の
民間事業に勤めている

官公庁に勤めている

学校関係の職場に勤務

無職(学生、家事含む) その他 無回答

(％)
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１－５．居住期間 

 

  【図１－５ 居住期間】 

 

 

 

 

 

 

 

 

回答者が奈良県で住んでいる年数は、「20年以上」が最も割合が高く、71.2％とな

っている。 

H14年度調査と比較すると、「1年未満」及び「無回答」を除いて低くなっている。

（図１－５） 
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3.6
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１年以上
５年未満
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20年未満 20年以上

無回答
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第１部 ～人権に関する意識全般に係る調査結果～ 

 

第１章 人権についての考え方(問３より) 

 
１－１．人権や差別についてどう思うか 

 

問３ 人権や差別をめぐっていろいろな考え方がありますが、あなたはどのように 

思いますか。A～J のそれぞれについて、あてはまるものを一つだけ選び、 

その番号に○をつけてください。 

 

【図１－１ 人権や差別についてどう思うか】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『人権や差別についてどう思うか』の問に、「そう思う」と回答した人の割合が最も高いのは、

【B.差別は、人間として最も恥ずべき行為の一つである】の項目で 51.6％、次いで、【G.人権や権

利ばかり主張して、我慢することができない者が増えている】が 46.7％となっている。差別を「恥

ずべき行為」としながらも、「人権や権利ばかり主張」と、一見、相反するように見える意識が同

居しているのが、今日の県民の意識といえるのかもしれない。また、非常に注目されるのは、【I.

人権問題とは、差別を受ける人の問題であって自分には関係がない】で「そう思う」と回答した人

がわずか 2.0％であり、「そう思わない」と回答した人が 63.7％と極めて高くなっていることであ

る。 

なお、「わからない」と回答した人の割合は【C.差別は法律で禁止する必要がある】の項目で 13.1％

となっている。(図１－１) 

0 20 40 60 80 100

A.今の日本は、人権が大切にさ
　れていると思う

B.差別は、人間として最も恥ず　
　べき行為の一つである

C.差別は法律で禁止する必要が　
　ある

D.差別だという訴えを、いちい　  
　ち取り上げていたらきりがない

E.差別されている人の言葉をき　
　ちんと聞く必要がある

F.あらゆる差別をなくすために　
　行政は努力する必要がある

G.人権や権利ばかり主張して、
　我慢することができない者が
　増えている

H.誰もが自分の人権についても
　っと学ぶ機会をもつべきだ

I.人権問題とは、差別を受ける
　人の問題であって自分には関
　係がない

J.思いやりや、やさしさを皆が
　もてば人権問題は解決する
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35.0

26.7
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4.4
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6.8
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12.8

22.1

2.8

14.9

17.5

1.7

3.9

3.4

2.7

63.7
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4.9

3.0

13.1

8.0

3.3

5.0

5.1
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3.3

4.9

3.0

3.0

3.2

3.6

3.4

3.0

2.7

3.3

3.2

2.3

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない

そう思わない

わからない

無回答

(％)

n=1378
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１－１－Ａ．人権や差別についてどう思うか 

 

【図１－１－Ａ 今の日本は、人権が大切にされていると思う】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪性別≫の傾向をみると、男性、女性ともに「どちらかといえばそう思う」と回答した人の割合

が最も高く、男性が 36.5％、女性が 31.8％となっている。次いで、「どちらかといえばそう思わな

い」の割合が高く、男性が 26.0％、女性が 28.3％となっている。「そう思う」と「どちらかといえ

ばそう思う」を合わせた「そう思う(計)」では、男性が 47.7％で女性の 38.7％より 9.0 ポイント

高くなっている。また、「そう思わない」と「どちらかといえばそう思わない」を合わせた「そう

思わない(計)」では、女性が 51.7％で男性の 47.0％より 4.7ポイント高くなっている。 

(図１－１－Ａ) 

 

≪年齢別≫でみると、『40 歳代』を除く年代で「どちらかといえばそう思う」と回答した人の割

合が最も高くなっている。『60 歳代』、『70 歳以上』では、「そう思う」と回答した人の割合が、そ

れぞれ 13.0％、18.4％と、他の年代に比べて高くなっている。(図１－１－Ａ) 
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11.2
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そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない
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無回答

(％)
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20歳代
(n=113)
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(n=212)

40歳代
(n=228)

50歳代
(n=230)

60歳代
(n=315)

70歳以上
(n=163)

7.1

3.3

6.6

4.8

13.0

18.4

33.6

32.5

30.3

36.1

34.6

36.8

29.2

30.7

32.0

27.8

25.4

17.2

23.9

26.9

28.1

24.8

17.5

12.3

6.2

6.1

3.1

5.2

5.1

1.8

0.0

0.5

0.0

1.3

4.4

13.5

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない

そう思わない わからない
無回答

(％)
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１－１－Ｂ．人権や差別についてどう思うか 

 

【図１－１－Ｂ 差別は、人間として最も恥ずべき行為の一つである】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪性別≫の傾向をみると、男性、女性ともに「そう思う」と回答した人の割合が最も高く、約５

割となっている。次いで、「どちらかといえばそう思う」の割合が高く、男性が 33.6％、女性が 36.5％

となっており、「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」を合わせた「そう思う(計)」では、

男性が 85.2％、女性が 87.3％と、ともに８割を超えており、多くの人が「そう思う」と感じてい

る。また、「そう思わない」と「どちらかといえばそう思わない」を合わせた「そう思わない(計)」

では、男性が 8.9％、女性が 6.5％と、ともに１割未満となっている。(図１－１－Ｂ) 

 

≪年齢別≫でみると、『30 歳代』を除く年代で「そう思う」と回答した人の割合が最も高くなっ

ている。「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」を合わせた「そう思う(計)」は、すべての

年代で７割を超えており、多くの人が「差別は、人間として最も恥ずべき行為の一つである」と感

じている。しかし、『20 歳代』では「そう思わない」と「どちらかといえばそう思わない」を合わ

せた「そう思わない(計)」が 15.9％と、他の年代に比べて高くなっている。(図１－１－Ｂ) 
 
 
 
 
 

0 20 40 60 80 100

男性
(n=572)

女性
(n=683)
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無回答

(％)
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(n=230)
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(n=315)
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(n=163)
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53.0

55.9
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36.0

36.5
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25.2
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6.1

5.3

5.7

3.5
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10.6

1.9

0.9

3.0

2.9

1.2

1.8

2.8

5.7

0.9

3.5

1.8

0.0

0.0

0.4

0.9

3.8

14.7

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない
そう思わない

わからない

無回答

(％)
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１－１－Ｃ．人権や差別についてどう思うか 

 

【図１－１－Ｃ 差別は法律で禁止する必要がある】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪性別≫の傾向をみると、男性、女性ともに「どちらかといえばそう思う」と回答した人の割合

が最も高く、男性が 24.8％、女性が 27.4％となっている。「そう思わない」と「どちらかといえば

そう思わない」を合わせた「そう思わない（計）」では、男性が 41.2％で女性の 32.6％より 8.6ポ

イント高くなっている。(図１－１－Ｃ) 

 

≪年齢別≫でみると、「どちらかといえばそう思う」と回答した人の割合は『20歳代』(27.4％)、

『40 歳代』(31.1％)、『50歳代』(27.8％)では最も高く、「どちらかといえばそう思わない」が『30

歳代』(29.2％)で、「そう思う」が『60 歳代』(23.8％)、『70 歳以上』(30.1％)で最も高くなって

いる。(図１－１－Ｃ) 
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無回答
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16.7

21.3

23.8

30.1

27.4

26.9
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14.1
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そう思わない わからない

無回答

(％)
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１－１－Ｄ．人権や差別についてどう思うか 

 

【図１－１－Ｄ 差別だという訴えを、いちいち取り上げていたらきりがない】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪性別≫の傾向をみると、男性、女性ともに「どちらかといえばそう思う」と回答した人の割合

が最も高く、３割を超えている。次いで、「どちらかといえばそう思わない」の割合が高く、男性、

女性とも 21.7％となっている。「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」を合わせた「そう思

う(計)」では、女性が 49.8％で男性の 49.6％より 0.2 ポイント高くなっているが、大きな違いは

見られない。また、「そう思わない」と「どちらかといえばそう思わない」を合わせた「そう思わ

ない(計)」では、男性が 40.9％で女性の 36.8％より 4.1 ポイント高くなっている。(図１－１－Ｄ) 

 

≪年齢別≫でみると、どの年代も「どちらかといえばそう思う」と回答した人の割合が最も高く

なっており、中でも『40歳代』は４割を超えている。また、「そう思う」は、『20 歳代』(23.9％)、

『60 歳代』(20.6％)、『70 歳以上』(19.6％)で高いのに対して、『40 歳代』(9.2％)は１割未満に

なっている。『50 歳代』では、「そう思わない」と回答した人が 23.5％と、他の年代に比べて高く

なっている。(図１－１－Ｄ) 
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無回答

(％)
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１－１－Ｅ．人権や差別についてどう思うか 

 

【図１－１－Ｅ 差別されている人の言葉をきちんと聞く必要がある】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪性別≫の傾向をみると、男性は「どちらかといえばそう思う」(43.7％)、女性は「そう思う」

(44.4％)と回答した人の割合が最も高くなっている。男性、女性ともに「そう思う」と「どちらか

といえばそう思う」を合わせた「そう思う(計)」（男性 86.0％、女性 88.5％)の割合が高くなって

いる。男性、女性ともに多くの人が「差別されている人の言葉をきちんと聞く必要がある」と感じ

ている。(図１－１－Ｅ) 

 

≪年齢別≫でみると、「どちらかといえばそう思う」と回答した人の割合は『20歳代』(43.4％)、

『40 歳代』(55.3％)では最も高く、「そう思う」が『30 歳代』(47.6％)、『50 歳代』(46.5％)、『60

歳代』(44.4％)、『70 歳以上』(42.3％)で最も高くなっている。全体を比較すると、「そう思う」

と「どちらかといえばそう思う」を合わせた「そう思う(計)」が、すべての年代において７割を超

えている。(図１－１－Ｅ) 
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１－１－Ｆ．人権や差別についてどう思うか 

 

【図１－１－Ｆ あらゆる差別をなくすために、行政は努力する必要がある】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪性別≫の傾向をみると、男性は「どちらかといえばそう思う」(38.8％)、女性は「そう思う」

(41.0％)と回答した人の割合が最も高くなっている。男性、女性ともに「そう思う」と「どちらか

といえばそう思う」を合わせた「そう思う(計)」（男性 76.6％、女性 80.8％）の割合が高くなって

いる。「そう思わない」と「どちらかといえばそう思わない」を合わせた「そう思わない(計)」で

は、男性が 17.6％で女性の 9.1％より 8.5 ポイント高くなっている。(図１－１－Ｆ) 

 

≪年齢別≫でみると、「どちらかといえばそう思う」と回答した人の割合は『20歳代』(44.2％)、

『40 歳代』(44.7％)で最も高く、「そう思う」が『30 歳代』(42.0％)、『50 歳代』(41.3％)、『60

歳代』(42.5％)、『70 歳以上』(42.3％)で最も高くなっている。全体を比較すると、「そう思う」

と「どちらかといえばそう思う」を合わせた「そう思う(計)」が、すべての年代において７割を超

えている。(図１－１－Ｆ) 
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１－１－Ｇ．人権や差別についてどう思うか 

 

【図１－１－Ｇ 人権や権利ばかり主張して、我慢することができない者が増えている】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪性別≫の傾向をみると、男性、女性ともに「そう思う」と回答した人の割合が最も高く、約５

割となっている。次いで、「どちらかといえばそう思う」の割合が高く、男性が 34.8％、女性が 35.4％

となっており、「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」を合わせた「そう思う(計)」では、

女性が 83.0％で男性の 81.3％より 1.7 ポイント高くなっているが、大きな違いは見られない。ま

た、「そう思わない」と「どちらかといえばそう思わない」を合わせた「そう思わない(計)」では、

男性が 12.9％で女性の 7.3％より 5.6ポイント高くなっている。(図１－１－Ｇ) 

 

≪年齢別≫でみると、どの年代も「そう思う」と回答した人の割合が最も高く、中でも『60 歳

代』は 56.5％となっている。全体を比較すると、「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」を

合わせた「そう思う(計)」が、すべての年代において７割を超えている。特に『60 歳代』は 87.0％

と高くなっている。(図１－１－Ｇ) 
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１－１－Ｈ．人権や差別についてどう思うか 

 

【図１－１－Ｈ 誰もが自分の人権についてもっと学ぶ機会をもつべきだ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪性別≫の傾向をみると、男性、女性ともに「どちらかといえばそう思う」と回答した人の割合

が最も高く、４割を超えている。次いで、「そう思う」の割合が高く、男性が 36.2％、女性が 33.4％

となっており、「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」を合わせた「そう思う(計)」では、

男性が 80.3％で女性の 78.2％より 2.1ポイント高くなっている。また、「そう思わない」と「どち

らかといえばそう思わない」を合わせた「そう思わない(計)」では、男性が 11.2％で女性の 9.9％

より 1.3 ポイント高くなっている。(図１－１－Ｈ) 

 

≪年齢別≫でみると、どの年代も「どちらかといえばそう思う」と回答した人の割合が、最も高

くなっている。全体を比較すると、「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」を合わせた「そ

う思う(計)」が、『70 歳以上』を除く年代において７割を超えている。特に『20 歳代』（85.8％）

『30 歳代』(83.9％)『40 歳代』（85.1％）の若い年代で「そう思う」と感じている人の割合が高く

なっている。(図１－１－Ｈ) 
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無回答
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１－１－Ｉ．人権や差別についてどう思うか 

 

【図１－１－Ｉ 人権問題とは、差別を受ける人の問題であって自分には関係がない】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪性別≫の傾向をみると、男性、女性ともに「そう思わない」と回答した人の割合が最も高く、

６割を超えている。次いで、「どちらかといえばそう思わない」の割合が高く、男性が 23.8％、女

性が 23.4％となっており、「そう思わない」と「どちらかといえばそう思わない」を合わせた「そ

う思わない(計)」では男性が 87.6％で女性の 87.4％より 0.2 ポイント高くなっているが、大きな

違いは見られない。また、「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」を合わせた「そう思う(計)」

では男性が 6.3％、女性が 5.5％と、ともに１割未満となっている。(図１－１－Ｉ) 

 

≪年齢別≫でみると、どの年代も「そう思わない」と回答した人の割合が最も高く、『70 歳以上』

を除く年代で６割を超えている。全体を比較すると、「そう思わない」と「どちらかといえばそう

思わない」を合わせた「そう思わない(計)」が、すべての年代において７割を超えている。 

 (図１－１－Ｉ) 
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１－１－Ｊ．人権や差別についてどう思うか 

 

【図１－１－Ｊ 思いやりや、やさしさを皆がもてば人権問題は解決する】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪性別≫の傾向をみると、男性、女性ともに「そう思う」と回答した人の割合が最も高く、３割

を超えている。次いで、「どちらかといえばそう思う」の割合が高く、男性が 31.3％、女性が 34.4％

となっており、「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」を合わせた「そう思う(計)」では、

女性が 70.0％で男性の 66.6％より 3.4ポイント高くなっている。また、「そう思わない」と「どち

らかといえばそう思わない」を合わせた「そう思わない(計)」では、男性が 25.7％で女性の 22.9％

より 2.8 ポイント高くなっている。(図１－１－Ｊ) 

 

≪年齢別≫でみると、「どちらかといえばそう思う」と回答した人の割合は『20歳代』(32.7％)、

『40 歳代』(37.3％)、『50 歳代』(39.1％)では最も高く、「そう思う」が『60歳代』(45.1％)、『70

歳以上』(48.5％)で最も高くなっている。『30 歳代』では、「そう思う」と「どちらかといえばそ

う思う」が同じ割合となっている。全体を比較すると「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」

を合わせた「そう思う(計)」がすべての年代において高い割合となっている。 

しかし、「そう思わない」と回答した人が『20 歳代』(23.0％)、『30 歳代』(16.5％)で約２割あ

り、若い年代ほど、「思いやり」や「やさしさ」で人権問題が解決するとは思っていない傾向が見

られる。(図１－１－Ｊ) 
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第２章 人権侵害の経験 (問６より) 

 
２－１．最近５年間で自分の人権が侵害されたと思ったことがあるか 

 

問６ 最近５年間で自分の人権が侵害されたと思ったことがありますか。 

あてはまるものの番号に○をつけてください。 

 

 

【図２－１ 最近５年間で自分の人権が侵害されたと思ったことがあるか】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『最近５年間で自分の人権が侵害されたと思ったことがあるか』の問に、「ない」と回答した人

の割合が 84.0％となっている。一方、「ある」と回答した人は 11.9％となっている。また、「無回

答」は 4.1％となっている。 

 

H14 年度と比較すると、「ある」と回答した人の割合は 9.9 ポイント低くなっている。(図２－１) 

これは、前回の調査では、「最近、自分の人権が侵害されたと思ったことがありますか」と聞い

ていたが、今回の調査では、「最近５年間で」と期間を限定して聞いたことが影響しているのかも

しれない。 
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２－１－Ａ．最近５年間で自分の人権が侵害されたと思ったことがあるか 

 

【図２－１－Ａ 最近５年間で自分の人権が侵害されたと思ったことがあるか】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪性別≫の傾向をみると、男性、女性ともに「ない」と回答した人の割合が最も高く、男性が

86.7％、女性が 82.0％となっている。また、「ある」と回答した人の割合は、女性が 13.5％で男性

の 10.0％より 3.5 ポイント高くなっている。(図２－１－Ａ) 

 

≪年齢別≫でみると、『20 歳代』の若い年代で「ある」と回答した人の割合が 20.4％になってい

るのに対して、高齢層の『60歳代』(7.0％)、『70 歳以上』(8.6％)では１割未満になっており、若

い年代の方が人権を侵害されたと思ったことが「ある」という結果になっている。(図２－１－Ａ) 
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２－１－１．人権侵害の程度 

 

問６－１  ＜問６で「１.ある」と答えた人におたずねします＞そのうち、 

あなたにとって最も印象に残っている経験一つについておたずね 

します。その人権侵害はあなたにとってどの程度のものだったで 

しょうか。何らかの形で公的に処罰する必要があると感じるほど 

である場合を「10」、不快に感じた程度の場合を「1」として、 

あてはまると思われる数字に○をつけてください。 

 

←重大な人権侵害            軽度の人権侵害→ 

10⋯⋯⋯⋯９⋯⋯⋯⋯８⋯⋯⋯⋯７⋯⋯⋯⋯６⋯⋯⋯⋯５⋯⋯⋯⋯４⋯⋯⋯⋯３⋯⋯⋯⋯２⋯⋯⋯⋯１ 

 

【図２－１－１ 人権侵害の程度】 

 

 

 

 

 

 

問６で「ある」と回答した 164人に、「その人権侵害はどの程度のものだったのか」を 10 段階の 

スケールを示して尋ねたところ、「8」「9」「10」の重大な人権侵害と感じている人が 27.4％、「1」

「2」「3」の軽度の人権侵害と感じている人が 30.4％となっている。残りの「4」「5」「6」「7」と

回答した人は 38.3％で、全体としては、軽度のものから重大なものまで広がりがある。 

(図２－１－１) 
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２－１－１－Ａ．人権侵害の程度 

 

【図２－１－１－Ａ 人権侵害の程度】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪性別≫の傾向をみると、「8」「9」「10」の重大な人権侵害と感じている人の割合が、男性で 33.3％

と女性の 25.0％より 8.3 ポイント高くなっている。一方、「1」「2」「3」の軽度の人権侵害ととら

えている人は、女性が 31.5％で男性の 24.6％より 6.9 ポイント高くなっている。人権侵害を受け

たことがある人の中では、男性の方が重大な人権侵害と受けたと感じている人の割合が高いことが

わかる。（図２－１－１－Ａ) 

 

≪年齢別≫でみると、「1」「2」「3」の軽度の人権侵害が最も高いのは、『20 歳代』（43.4％）、『30

歳代』（39.3％）、『70 歳以上』（50.0％）、「4」「5」「6」「7」の中度の人権侵害が最も高いのは、『40

歳代』（52.7％）、『60 歳代』（59.0％）、「8」「9」「10」の重大な人権侵害が最も高いのは、『50 歳代』

（33.4％）となっている。また、『20 歳代』は重大な人権侵害が 34.7％と他の年代と比べて最も高

くなっている。 (図２－１－１－Ａ) 
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２－１－２．人権侵害の理由 

 

問６－２ その時の人権侵害は、どのようなことを理由にしたものでしたか。 

次の中から一番あてはまるものを一つだけ選び、その番号に○を 

つけてください。 

 

【図２－１－２ 人権侵害の理由】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問６で「ある」と回答した 164人に、「人権侵害の理由」について尋ねたところ、「女性であるこ

と・男性であること」と回答した人の割合が最も高く 16.5％となっている。次いで、「職業」が 13.4％、

「理由は分からない」が 12.8％、「思想・信条」「収入・財産」「身体の障害」がともに 6.1％とな

っている。一方、回答がなかった項目を除いて最も割合が低かったのは、「知的障害」で 1.2％と

なっている。「その他」は 12.2％となっており、「容姿・外見」「家庭問題」などの回答があった。

(図２－１－２) 

 

ｎ=164  

女性であること・
男性であること

職業

理由は分からない

思想・信条

収入・財産

身体の障害

国籍・人種・民族

母子・父子家庭、
両親なし

学歴・出身校

精神の障害

宗教

同和地区出身

知的障害
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２－１－２－Ａ．人権侵害の理由 

 

【図２－１－２－Ａ 人権侵害の理由】① 
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【図２－１－２－Ａ 人権侵害の理由】② 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪性別≫の傾向をみると、男性は「職業」と回答した人の割合が最も高く 17.5％となっている。

また、女性は「女性であること・男性であること」が最も高く 23.9％となっており、男性の 3.5％

と比べて、性別による大きな違いが見られる。(図２－１－２－Ａ・①②) 

 

≪年齢別≫でみると、『20 歳代』では「職業」と回答した人の割合が最も高く 21.7％、『30 歳代』

では「女性であること・男性であること」が最も高く 32.1％、『70歳以上』では「身体の障害」が

最も高く 21.4％となっている。若い年代の人は「職業」や「女性であること・男性であること」

を理由とした侵害を受けたことが多く、高齢層では「身体の障害」を理由とした侵害を受けたこと

が比較的多いという結果になっている。また、どの年代においても「理由は分からない」「その他」

の割合が高くなっている。 (図２－１－２－Ａ・①②) 
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２－１－３．人権侵害の対応 

 

問６－３ そのとき、あなたはどのように対応しましたか。次の中から 

一番あてはまるものを一つだけ選び、その番号に○をつけてください。 

 

 

【図２－１－３ 人権侵害の対応】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問６で「ある」と回答した 164人に、「人権侵害の対応」について尋ねたところ、「黙って我慢し

た」と回答した人の割合が最も高く 40.9％となっている。次いで、「無視した」が 24.4％、「相手

に直接抗議した」が 15.2％、「相談した」が 9.8％となっている。「黙って我慢した」「無視した」

「逃げた」を合わせた「直接相手に何もしない(できない)」の割合が 66.5％となっている。一方、

「相手に直接抗議した」「相手に対抗処置をした」「訴えた」を合わせた「直接相手に何かした」の

割合は 18.2％となっている。(図２－１－３) 
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２－１－３－Ａ．人権侵害の対応 

 

【図２－１－３－Ａ 人権侵害の対応】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪性別≫の傾向をみると、男性、女性ともに「黙って我慢した」と回答した人の割合が最も高く、

男性が 47.4％、女性が 35.9％となっている。次いで、「無視した」が高く、男性が 22.8％、女性

が 23.9％となっている。また、「相談した」は、女性が 14.1％で男性の 5.3％より 8.8 ポイント高

く、女性の方が「相談する」という傾向が見られる。(図２－１－３－Ａ) 

 

≪年齢別≫でみると、『50 歳代』を除く年代で「黙って我慢した」と回答した人の割合が最も高

く、『20 歳代』(39.1％)、『30 歳代』(46.4％)、『40歳代』(47.4％)、『60 歳代』(45.5％)、『70歳

以上』(28.6％)となっている。『50 歳代』では、「無視した」が最も高く 29.2％となっている。 

(図２－１－３－Ａ) 
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両親、兄弟、子どもや
親戚に相談した
友人、同僚、上司に
相談した
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民間団体などに相談した

新聞などマスコミに相談
した

自分で処理(解決)した
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その他
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無回答
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２－１－４．相談相手（相談した人や組織） 

 

問６－４  ＜問６－３で「３.相談した」と答えた人におたずねします＞ 

そのとき、誰に相談されましたか。相談された人や組織のあては 

まるものの番号に○をつけてください(○はいくつでも) 

 

【図２－１－４ 相談相手（相談した人や組織）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問６－３で「相談した」と回答した 16 人に、「相談相手（相談した人や組織）」について尋ねた

ところ、「その他」と回答した人が最も多く 7 人となっている。「その他」を除くと、「家族」が最

も多く 5人、次いで、「友人や身近な人」が 3人、「学校の先生」、「弁護士」はともに 2人となって

いる。また、「地域の有力者」「議員や政党」「市町村の窓口」「県の窓口」「民間の人権団体」「新聞

などマスコミ」「法務局や人権擁護委員」「警察」については回答がなかった。「その他」の相談相

手としては、「職場の上司」「自治会」などの回答があった。(図２－１－４) 

 

   【H14 年度調査】「自分の人権が侵害されたとき、どうされましたか。」 

           （いくつでもけっこうです） 
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２－１－４．相談相手（相談した人や組織） 

 

【図２－１－４－Ａ 相談相手（相談した人や組織）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪性別≫の傾向をみると、男性は、「その他」と回答した人の割合が最も高く 66.7％となってお

り、次いで、「学校の先生」が 33.3％となっている。女性は、「家族」「その他」が最も高く、とも

に 38.5％となっている。(図２－１－４－Ａ) 

 

≪年齢別≫でみると、「その他」を除いては、『20 歳代』では、「学校の先生」と回答した人の割

合が最も高く 50.0％、『30歳代』では、「家族」「友人や身近な人」が最も高く、ともに 66.7％、『40

歳代』では、「家族」が最も高く 40.0％、『50 歳代』では、「友人や身近な人」が最も高く 50.0％

となっている。また、『60 歳代』では「弁護士」、『70 歳以上』では「その他」をすべての人が回答

している。(図２－１－４－Ａ) 

 

 

 

 

0 20 40 60 80 100

男性
(n=3)

女性
(n=13) 38.5 23.1

33.3

7.7 15.4

66.7

38.5

家族 友人や身近な人

学校の先生

学校の先生
弁護士

その他

その他

(％)

0 20 40 60 80 100

20歳代
(n=2)

30歳代
(n=3)

40歳代
(n=5)

50歳代
(n=2)

60歳代
(n=1)

70歳以上
(n=2)

66.7

40.0

66.7

50.0

50.0

20.0 20.0

100.0

50.0

33.3

20.0

50.0

100.0

家族

家族

友人や身近な人

友人や身近な人

学校の先生

学校の先生 弁護士

弁護士

その他

その他

その他

その他

その他

(％)



第１部  人権に関する意識全般に係る調査結果 

 

 29 

２－１－５．「無視した」「我慢した」「逃げた」理由 

 

問６－５  ＜問６－３で「５.無視した」「６.黙って我慢した」「７.逃げた」 

と答えた人におたずねします＞そのようにされた理由は何でしょうか。 

次の中から一番あてはまるものを一つだけ選び、その番号に○を 

つけてください 

 

 

【図２－１－５ 「無視した」「我慢した」「逃げた」理由】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問６－３で「無視した」「黙って我慢した」「逃げた」と回答した 109 人に、「理由」を尋ねたと

ころ、「抗議や対抗処置ができる相手ではなかった」と回答した人の割合が最も高く 31.2％となっ

ている。次いで「我慢できる程度の事柄だった」が 22.0％、「人間関係を壊したくなかった」が 12.8％

となっている。最も割合が低かったのは「過去に相談したり、訴えたりしたが役立たなかった」で

1.8％となっている。「その他」の理由としては、「家族に迷惑」「相手に関わるのが嫌」などの回答

があった。(図２－１－５) 
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２－１－５－Ａ．「無視した」「我慢した」「逃げた」理由 

 
【図２－１－５－Ａ 「無視した」「我慢した」「逃げた」理由】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪性別≫の傾向をみると、男性、女性ともに「抗議や対抗処置ができる相手ではなかった」と回

答した人の割合が最も高く、男性が 37.5％、女性が 29.8％となっている。次いで、「我慢できる程

度の事柄だった」が高く、男性が 15.0％、女性が 22.8％となっている。(図２－１－５－Ａ) 

 

≪年齢別≫でみると、「その他」を除いては、『20 歳代』で「我慢できる程度の事柄だった」と

回答した人の割合が高く 38.9％、『40歳代』では「抗議や対抗処置ができる相手ではなかった」が

45.8％、『70歳以上』では「人間関係を壊したくなかった」が 42.9％と高くなっている。 

また、『30 歳代』で「その他」の割合が 26.3％と、他の年代に比べて高くなっている。 

(図２－１－５－Ａ) 
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第３章 同和地区かどうかの問い合わせ (問７より) 

 
３－１．住宅購入時に同和地区かどうかを市町村に問い合わせする友達の態度をどう思うか 

 

問７ 親しい友達と話している時に、友達が、「住宅を購入しようと思っている 

のだが、その物件が同和地区であるかどうか心配なので、市町村に問い合 

わせてみようと思う」と言いました。あなたは、その友人の態度について、 

どのように思いますか。次の中から一番あてはまるものを一つだけ選び、 

その番号に○をつけてください。 

 

 

【図３－１ 住宅購入時に同和地区かどうかを市町村に問い合わせする友達の態度をどう思うか】 

 

 

 

 

 

 

 

 

『住宅購入時に同和地区かどうかを市町村に問い合わせする友達の態度をどう思うか』の問に、

「問題があるとは一概にいえない」と回答した人の割合が最も高く、48.4％となっている。次いで、

「同和地区かどうか心配する気持ちはよくわかる」が 26.9％、「問題だと思う」が 21.0％となって

いる。(図３－１) 
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問題だと思う 問題があるとは一概にいえない

同和地区かどうか心配する気持ちはよくわかる

無回答

(％)
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３－１－Ａ．住宅購入時に同和地区かどうかを市町村に問い合わせする友達の態度をどう思うか 

 

【図３－１－Ａ 住宅購入時に同和地区かどうかを市町村に問い合わせする友達の態度をどう思うか】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪性別≫の傾向をみると、男性、女性ともに「問題があるとは一概にいえない」と回答した人の

割合が最も高く、約５割となっている。次いで、「同和地区かどうか心配する気持ちはよくわかる」

が高く、男性が 25.3％、女性が 28.3％、「問題だと思う」が、男性が 22.0％、女性が 20.2％とな

っている。男性と女性で大きな違いは見られない。(図３－１－Ａ) 

 

≪年齢別≫でみると、どの年代も「問題があるとは一概にいえない」と回答した人の割合が最も

高くなっている。また、「問題だと思う」と「同和地区かどうか心配する気持ちはよくわかる」を

比べると、『20 歳代』を除く年代では「同和地区かどうか心配する気持ちはよくわかる」と回答し

た人の割合が高くなっているが、『20歳代』では「問題だと思う」が高くなっている。 

(図３－１－Ａ) 
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無回答
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問題だと思う 問題があるとは一概にいえない

同和地区かどうか心配する気持ちはよくわかる

無回答

(％)
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３－１－１．問題だと思ったとき、友達にどのように言うか 

 

問７－１ ＜問７で「１.問題だと思う」と答えた人におたずねします＞ 

そのような場合、あなたは、友達にどのように言いますか。 

次の中から一番あてはまるものを一つだけ選び、その番号に 

○をつけてください 

 

 

【図３－１－１ 問題だと思ったとき、友達にどのように言うか】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問７で「問題だと思う」と回答した 289 人に、「そのような場合、あなたは、友達にどのように

言いますか」と尋ねたところ、「問題だと思うことを、さりげなく伝える」と回答した人の割合が

最も高く、約５割となっている。次いで、「いろいろな考えがあるので何も言わない」が 22.8％、

「その場で、差別的発言であると指摘する」が 14.5％となっている。また、最も割合が低かった

のは「問題だと思うが、関係がまずくなるので何も言わない」が 7.3％となっている。「その場で、

差別的発言であると指摘する」と「問題だと思うことを、さりげなく伝える」を合わせた「言う（計）」

の割合 63.6％に対して、「いろいろな考えがあるので何も言わない」と「問題だと思うが、関係が

まずくなるので何も言わない」を合わせた「言わない（計）」の割合は 30.1％となっている。 

(図３－１－１) 
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発言であると指摘する

問題だと思うことを、
さりげなく伝える

問題だと思うが、関係がま
ずくなるので何も言わない

いろいろな考えがあ
るので何も言わない

その他 わからない

無回答

(％)
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３－１－１－Ａ．問題と思ったとき、友達にどのように言うか 

 

【図３－１－１－Ａ 問題と思ったとき、友達にどのように言うか】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪性別≫の傾向をみると、男性、女性ともに「問題だと思うことを、さりげなく伝える」と回答

した人の割合が最も高く、男性が 46.8％、女性が 49.3％となっている。次いで、男性では「いろ

いろな考えがあるので何も言わない」が 19.8％、「その場で、差別的発言であると指摘する」が

19.8％となっており、女性では「いろんな考えがあるので何も言わない」が 26.1％となっている。

(図３－１－１－Ａ) 

 

≪年齢別≫でみると、どの年代も「問題だと思うことを、さりげなく伝える」と回答した人の割

合が最も高くなっており、『40 歳代』『50 歳代』『60歳代』は、いずれも５割を超えている。 

(図３－１－１－Ａ) 
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第４章 入居拒否 (問９より) 
 
４－１．家主が、つぎのような人にマンションを貸さないことについてどう思うか 

 

問９ 家主が、賃貸マンションで、仲介業者に、つぎのような人には貸さない 

ようにと条件をつけることについて、あなたはどのように思いますか。 

A～D のそれぞれについて、あてはまるものを一つだけ選び、その番号に 

○をつけてください。 

 

 

【図４－１ 家主が、つぎのような人にマンションを貸さないことについてどう思うか】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
『家主が、つぎのような人にマンションを貸さないことについてどう思うか』の問に、「差別だ

と思う」が、【C.母子・父子家庭】で 61.8％と全体で最も割合が高くなっている。次いで、【D.障

害者】で 47.5％、【B.高齢者】で 42.3％、【A.外国人】で 29.1％となっている。一方、「差別とは

いえない」は、【A.外国人】で 8.3％、【B.高齢者】で 6.0％となっている。【A.外国人】では半数以

上の 57.6％の人が「差別かどうか一概にいえない」と答えている。(図４－１) 
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無回答

(％)

n=1378
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４－１－Ａ．家主が、つぎのような人にマンションを貸さないことについてどう思うか 

 

【図４－１－Ａ 外国人】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪性別≫の傾向をみると、男性、女性ともに「差別かどうか一概にいえない」と回答した人の割

合が最も高く、男性が 56.1％、女性が 59.2％となっている。次いで、「差別だと思う」が高く、男

性が 28.0％、女性が 29.7％となっている。「差別とはいえない」と回答した人は、男性が 11.4％、

女性が 5.9％となっている。(図４－１－Ａ) 

 

≪年齢別≫でみると、どの年代も「差別かどうか一概にいえない」と回答した人の割合が最も高

くなっており、特に『30 歳代』『50歳代』では６割を超えている。また、『20 歳代』では「差別だ

と思う」が 39.8％と、他の年代と比べて高くなっている。(図４－１－Ａ) 
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４－１－Ｂ．家主が、つぎのような人にマンションを貸さないことについてどう思うか 

 

【図４－１－Ｂ 高齢者】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪性別≫の傾向をみると、男性、女性ともに「差別かどうか一概にいえない」と回答した人の割

合が最も高く、男性が 45.3％、女性が 47.7％となっている。次いで、「差別だと思う」が高く、男

性が 42.0％、女性が 42.5％となっている。「差別とはいえない」と回答した人は、男性が 7.3％、

女性が 4.5％となっている。(図４－１－Ｂ) 

 

≪年齢別≫でみると、『20 歳代』を除く年代で「差別かどうか一概にいえない」と回答した人の

割合が最も高くなっているが、『20 歳代』では「差別だと思う」が 51.3％、「差別とはいえない」

が 11.5％と、他の年代と比べて高くなっている。 (図４－１－Ｂ) 
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無回答

(％)
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４－１－Ｃ．家主が、つぎのような人にマンションを貸さないことについてどう思うか 

 

【図４－１－Ｃ 母子・父子家庭】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪性別≫の傾向をみると、男性、女性ともに「差別だと思う」と回答した人の割合が最も高く、

約６割となっている。次いで、「差別かどうか一概にいえない」が高く、男性が 30.2％、女性が 26.2％

となっている。「差別とはいえない」と回答した人は、男性が 4.7％、女性が 4.0％となっている。

(図４－１－Ｃ) 

 

≪年齢別≫でみると、どの年代も「差別だと思う」と回答した人の割合が最も高く、特に『20

歳代』から『50 歳代』では、約７割と相当高くなっている。「差別だと思う」と回答した人の割合

は年代を重ねるほど低くなっている。一方、「差別かどうか一概にいえない」は、年代を重ねるほ

ど割合が高くなる傾向にある。 (図４－１－Ｃ) 
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４－１－Ｄ．家主が、つぎのような人にマンションを貸さないことについてどう思うか 

 

【図４－１－Ｄ 障害者】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪性別≫の傾向をみると、男性、女性ともに「差別だと思う」と回答した人の割合が最も高く、

男性が 47.2％、女性が 46.7％となっている。次いで、「差別かどうか一概にいえない」が高く、男

性が 42.0％、女性が 42.8％となっている。「差別とはいえない」と回答した人は、男性が 5.1％、

女性が 4.5％となっている。(図４－１－Ｄ) 

 

≪年齢別≫でみると、どの年代も「差別だと思う」と回答した人の割合が最も高くなっており、

特に『20 歳代』『50 歳代』では５割を超えている。また、「差別とはいえない」と回答した人は、

すべての年代で１割未満となっている。 (図４－１－Ｄ) 
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第５章 性別役割意識（結婚相手に望むもの） (問 10 より) 
 
５－１． 子どもの結婚相手として備わっていると望ましいと思うもの（相手が女性） 

 

問１０ あなたにお子さんがいた場合、お子さんの結婚相手として、備わっていると 

望ましいと思われる点はどのようなものですか。相手が女性の場合と男性の 

場合の両方について、あなたが重視される項目をそれぞれ三つ選び、かっこ 

内にその番号を記入してください。 

 

 

【図５－１ 子どもの結婚相手として備わっていると望ましいと思うもの（相手が女性）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

『子どもの結婚相手として備わっていると望ましいと思うもの（相手が女性）』の問に、「性格」

と回答した人の割合が最も高く、85.8％となっている。次いで、「健康状況」が 65.3％、「家事能

力」が 34.5％となっている。最も割合が低かったのは、「収入・財産」で 1.6％になっている。こ

の結果から、結婚相手の女性には、「職業」「学歴」「収入・財産」よりも「性格」「健康状況」「家

事能力」などを望む傾向がみられる。(図５－１) 
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５－１－Ａ． 子どもの結婚相手として備わっていると望ましいと思うもの（相手が女性） 
 
【図５－１－Ａ 子どもの結婚相手として備わっていると望ましいと思うもの（相手が女性）】① 
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【図５－１－Ａ 子どもの結婚相手として備わっていると望ましいと思うもの（相手が女性）】② 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪性別≫の傾向をみると、男性、女性ともに「性格」と回答した人の割合が最も高く、男性が

84.1％、女性が 88.0％となっている。次いで、「健康状況」が高く、男性が 67.0％、女性が 64.6％

となっている。男性と女性で大きな違いは見られず、「結婚相手に望むもの(相手が女性)」は、男

性、女性ともに「性格」「健康」といった面を重視する傾向が強く、それに次いで「家事能力」「家

庭環境」となっている。(図５－１－Ａ①②) 

 

≪年齢別≫でみると、どの年代も「性格」と回答した人の割合が最も高く、７割を超えている。

また、「健康状況」の割合が、『50 歳代』で 74.8％、『60 歳代』で 75.6％、「家事能力」の割合が、

『20 歳代』で 43.4％、『40 歳代』で 44.7％と、他の年代に比べて高くなっている。 

(図５－１－Ａ①②) 
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５－２．子どもの結婚相手として備わっていると望ましいと思うもの（相手が男性） 

 

問１０ あなたにお子さんがいた場合、お子さんの結婚相手として、備わっている 

と望ましいと思われる点はどのようなものですか。相手が女性の場合と 

男性の場合の両方について、あなたが重視される項目をそれぞれ三つ選び、 

かっこ内にその番号を記入してください。 

 

 

【図５－２ 子どもの結婚相手として備わっていると望ましいと思うもの（相手が男性）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

『子どもの結婚相手として備わっていると望ましいと思うもの（相手が男性）』の問に、「性格」と

回答した人の割合が最も高く、66.7％となっている。次いで、「健康状況」が 58.9％、「職業」が

38.7％、「収入・財産」が 37.2％となっている。最も割合が低かったのは、「家事能力」で 1.8％に

なっている。この結果から、結婚相手の男性には、「身なり・容姿」「趣味・特技」「家事能力」よ

りも「性格」「健康状況」「職業」「収入・財産」などを望む傾向がみられる。(図５－２) 
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５－２－Ａ． 子どもの結婚相手として備わっていると望ましいと思うもの（相手が男性） 

 

【図５－２－Ａ 子どもの結婚相手として備わっていると望ましいと思うもの（相手が男性）】① 
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【図５－２－Ａ 子どもの結婚相手として備わっていると望ましいと思うもの（相手が男性）】② 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪性別≫の傾向をみると、男性、女性ともに「性格」と回答した人の割合が最も高く、男性が

63.5％、女性が 69.4％となっている。次いで、「健康状況」が高く、男性が 57.7％、女性が 59.0％

となっている。男性と女性で大きな違いは見られず、「結婚相手に望むもの(相手が男性)」は、男

性、女性ともに「性格」「健康」といった面を重視する傾向が強く、それに次いで「職業」「収入・

財産」となっている。(図５－２－Ａ①②) 

 

≪年齢別≫でみると、「性格」と回答した人の割合が『20 歳代』(71.7％)、『30 歳代』(79.2％)、

『40 歳代』(71.1％)の若い年代では最も高く、「健康状況」が、『50 歳代』(68.7％)、『60 歳代』

(69.5％)、『70 歳以上』(58.9％)で最も高くなっている。また、『20 歳代』では「収入・財産」が

52.2％と、『60 歳代』『70 歳以上』では「職業」がそれぞれ 42.9％、44.8％と、他の年代に比べて

高くなっている。(図５－２－Ａ①②) 
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第６章 結婚差別 (問８、問 11 より) 
 
６－１．本人たちの責任ではない理由で結婚を反対することをどう思うか 

 

問８ 結婚にあたり、家柄、出身地、財産、国籍、親の仕事、社会的地位など、 

本人たちの責任でないことを理由にして、まわりから反対されることに 

ついて、あなたはどのように思いますか。次の中から一番あてはまるもの 

を一つだけ選び、その番号に○をつけてください。 

 

 

【図６－１ 本人たちの責任ではない理由で結婚を反対することをどう思うか】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
『本人たちの責任ではない理由で結婚を反対することをどう思うか』の問に、「こうした考えを

なくしていかなければならない」と回答した人の割合が最も高く、63.2％となっている。次いで、

「おかしいことだが、従わなければならない」が 13.5％、「当然のことだから、意見を尊重する」

が 5.9％となっている。(図６－１) 

 

H14 年度調査と比較すると、「おかしいことだが、従わなければならない」が 3.2 ポイント高く

なっている。一方、「こうした考えをなくしていかなければならない」が 6.9 ポイント低くなって

いる。また、「こうした考えをなくしていかなければならない」「無回答」以外のすべての項目が高

くなっている。(図６－１) 
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６－１－Ａ．本人たちの責任ではない理由で結婚を反対することをどう思うか 

 

【図６－１－Ａ 本人たちの責任ではない理由で結婚を反対することをどう思うか】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  <H14 年度調査> 
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≪性別≫の傾向をみると、男性、女性ともに「こうした考えをなくしていかなければならない」

と回答した人の割合が最も高く、６割を超えている。次いで、「おかしいことだが、従わなければ

ならない」が高く、男性が 11.2％、女性が 16.0％となっている。「当然のことだから、意見を尊重

する」と回答した人は、男性が 7.2％、女性が 4.0％となっている。この結果から、多くの人が「こ

うした考えをなくしていかなければならない」と感じていることがわかる。 

 

H14 年度調査と比較すると、「おかしいことだが、従わなければならない」の割合が男性で 0.7

ポイント、女性で 5.4 ポイント増え、「こうした考えをなくしていかなければならない」が男性で

4.9 ポイント、女性で 8.8 ポイント減っており、女性の方が男性より変化が大きくなっている。 

(図６－１－Ａ) 

 

≪年齢別≫でみると、どの年代も「こうした考えをなくしていかなければならない」と回答した

人の割合が最も高く、約６割から７割となっている。次いで、「おかしいことだが、従わなければ

ならない」が、『30 歳代』で 17.5％、『40 歳代』で 18.9％となっている。「当然のことだから、意

見を尊重する」と回答した人の割合は、どの年代も１割未満となっている。 

 

H14 年度調査と比較すると、『70 歳以上』を除く年代で、「こうした考えをなくしていかなければ

ならない」と回答した人の割合が減っている。また、「当然のことだから、意見を尊重する」と「お

かしいことだが、従わなければならない」を合わせた割合が、『70 歳以上』を除く年代で増えてい

る。特に『20 歳代』では、7.9ポイント、『30 歳代』で 8.8ポイント、『40 歳代』で 10.3 ポイント

増えるなど、若い年代で、結婚に対する周りの意見に同調する人が増えている。（図６－１－Ａ) 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第１部  人権に関する意識全般に係る調査結果 

 

 49 

６－２．子どもの結婚相手が次のような人であった場合どういう態度をとるか 

 

問１１ 問 10 で選んだ望ましいと思われる条件を備えているお子さんの結婚相手が、 

次のような人であった場合、あなたはどのような態度をとると思いますか。 

A～G のそれぞれについて、あてはまるものを一つだけ選び、その番号に○ 

をつけてください。 

 

 

【図６－２ 子どもの結婚相手が次のような人であった場合どういう態度をとるか】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『子どもの結婚相手が次のような人であった場合どういう態度をとるか』の問に、【E.精神の障

害で通院している人】の項目で「考え直すように言う」が、62.7％と全体で最も割合が高くなって

いる。次いで、【D.車椅子が必要な人】の項目で「親としては反対だが、子どもの意思が堅ければ

仕方ない」が 49.1％、【G.その親が刑を終えて出所した人】の項目で「考え直すように言う」が 44.8％

となっている。一方、割合が低いのは【E.精神の障害で通院している人】の項目で「問題にしない」

が 4.5％となっている。(図６－２) 
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６－２－Ａ．子どもの結婚相手が次のような人であった場合どういう態度をとるか 

 

【図６－２－Ａ 同和地区出身者】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪性別≫の傾向をみると、男性、女性ともに「親としては反対だが、子どもの意思が堅ければ仕

方ない」と回答した人の割合が最も高く、４割を超えている。次いで、「問題にしない」が高く、

男性が 37.9％で女性の 29.4％より 8.5ポイント高くなっている。「考え直すように言う」と回答し

た人は、男性が 16.4％、女性が 18.9％となっている。(図６－２－Ａ) 

 

≪年齢別≫でみると、「問題にしない」と回答した人の割合が『20 歳代』(53.1％)、『30 歳代』

(43.4％)では最も高く、「親としては反対だが、子どもの意思が堅ければ仕方ない」が、『40 歳代』

(43.9％)、『50 歳代』(47.8％)、『60 歳代』(52.1％)、『70 歳以上』(47.2％)で最も高くなってい

る。この結果から、比較的若い年代では「問題にしない」の割合が高いが、年代を重ねるほど「親

としては反対だが、子どもの意思が堅ければ仕方ない」と回答した人の割合が高くなる傾向にある。

(図６－２－Ａ) 
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親としては反対だが、子ども
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考え直すように言う

無回答

(％)



第１部  人権に関する意識全般に係る調査結果 

 

 51 

６－２－Ｂ．子どもの結婚相手が次のような人であった場合どういう態度をとるか 

 

【図６－２－Ｂ 日本で生まれ育った在日韓国人・朝鮮人】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪性別≫の傾向をみると、男性、女性ともに「親としては反対だが、子どもの意思が堅ければ仕

方ない」と回答した人の割合が最も高く、約４割となっている。次いで、「問題にしない」が高く、

男性が 35.1％、女性が 32.2％となっている。「考え直すように言う」と回答した人は、男性が 19.6％、

女性が 21.4％の割合となっている。(図６－２－Ｂ) 

 

≪年齢別≫でみると、「問題にしない」と回答した人の割合が『20 歳代』(58.4％)、『30 歳代』

(46.2％)では最も高く、特に『20歳代』は他の年代と比べて高い割合になっている。「親としては

反対だが、子どもの意思が堅ければ仕方ない」が、『40 歳代』(41.2％)、『50 歳代』(43.9％)、『60

歳代』(47.3％)、『70 歳以上』(39.3％)で最も割合が高くなっている。この結果から、「問題にし

ない」の割合は、比較的若い年代では高いが、年代を重ねるほど低くなる傾向にある。 

(図６－２－Ｂ) 
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無回答

(％)
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６－２－Ｃ．子どもの結婚相手が次のような人であった場合どういう態度をとるか 

 

【図６－２－Ｃ 日本で働き、永住を希望している日系ブラジル人】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪性別≫の傾向をみると、男性、女性ともに「親としては反対だが、子どもの意思が堅ければ仕

方ない」と回答した人の割合が最も高く、４割を超えている。次いで、「問題にしない」が高く、

男性が 32.9％、女性が 29.6％となっている。「考え直すように言う」と回答した人は、男性が 17.3％

女性が 21.4％となっている。(図６－２－Ｃ) 

 

≪年齢別≫でみると、「問題にしない」と回答した人の割合が、『20歳代』(52.2％)で最も高く、

他の年代と比べて特に高い割合になっている。「親としては反対だが、子どもの意思が堅ければ仕

方ない」が、『30歳代』(42.0％)、『40 歳代』(41.2％)、『50 歳代』(48.3％)、『60 歳代』(47.0％)、

『70 歳以上』(41.7％)で最も高くなっている。また、「考え直すように言う」では、『40 歳代』(25.4％)、

『60 歳代』(20.0％)、『70 歳以上』(22.1％)となっている。この結果から、「問題にしない」の割

合は、『20 歳代』で最も高く、年代を重ねるほど低くなる傾向にある。 (図６－２－Ｃ) 
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６－２－Ｄ．子どもの結婚相手が次のような人であった場合どういう態度をとるか 

 

【図６－２－Ｄ 車椅子が必要な人】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪性別≫の傾向をみると、男性、女性ともに「親としては反対だが、子どもの意思が堅ければ仕

方ない」と回答した人の割合が最も高く、約５割となっている。次いで、「考え直すよう言う」が

高く、男性が 26.9％、女性が 26.4％となっている。「問題にしない」と回答した人は、男性が 18.7％、

女性が 18.0％の割合となっている。(図６－２－Ｄ) 

 

≪年齢別≫でみると、「問題にしない」と回答した人の割合が、『20歳代』(42.5％)で最も高く、

他の年代と比べて高い割合になっているのに対して、『70 歳以上』は 6.1％となっており、若い年

代と高齢層では大きな違いが見られる。「親としては反対だが、子どもの意思が堅ければ仕方ない」

が、『30 歳代』(47.6％)、『40 歳代』(54.8％)、『50 歳代』(59.6％)、『60 歳代』(50.2％)で、「考

え直すように言う」が『70 歳以上』(39.3％)で最も割合が高くなっている。(図６－２－Ｄ) 
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考え直すように言う

無回答

(％)
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６－２－Ｅ．子どもの結婚相手が次のような人であった場合どういう態度をとるか 

 

【図６－２－Ｅ 精神の障害で通院している人】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪性別≫の傾向をみると、男性、女性ともに「考え直すように言う」と回答した人の割合が最も

高く、６割を超えている。次いで、「親としては反対だが、子どもの意思が堅ければ仕方ない」が

高く、男性が 28.0％、女性が 26.1％となっている。「問題にしない」と回答した人は、男性が 5.1％、

女性が 3.8％となっている。(図６－２－Ｅ) 

 

≪年齢別≫でみると、どの年代も「考え直すように言う」と回答した人の割合が高く、約５割か

ら７割となっている。また、年代を重ねるほど「問題にしない」「親としては反対だが、子どもの

意思が堅ければ仕方ない」の割合が低くなる傾向となっている。 (図６－２－Ｅ) 
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６－２－Ｆ．子どもの結婚相手が次のような人であった場合どういう態度をとるか 

 

【図６－２－Ｆ その親が破産宣告を受けた人】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪性別≫の傾向をみると、男性は「考え直すように言う」と回答した人の割合がもっとも高く

35.7％となっている。女性は「親としては反対だが、子どもの意思が堅ければ仕方ない」と回答し

た人の割合が最も高く 40.8％となっている。また、「問題にしない」は、男性が 24.8％で女性の

15.8％より 9.0 ポイント高くなっている。(図６－２－Ｆ) 

 

≪年齢別≫でみると、「親としては反対だが、子どもの意思が堅ければ仕方ない」と回答した人

の割合が、『20 歳代』(39.8％)、『30 歳代』(39.6％)、『40 歳代』(38.6％)、『50 歳代』(41.3％)

で最も高く、「考え直すように言う」が、『60 歳代』(38.4％)、『70 歳代』(42.3％)で最も高くなっ

ている。(図６－２－Ｆ) 
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６－２－Ｇ．子どもの結婚相手が次のような人であった場合どういう態度をとるか 

 

【図６－２－Ｇ その親が刑を終えて出所した人】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪性別≫の傾向をみると、男性、女性ともに「考え直すように言う」と回答した人の割合が最も

高く、４割を超えている。次いで、「親としては反対だが、子どもの意思が堅ければ仕方ない」が

高く、男性が 35.8％、女性が 36.0％となっている。「問題にしない」と回答した人は、男性が 15.2％、

女性が 11.7％となっている。(図６－２－Ｇ) 

 

≪年齢別≫でみると、「親としては反対だが、子どもの意思が堅ければ仕方ない」と回答した人

の割合が、『20 歳代』(38.9％)では最も高く、「考え直すよう言う」が『30 歳代』(41.0％)、『40

歳代』(47.8％)、『50 歳代』(43.0％)、『60 歳代』(47.6％)、『70 歳以上』(48.5％)で最も割合が

高くなっている。この結果から、年代を重ねるほど「問題にしない」の割合が低くなり、「考え直

すように言う」の割合が高くなる傾向となっている。(図６－２－Ｇ) 
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第７章 人権問題についての考え方 (問 12 より) 
 
７－１ 女性の人権についてＡ・Ｂどちらの意見に賛成か 

 

問１２ 次のような考え方について、あなたはＡ・Ｂどちらの意見に賛成ですか。 

Ⅰ～Ⅶのそれぞれについて、あてはまるものを一つ選び、その番号に 

○をつけてください。 

 

  Ⅰ．Ａ．身体が不自由になった親の介護を誰がするかというとき、女性というだけで、 

介護をしなくてはいけないというのは、人権を侵害している 

Ｂ．介護は女性に向いている仕事なので、人権を侵害しているとはいえない 

 

 

【図７－１ 女性の人権についてＡ・Ｂどちらの意見に賛成か】 

 

 

 

 

 

 

 

 

『女性の人権についてＡ・Ｂどちらの意見に賛成か』の問に、「どちらかというとＡの意見に賛

成」と回答した人の割合が最も高く 37.6％となっている。次いで、「Ａの意見に賛成」が 33.8％、

「どちらかというとＢの意見に賛成」が 20.8％となっている。また、「Ａの意見に賛成」と「どち

らかというとＡの意見に賛成」を合わせた「Ａに賛成（計）」の割合は約７割となっている。 

(図７－１) 
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無回答

(％)



 

 58 

７－１－Ａ．女性の人権についてＡ・Ｂどちらの意見に賛成か 

 

【図７－１－Ａ 女性の人権についてＡ・Ｂどちらの意見に賛成か】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪性別≫の傾向をみると、男性、女性ともに「どちらかというとＡの意見に賛成」と回答した人

の割合が最も高く、男性が 36.2％、女性が 38.5％となっている。次いで、「Ａの意見に賛成」が高

く、男性が 35.5％、女性が 32.1％、「どちらかというとＢの意見に賛成」が、男性が 21.5％、女

性が 21.2％となっており、男性と女性に大きな違いは見られない。(図７－１－Ａ) 

 

≪年齢別≫でみると、「どちらかというとＡの意見に賛成」と回答した人の割合が、『20 歳代』

(43.4％)、『40 歳代』(45.2％)、『60 歳代』(32.1％)、『70 歳以上』(32.5％)では最も割合が高く、

「Ａの意見に賛成」が『30 歳代』(39.2％)、『50歳代』(35.7％)で最も高くなっている。全体を比

較すると、「Ａの意見に賛成」と「どちらかといえばＡの意見に賛成」を合わせた「Ａに賛成（計）」

の割合は、年代を重ねるほど低くなる傾向となっている。(図７－１－Ａ) 
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７－２ 子どもの人権についてＡ・Ｂどちらの意見に賛成か 

 

問１２ 次のような考え方について、あなたはＡ・Ｂどちらの意見に賛成ですか。 

Ⅰ～Ⅶのそれぞれについて、あてはまるものを一つ選び、その番号に 

○をつけてください。 

 

Ⅱ．Ａ．子どもの虐待について、その疑いがあるというだけで関係機関が積極的に介 

    入するのは慎重であるべきだ 

Ｂ．子どもの虐待について、その疑いがあれば関係機関は積極的に介入すべきだ 

 

 

【図７－２ 子どもの人権についてＡ・Ｂどちらの意見に賛成か】 

 

 

 

 

 

 

 

『子どもの人権についてＡ・Ｂどちらの意見に賛成か』の問に、「Ｂの意見に賛成」と回答した

人の割合が最も高く 49.6％となっている。次いで、「どちらかというとＢの意見に賛成」が 31.9％、

「どちらかというとＡの意見に賛成」が 8.3％、「Ａの意見に賛成」が 6.3％となっている。また、

「Ｂの意見に賛成」と「どちらかというとＢの意見に賛成」を合わせた「Ｂに賛成（計）」の割合

は８割を超えている。(図７－２) 
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７－２－Ａ．子どもの人権についてＡ・Ｂどちらの意見に賛成か 

 

【図７－２－Ａ 子どもの人権についてＡ・Ｂどちらの意見に賛成か】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪性別≫の傾向をみると、男性、女性ともに「Ｂの意見に賛成」と回答した人の割合が最も高く、

約５割となっている。次いで、「どちらかというとＢの意見に賛成」が高く、男性が 31.1％、女性

が 32.5％、「どちらかというとＡの意見に賛成」が、男性が 8.0％、女性が 8.8％となっている。(図

７－２－Ａ) 

 

≪年齢別≫でみると、どの年代も「Ｂの意見に賛成」と回答した人の割合が最も高くなっている。

全体を比較すると、「Ｂの意見に賛成」と「どちらかというとＢの意見に賛成」を合わせた「Ｂに

賛成（計）」の割合は、年代を重ねるほど低くなる傾向となっている。(図７－２－Ａ) 
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７－３ 障害者の人権についてＡ・Ｂどちらの意見に賛成か（１） 

 

問１２ 次のような考え方について、あなたはＡ・Ｂどちらの意見に賛成ですか。 

Ⅰ～Ⅶのそれぞれについて、あてはまるものを一つ選び、その番号に 

○をつけてください。 

 

Ⅲ．Ａ．身体に障害のある人が自立できるように、企業は障害のある人を積極的に雇っ 

    ていかなければならない 

Ｂ．利益を追求することが企業の第一の目的であり、企業は身体に障害のある人を 

  積極的に雇うことができなくてもやむを得ない 

 

 

【図７－３ 障害者の人権についてＡ・Ｂどちらの意見に賛成か（１）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

『障害者の人権についてＡ・Ｂどちらの意見に賛成か（１）』の問に、「どちらかというとＡの意

見に賛成」と回答した人の割合が最も高く 41.6％となっている。次いで、「Ａの意見に賛成」が

34.5％、「どちらかというとＢの意見に賛成」が 15.9％となっている。また、「Ａの意見に賛成」

と「どちらかというとＡの意見に賛成」を合わせた「Ａに賛成（計）」の割合は 76.1％となってい

る。(図７－３) 
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７－３－Ａ．障害者の人権についてＡ・Ｂどちらの意見に賛成か（１） 

 

【図７－３－Ａ 障害者の人権についてＡ・Ｂどちらの意見に賛成か】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪性別≫の傾向をみると、男性、女性ともに「どちらかというとＡの意見に賛成」と回答した人

の割合が最も高く、約４割となっている。次いで、「Ａの意見に賛成」が、男性が 34.4％、女性が

34.8％、「どちらかというとＢの意見に賛成」が、男性が 16.3％、女性が 16.4％となっている。 

(図７－３－Ａ) 

 

≪年齢別≫でみると、『50 歳代』『60 歳代』を除く年代では「どちらかというとＡの意見に賛成」

と回答した人の割合が最も高くなっている。『50 歳代』『60 歳代』では「Ａの意見に賛成」が最も

高く、「Ｂの意見に賛成」と「どちらかというとＢの意見に賛成」を合わせた「Ｂに賛成（計）」の

割合は、若い年代ほど高くなる傾向となっている。(図７－３－Ａ) 
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７－４ 障害者の人権についてＡ・Ｂどちらの意見に賛成か（２） 

 

問１２ 次のような考え方について、あなたはＡ・Ｂどちらの意見に賛成ですか。 

Ⅰ～Ⅶのそれぞれについて、あてはまるものを一つ選び、その番号に 

○をつけてください。 

 

Ⅳ．Ａ．住宅地域の中心に計画中の知的障害者のための生活施設の建設に対し、地元 

住民から反対運動が起こったとしても、それは自分たちの居住環境を守ろう 

としているのであり、人権を侵害しているとはいえない 

Ｂ．障害者が、地域住民とともに生活するのは当然のことであり、それに反対す 

  るのは人権を侵害している 

 

 

【図７－４ 障害者の人権についてＡ・Ｂどちらの意見に賛成か（２）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

『障害者の人権についてＡ・Ｂどちらの意見に賛成か（２）』の問に、「どちらかというとＢの意

見に賛成」と回答した人の割合が最も高く 38.7％となっている。次いで、「Ｂの意見に賛成」が

32.2％、「どちらかというとＡの意見に賛成」が 17.7％となっている。また、「Ｂの意見に賛成」

と「どちらかというとＢの意見に賛成」を合わせた「Ｂに賛成（計）」の割合は、7 割を超えてい

る。(図７－４) 
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７－４－Ａ．障害者の人権についてＡ・Ｂどちらの意見に賛成か（２） 

 

【図７－４－Ａ 障害者の人権についてＡ・Ｂどちらの意見に賛成か（２）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪性別≫の傾向をみると、男性、女性ともに「どちらかというとＢの意見に賛成」と回答した人

の割合が最も高く、男性が 35.7％、女性が 41.7％となっている。次いで、「Ｂの意見に賛成」が、

男性が 32.9％、女性が 31.8％、「どちらかというとＡの意見に賛成」が、男性が 19.9％、女性が

15.2％となっている。この結果から、「Ａの意見に賛成」と「どちらかというとＡの意見に賛成」

を合わせた「Ａに賛成(計)」は男性が 28.1％で女性の 21.8％より 6.3 ポイント高くなっている。 

(図７－４－Ａ) 

 

≪年齢別≫でみると、『50 歳代』を除く年代で「どちらかというとＢの意見に賛成」と回答した

人の割合が最も高く、『50 歳代』では「Ｂの意見に賛成」が最も高くなっている。また、「Ａの意

見に賛成」と「どちらかというとＡの意見に賛成」を合わせた「Ａに賛成（計）」の割合は、『40

歳代』で約３割となり、他の年代に比べて高くなっている。(図７－４－Ａ) 
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７－５ 外国人の人権についてＡ・Ｂどちらの意見に賛成か 

 

問１２ 次のような考え方について、あなたはＡ・Ｂどちらの意見に賛成ですか。 

Ⅰ～Ⅶのそれぞれについて、あてはまるものを一つ選び、その番号に 

○をつけてください。 

 

Ⅴ．Ａ．日本に住む外国人が、その人の母国の文化や慣習を大切にして生きることは 

尊重されるべきだ 

Ｂ．日本に住む外国人は、できるだけ日本の文化や慣習に合わせる努力をするべ 

きである 

 

 

【図７－５ 外国人の人権についてＡ・Ｂどちらの意見に賛成か】 

 

 

 

 

 

 

 

『外国人の人権についてＡ・Ｂどちらの意見に賛成か』の問に、「どちらかというとＢの意見に

賛成」と回答した人の割合が最も高く約３割となっている。次いで、「どちらかというとＡの意見

に賛成」が 29.5％、「Ａの意見に賛成」が 25.3％となっている。また、「Ａの意見に賛成」と「ど

ちらかというとＡの意見に賛成」を合わせた「Ａに賛成（計）」の割合は、54.8％となっている。 

(図７－５) 
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７－５－Ａ．外国人の人権についてＡ・Ｂどちらの意見に賛成か 

 

【図７－５－Ａ 外国人の人権についてＡ・Ｂどちらの意見に賛成か】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪性別≫の傾向をみると、男性は「どちらかというとＢの意見に賛成」と回答した人の割合が最

も高く 31.8％になっている。女性は「どちらかというとＡの意見に賛成」が最も高く 31.3％とな

っている。また、「Ｂの意見に賛成」と「どちらかというとＢの意見に賛成」を合わせた「Ｂに賛

成(計)」の割合は、男性が 42.8％で女性の 38.7％より 4.1 ポイント高くなっている。(図７－５－

Ａ) 

 

≪年齢別≫でみると、「Ａの意見に賛成」と回答した人の割合が『20歳代』(34.5％)では最も高

く、「どちらかというとＡの意見に賛成」が『30 歳代』(32.5％)、『40歳代』(35.5％)、『50 歳代』

(33.9％)で、「どちらかというとＢの意見に賛成」が『60 歳代』(30.2％)、『70 歳代』(30.1％)で

最も高くなっている。全体を比較すると、「Ａの意見に賛成」と「どちらかというとＡの意見に賛

成」を合わせた「Ａに賛成（計）」の割合は、若い年代ほど高くなる傾向となっている。 

(図７－５－Ａ) 
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７－６ 刑を終えて出所した人の人権についてＡ・Ｂどちらの意見に賛成か 

 

問１２ 次のような考え方について、あなたはＡ・Ｂどちらの意見に賛成ですか。 

Ⅰ～Ⅶのそれぞれについて、あてはまるものを一つ選び、その番号に 

○をつけてください。 

 

Ⅵ．Ａ．刑を終えて出所した人が、偏見をもたれて社会復帰が妨げられるのは、ある 

程度仕方がない 

Ｂ．刑を終えて出所した人が、偏見をもたれて社会復帰が妨げられるのは、許さ 

れないことである 

 

 

【図７－６ 刑を終えて出所した人の人権についてＡ・Ｂどちらの意見に賛成か】 

 

 

 

 

 

 

 

 

『刑を終えて出所した人の人権についてＡ・Ｂどちらの意見に賛成か』の問に、「どちらかとい

うとＡの意見に賛成」と回答した人の割合が最も高く 46.3％となっている。次いで、「どちらかと

いうとＢの意見に賛成」が 24.8％、「Ａの意見に賛成」が 17.1％となっている。また、「Ａの意見

に賛成」と「どちらかというとＡの意見に賛成」を合わせた「Ａに賛成（計）」の割合は、63.4％

となっている。(図７－６) 
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７－６－Ａ．刑を終えて出所した人の人権についてＡ・Ｂどちらの意見に賛成か 

 

【図７－６－Ａ 刑を終えて出所した人の人権についてＡ・Ｂどちらの意見に賛成か】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪性別≫の傾向をみると、男性、女性ともに「どちらかというとＡの意見に賛成」と回答した人

の割合が最も高く、男性が 45.6％、女性が 47.0％となっている。次いで、「どちらかというとＢの

意見に賛成が、男性が 22.7％、女性が 26.2％、「Ａの意見に賛成」が、男性が 19.1％、女性が 16.7％

となっている。(図７－６－Ａ) 

 

≪年齢別≫でみると、どの年代も「どちらかというとＡの意見に賛成」と回答した人の割合が最

も高くなっている。次いで、「Ａの意見に賛成」の割合が『20 歳代』(30.1％)、『30 歳代』(24.5％)

で高くなっているのに対して、「どちらかというとＢの意見に賛成」の割合は、『40 歳代』(27.6％)、

『50 歳代』(33.0％)、『60歳代』(25.7％)、『70 歳以上』(25.2％)で高くなっている。全体を比較

すると、「Ａの意見に賛成」と「どちらかというとＡの意見に賛成」を合わせた「Ａに賛成（計）」

の割合は、若い年代ほど高くなる傾向となっている。(図７－６－Ａ) 
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７－７ 犯罪被害者の人権についてＡ・Ｂどちらの意見に賛成か 

 

問１２ 次のような考え方について、あなたはＡ・Ｂどちらの意見に賛成ですか。 

Ⅰ～Ⅶのそれぞれについて、あてはまるものを一つ選び、その番号に 

○をつけてください。 

 

Ⅶ．Ａ．市民には犯罪について真実を知る権利があるので、犯罪被害者の人権を侵害 

するおそれがあるからという理由で、取材・報道を自主規制するのはおかしい 

Ｂ．知る権利が重要だとしても、犯罪被害者の人権を侵害する可能性があるので、 

  犯罪に関する取材・報道にあたっては自主規制を心がけるべきだ 

 

 

【図７－７ 犯罪被害者の人権についてＡ・Ｂどちらの意見に賛成か】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『犯罪被害者の人権についてＡ・Ｂどちらの意見に賛成か』の問に、「どちらかというとＢの意

見に賛成」と回答した人の割合が最も高く 40.6％となっている。次いで、「Ｂの意見に賛成」が

27.6％、「どちらかというとＡの意見に賛成」が 16.1％となっている。また、「Ｂの意見に賛成」

と「どちらかというとＢの意見に賛成」を合わせた「Ｂに賛成（計）」の割合は、約７割となって

いる。(図７－７) 
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無回答

(％)
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７－７－Ａ．犯罪被害者の人権についてＡ・Ｂどちらの意見に賛成か 

 

【図７－７－Ａ 犯罪被害者の人権についてＡ・Ｂどちらの意見に賛成か】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪性別≫の傾向をみると、男性、女性とも「どちらかというとＢの意見に賛成」と回答した人の

割合が最も高く、男性が 38.6％、女性が 42.5％となっている。次いで、「Ｂの意見に賛成」が、男

性が 30.2％、女性が 25.9％、「どちらかというとＡの意見に賛成」が、男性が 15.2％、女性が 16.7％

となっている。(図７－７－Ａ) 

 

≪年齢別≫でみると、『20 歳代』では、「Ｂの意見に賛成」と「どちらかというとＢの意見に賛

成」の割合が、どちらも 35.4％で最も高くなっている。『20歳代』を除く年代では「どちらかとい

うとＢの意見に賛成」と回答した人の割合が最も高くなっている。また、「Ｂの意見に賛成」の割

合では、『20歳代』の 35.4％が『70 歳以上』の 22.7％より 12.7 ポイント高くなっている。 

(図７－７－Ａ) 
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第８章 インターネットと人権 (問 13、問 14、問 15、問 16 より) 
 
８－１ インターネット上の差別的書き込み等を見たことがあるか 

 

問１３ パソコンや携帯電話のインターネット上の差別的な書き込みや個人情報の 

流布などを見たことがありますか。次の中から一番あてはまるものを一つ 

だけ選び、その番号に○をつけてください。 

 

  

【図８－１ インターネット上の差別的書き込み等を見たことがあるか】 

 

 

 

 

 

 

 

 

『インターネット上の差別的書き込み等を見たことがあるか』の問に、「聞いたことはあるが、

実際に見たことはない」と回答した人の割合が最も高く 52.8％となっている。次いで、「インター

ネットは利用しないので、わからない」が 34.5％、「自分で実際に見たことがある」が 10.5％とな

っている。(図８－１) 
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インターネットは利用しないので、わからない

無回答

(％)
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８－１－Ａ．インターネット上の差別的書き込み等を見たことがあるか 

 

【図８－１－Ａ インターネット上の差別的書き込み等を見たことがあるか】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪性別≫の傾向をみると、男性、女性ともに「聞いたことがあるが、実際に見たことはない」と

回答した人の割合が最も高く、５割を超えている。次いで、「インターネットは利用しないので、

わからない」が高く、男性が 29.5％、女性が 39.7％となっている。また、「自分で実際に見たこと

がある」は、男性が 15.9％で女性の 6.4％より 9.5ポイント高くなっている。 

(図８－１－Ａ) 

 

≪年齢別≫でみると、「聞いたことがあるが、実際に見たことはない」と回答した人の割合が『20

歳代』(61.1％)、『30 歳代』(66.0％)、『40 歳代』(69.3％)、『50 歳代』(59.1％)では最も高くな

っている。「インターネットは利用しないので、わからない」が、『60 歳代』(58.7％)、『70 歳以上』

(63.8％)で最も高くなっている。また、「自分で実際に見たことがある」の割合が、『20 歳代』で

28.3％、『30 歳代』で 18.4％と、他の年代に比べて高くなっている。全体を比較すると、「自分で

実際に見たことがある」の割合は、若い年代ほど高くなり、「インターネットは利用しないので、

わからない」は、年代を重ねるほど高くなっている。(図８－１－Ａ) 
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８－２ 有名人が在日朝鮮人であると暴露する書き込みをどう思うか 

 

問１４ インターネットの掲示板に、歌手、タレント、スポーツ選手など有名人の 

名前をあげて、日本名を使っているが在日朝鮮人であると暴露する書き込み 

があります。そのような書き込みについて、あなたはどのように思いますか。 

次の中から一番あてはまるものを一つだけ選び、その番号に○をつけてくだ 

さい。 

 

【図８－２ 有名人が在日朝鮮人であると暴露する書き込みをどう思うか】 

 

 

 

 

 

 

 

 

『有名人が在日朝鮮人であると暴露する書き込みをどう思うか』の問に、「事実である、なしに

関わらず、許せない人権侵害だと思う」と回答した人の割合が最も高く 43.0％となっている。次

いで、「よくわからない」が 33.8％、「事実であれば、問題ないと思う」が 20.7％となっている。 

(図８－２) 
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よくわからない

無回答

(％)
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８－２－Ａ．有名人が在日朝鮮人であると暴露する書き込みをどう思うか 

 

【図８－２－Ａ 有名人が在日朝鮮人であると暴露する書き込みをどう思うか】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪性別≫の傾向をみると、男性、女性ともに「事実である、なしに関わらず、許せない人権侵害

だと思う」と回答した人の割合が最も高く、４割を超えているが、「よくわからない」の割合も高

く、男性が 33.2％、女性が 34.4％となっている。また、「事実であれば、問題ないと思う」は、男

性が 23.8％で女性の 18.3％より 5.5 ポイント高くなっている。(図８－２－Ａ) 

 

≪年齢別≫でみると、『70 歳以上』を除く年代で「事実である、なしに関わらず、許せない人権

侵害だと思う」と回答した人の割合が最も高く、約４割から５割となっている。『70 歳以上』では

「よくわからない」が最も高く 39.3％となっている。また、『70 歳以上』では、他の年代と比べて

「事実であれば、問題ないと思う」と「事実である、なしに関わらず、許せない人権侵害だと思う」

の割合が拮抗している。(図８－２－Ａ) 
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８－３ 掲示板に同和地区の住所が掲載されたことをどう思うか 

 

問１５ 最近、インターネットのある掲示板で「奈良県にある同和地区を教えて 

ください」との書き込みに、奈良県の数十の同和地区の住所が掲載され 

ました。このような書き込みについて、あなたはどのように思いますか。 

次の中から一番あてはまるものを一つだけ選び、その番号に○をつけて 

ください。 

 

 

【図８－３ 掲示板に同和地区の住所が掲載されたことをどう思うか】 

 

 

 

 

 

 

 

 

『掲示板に同和地区の住所が掲載されたことをどう思うか』の問に、「よくないが、とりたてて

騒ぐ問題ではないと思う」と回答した人の割合が最も高く、約５割となっている。次いで、「許せ

ない人権侵害だと思う」が 41.0％、「まったく問題ない」が 4.3％となっている。(図８－３) 
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８－３－Ａ．掲示板に同和地区の住所が掲載されたことをどう思うか 

 

【図８－３－Ａ 掲示板に同和地区の住所が掲載されたことをどう思うか】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪性別≫の傾向をみると、男性、女性ともに「よくないが、とりたてて騒ぐ問題ではないと思う」

と回答した人の割合が最も高く、約５割となっているが、「許せない人権侵害だと思う」も高く、

男性が 39.9％、女性が 42.0％となっている。また、「まったく問題ない」と回答した人は、男性が

6.3％、女性が 2.5％で、ともに１割未満となっている。(図８－３－Ａ) 

 

≪年齢別≫でみると、『50 歳代』を除く年代で「よくないが、とりたてて騒ぐ問題ではないと思

う」と回答した人の割合が最も高く、約５割となっている。『50 歳代』では「許せない人権侵害だ

と思う」が最も高く、48.7％となっている。また、「まったく問題ない」は、どの年代も１割未満

となっている。(図８－３－Ａ) 
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８－４ インターネット上の差別的書き込みなどの問題を改善するためにどうすればよいか 

 

問１６ インターネット上の差別的な書き込みや個人情報の流布などの問題を 

改善するために、どうすればよいと思いますか。次の中からあてはまる 

ものの番号に○をつけてください。(○はいくつでも) 

 

 

【図８－４ インターネット上の差別的書き込みなどの問題を改善するためにどうすればよいか】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『インターネット上の差別的書き込みなどの問題を改善するためにどうすればよいか』の問に、

「インターネット利用の際のルール、マナーの啓発・教育を行うべきである」と回答した人の割合

が最も高く、60.4％となっている。次いで、「行政機関が、プロバイダーへ情報停止、削除を求め

るべきである」(50.4％)、「憤りは感じるが、個人ではどうしようもない」(21.1％)、「問題と感じ

た人が、掲示板に、誤りを指摘する書き込みをしたらよい」(16.2％)となっている。(図８－４) 
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８－４－Ａ インターネット上の差別的書き込みなどの問題を改善するためにどうすればよいか 

 

【図８－４－Ａ ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ上の差別的書き込みなどの問題を改善するためにどうすればよいか】 
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0 20 40 60 80 100

14.2

15.4

16.8

15.1

14.5

13.0

16.8

11.7

表現の自由に関わる問
題であり、慎重に対応す
べき問題である

0 20 40 60 80 100

9.4

7.5

14.2

9.0

11.0

7.4

6.7

3.7

プロバイダーや掲示板・
ブログの管理者の自主
性に任せる

0 20 40 60 80 100

5.9

3.1

4.4

6.1

2.6

2.6

4.1

8.6

(MX%)

一部の人が見るだけな
ので、放っておけばよい

男性
(n=572)

女性
(n=683)

20歳代
(n=113)
30歳代
(n=212)
40歳代
(n=228)
50歳代
(n=230)
60歳代
(n=315)
70歳代
(n=163)

0 20 40 60 80 100

4.5

3.2

5.3

5.2

2.2

3.9

3.5

3.7

その他

0 20 40 60 80 100

7.9

11.1

2.7

4.7

5.3

8.3

14.6

18.4

わからない

0 20 40 60 80 100

2.6

3.5

0.0

1.4

0.9

3.0

3.8

9.2

(MX%)

無回答
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≪性別≫の傾向をみると、男性、女性ともに「インターネット利用の際のルール、マナーの啓発・

教育を行うべきである」と答えた人の割合が最も高く、男性が 58.0％、女性が 62.7％となってい

る。次いで、「行政機関が、プロバイダーへ情報停止、削除を求めるべきである」で男性が、50.7％、

女性が 50.5％の割合となっている。男性、女性ともに、改善するよう取り組んでもらいたいと感

じている人が多く見られる。(図８－４－Ａ) 

 

≪年齢別≫でみると、どの年代も「インターネット利用の際のルール、マナーの啓発・教育を行

うべきである」と「行政機関が、プロバイダーへ情報停止、削除を求めるべきである」と回答した

人の割合が高くなっている。また、「憤りは感じるが、個人ではどうしようもない」と感じている

人も年代を通して比較的高い割合となっている。(図８－４－Ａ) 
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第２部 ～人権意識に影響を与える要因に係る調査結果～ 

 

第１章 社会についての考え方(問１より) 

 
１－１．今の社会についてどう思うか 

 

問１ 今の社会について次のような意見があります。それについて、あなたは 

どのように思いますか。A～H のそれぞれについて、あてはまるものを一つ 

だけ選び、その番号に○をつけてください。 

 
【図 1－1 今の社会についてどう思うか】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
『今の社会についてどう思うか』の問に、【C.みんなが権利ばかりを主張すると、社会は混乱す

る】の項目で「そう思う」と回答した人が 64.8％と全体で最も高くなっている。次いで、【E.努力

しないで、福祉に頼る人間が増えるのは困る】の項目で「そう思う」と答えた人が 62.6％、【G.自

分の失敗を社会のせいにせず、自分自身を反省すべき】の項目で「そう思う」と答えた人が 50.0％

となっている。(図１－１) 

 

 

 

0 20 40 60 80 100

A.うまく立ち回っている
　人間だけが得をする

B.努力すれば報われる

C.みんなが権利ばかりを
　主張すると、社会は混乱する

D.みんなで協力すれば、世
　の中のしくみを変えられる

E.努力しないで、福祉に頼
　る人間が増えるのは困る

F.タテマエとホンネを使
　い分けないと損をする

G.自分の失敗を社会のせ
　いにせず、自分自身を反省
　すべき

H.人間には分に応じた生
　活があるのだから、不満を
　もつべきではない

19.1

25.2

64.8

40.6

62.6

22.3

50.0

24.7

48.6

37.7

23.2

34.0

25.6

41.4

36.6

33.8

11.8

17.6

3.6

10.4

3.5

15.0

5.2

17.3

13.5

12.2

2.5

7.3

2.4

12.7

1.4

15.7

2.3

3.8

2.3

3.6

2.4

4.6

3.2

4.7

4.7

3.6

3.6

4.1

3.6

4.0

3.6

3.7

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない
そう思わない

わからない
無回答

(％)

n=1378
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１－１－Ａ．今の社会についてどう思うか 

 

【図１－１－Ａ うまく立ち回っている人間だけが得をする】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪性別≫の傾向をみると、男性、女性とも「どちらかといえばそう思う」と回答した人の割合が

最も高く、男性が 45.5％、女性が 50.8％となっている。次いで、「そう思う」の割合が多く、男性

が 24.0％で、女性の 15.1％より 8.9 ポイント高くなっている。(図１－１－Ａ) 

 

≪年齢別≫でみると、どの年代も「どちらかといえばそう思う」と回答した人の割合が最も高く

なっている。また、『20 歳代』を除く年代で、「そう思う」の方が「そう思わない」より高くなっ

ている。(図１－１－Ａ) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0 20 40 60 80 100

男性
(n=572)

女性
(n=683)

24.0

15.1

45.5

50.8

11.0

12.7

12.9

14.2

1.2

2.9

5.4

4.2

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない

そう思わない
わからない

無回答

(％)

0 20 40 60 80 100

20歳代
(n=113)

30歳代
(n=212)

40歳代
(n=228)

50歳代
(n=230)

60歳代
(n=315)

70歳以上
(n=163)

13.3

17.5

18.4

18.3

23.8

17.8

58.4

53.3

53.1

44.3

45.1

38.7

8.8

10.4

10.1

20.4

10.5

9.2

14.2

14.6

12.3

13.0

12.4

17.2

4.4

3.3

3.1

0.4

2.5

0.6

0.9

0.9

3.1

3.5

5.7

16.6

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない

そう思わない

わからない

無回答

(％)
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１－１－Ｂ．今の社会についてどう思うか 

 

【図１－１－Ｂ 努力すれば報われる】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪性別≫の傾向をみると、男性、女性ともに「どちらかといえばそう思う」と回答した人の割合

が最も高く、男性が 39.2％、女性が 36.2％となっている。次いで、「そう思う」が高く、女性が

28.1％で、男性の 22.9％より 5.2 ポイント高くなっている。(図１－１－Ｂ) 

 

≪年齢別≫でみると、『70 歳以上』を除く年代で「どちらかといえばそう思う」と回答した人の

割合が最も高くなっている。『70 歳以上』では「そう思う」が最も高く 33.1％となっている。また、

「そう思う」は、『20 歳代』『70 歳以上』で高く、『40 歳代』『50 歳代』では低くなっている。 

(図１－１－Ｂ) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0 20 40 60 80 100

男性
(n=572)

女性
(n=683)

22.9

28.1

39.2

36.2

16.1

18.3

15.4

9.2

2.1

5.3

4.4

2.9

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない

そう思わない
わからない

無回答

(％)

0 20 40 60 80 100

20歳代
(n=113)

30歳代
(n=212)

40歳代
(n=228)

50歳代
(n=230)

60歳代
(n=315)

70歳以上
(n=163)

30.1

25.5

19.3

20.9

28.6

33.1

37.2

39.6

42.1

39.6

34.0

29.4

14.2

18.4

21.1

18.7

15.9

14.1

16.8

12.7

11.4

13.9

12.1

6.7

1.8

3.8

4.4

3.9

5.1

2.5

0.0

0.0

1.8

3.0

4.4

14.1

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない

そう思わない
わからない

無回答

(％)
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１－１－Ｃ．今の社会についてどう思うか 

 

【図１－１－Ｃ みんなが権利ばかりを主張すると、社会は混乱する】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪性別≫の傾向をみると、男性、女性ともに「そう思う」と回答した人の割合が最も高く、男性

が 64.3％、女性が 65.2％となっている。次いで、「どちらかといえばそう思う」が高く、男性が

22.0％、女性が 23.9％となっており、「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」を合わせた「そ

う思う(計)」では男性、女性ともに約９割となっている。このことから、ほとんどの人が「みんな

が権利ばかり主張すると、社会は混乱する」と感じているということがわかる。 

(図１－１－Ｃ) 

 

≪年齢別≫でみると、どの年代も「そう思う」と回答した人の割合が最も高く、約５割から７割

となっている。その中でも、『50歳代』は 70.4％と『20 歳代』の 51.3％より 19.1ポイント高くな

っている。(図１－１－Ｃ) 

 

 

 

 

 

 

 

0 20 40 60 80 100

男性
(n=572)

女性
(n=683)

64.3

65.2

22.0

23.9

3.7

3.5

3.3

1.8

1.4

3.4

5.2

2.3

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

わからない

無回答

(％)

0 20 40 60 80 100

20歳代
(n=113)

30歳代
(n=212)

40歳代
(n=228)

50歳代
(n=230)

60歳代
(n=315)

70歳以上
(n=163)

51.3

62.3

67.5

70.4

68.3

55.2

31.0

25.9

24.6

20.0

21.9

19.6

5.3

4.2

3.1

3.0

3.5

3.7

5.3

3.3

2.2

2.6

1.0

2.5

5.3

4.2

0.9

0.9

1.6

4.9

1.8

0.0

1.8

3.0

3.8

14.1

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない
そう思わない

わからない

無回答

(％)
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１－１－Ｄ．今の社会についてどう思うか 

 

【図１－１－Ｄ みんなが協力すれば、世の中のしくみを変えられる】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪性別≫の傾向をみると、男性、女性ともに「そう思う」と回答した人の割合が最も高く、約４

割となっている。次いで、「どちらかといえばそう思う」が高く、男性が 33.6％、女性が 35.0％と

なっている。(図１－１－Ｄ) 

 

≪年齢別≫でみると、『40 歳代』を除く年代で「そう思う」と回答した人の割合が最も高くなっ

ている。『40 歳代』では「どちらかといえばそう思う」が最も高く 39.5％となっている。全体を比

較すると、「そう思わない」と「どちらかといえばそう思わない」を合わせた「そう思わない（計）」

の割合は、年代を重ねるほど低くなる傾向となっている。(図１－１－Ｄ) 
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男性
(n=572)

女性
(n=683)
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33.6

35.0

10.3
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6.6

1.4

5.6

5.2

3.1

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない
そう思わない

わからない

無回答

(％)
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20歳代
(n=113)

30歳代
(n=212)

40歳代
(n=228)

50歳代
(n=230)

60歳代
(n=315)

70歳以上
(n=163)

42.5

39.2

37.7
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40.6

46.0

32.7

34.4

39.5

37.8

32.1

25.2

14.2

11.3

12.7

9.1

9.8

5.5

8.8

10.8

6.1

6.5

7.3

4.3

1.8

3.8

2.2

3.9

4.1

4.3

0.0

0.5

1.8

3.0

6.0

14.7

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない
そう思わない

わからない

無回答

(％)
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１－１－Ｅ．今の社会についてどう思うか 

 

【図１－１－Ｅ 努力しないで、福祉に頼る人間が増えるのは困る】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪性別≫の傾向をみると、男性、女性ともに「そう思う」と回答した人の割合が最も高く、６割

を超えている。次いで、「どちらかといえばそう思う」が高く、男性が 24.8％、女性が 26.4％とな

っている。(図１－１－Ｅ) 

 

≪年齢別≫でみると、どの年代も「そう思う」と回答した人の割合が最も高く、約５割から７割

となっている。次いで、「どちらかといえばそう思う」の割合が高く、「そう思う」と「どちらかと

いえばそう思う」を合わせた「そう思う(計)」では、すべての年代で８割を超えている。 

(図１－１－Ｅ) 
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26.4
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4.7

2.8

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わないそう思わない

わからない

無回答

(％)
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(n=163)
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12.9

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない
そう思わない

わからない

無回答

(％)
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１－１－Ｆ．今の社会についてどう思うか 

 

【図１－１－Ｆ タテマエとホンネを使い分けないと損をする】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪性別≫の傾向をみると、男性、女性ともに「どちらかといえばそう思う」と回答した人の割合

が最も高く、４割を超えている。次いで、「そう思う」が高く、男性が 23.6％、女性が 21.4％とな

っており、「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」を合わせた「そう思う(計)」では、男性

が 65.7％、女性が 62.4％となっている。(図１－１－Ｆ) 

 

≪年齢別≫でみると、どの年代も「どちらかといえばそう思う」と回答した人の割合が最も高く

なっている。全体を比較すると、「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」を合わせた「そう

思う(計)」は、年代を重ねるほど低くなる傾向となっている。(図１－１－Ｆ) 
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そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない
そう思わない

わからない

無回答

(％)
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そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない
そう思わない

わからない

無回答

(％)
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１－１－Ｇ．今の社会についてどう思うか 

 

【図１－１－Ｇ 自分の失敗を社会のせいにせず、自分自身を反省すべき】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪性別≫の傾向をみると、男性、女性ともに「そう思う」と回答した人の割合が最も高く、約 5

割となっている。次いで、「どちらかといえばそう思う」が高く、男性が 34.4％、女性が 37.6％と

なっており、「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」を合わせた「そう思う(計)」では、男

性が 86.3％、女性が 86.8％となっている。(図１－１－Ｇ) 

 

≪年齢別≫でみると、『30 歳代』を除く年代で「そう思う」と回答した人の割合が最も高く、『60

歳代』が 58.7％、『70 歳以上』が 53.4％と高齢者の方が比較的に高い割合を示している。 

(図１－１－Ｇ) 
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１－１－Ｈ．今の社会についてどう思うか 

 

【図１－１－Ｈ 人間には分に応じた生活があるのだから、不満をもつべきではない】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪性別≫の傾向をみると、男性、女性ともに「どちらかといえばそう思う」と回答した人の割合

が最も高く、３割を超えている。次いで、「そう思う」が高く、男性が 24.0％、女性が 25.6％とな

っている。なお、「そう思わない」と回答した人は、男性が 19.1％で女性の 13.0％より 6.1ポイン

ト高くなっている。(図１－１－Ｈ) 

 

≪年齢別≫でみると、「そう思う」と回答した人と「どちらかといえばそう思う」と回答した人

を合わせた「そう思う(計)」の割合が、『20 歳代』(43.4％)、『30歳代』(47.2％)、『40歳代』(50.0％)、

『50 歳代』(55.7％)、『60歳代』(69.5％)、『70 歳以上』(74.9％)と年代を重ねるほど高くなって

いる。(図１－１－Ｈ) 
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(％)
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第２章 自己イメージ(問２より) 
 
２－１．自分自身をどのような人間だと思うか 

 

問２ あなたは自分自身をどのような人間だと思いますか。A～I のそれぞれに 

ついて、あてはまるものを一つだけ選び、その番号に○をつけてください。 

 

【図２－１ 自分自身をどのような人間だと思うか】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『自分自身をどのような人間だと思うか』の問に、「そう思う」と回答した人と「どちらかとい

えばそう思う」と回答した人を合わせた「そう思う（計）」の割合が最も高いのは、【A.人並みには、

価値ある人間である】の項目で 72.1％となっている。次いで、【C.物事を人並みには、うまくやれ

る】の項目が 68.8％、【F．募金の額は、隣近所にあわせて、あまり突出しない方だ】の項目が 63.8％

となっている。 

一方、「そう思わない」と回答した人と「どちらかといえばそう思わない」と回答した人を合わ

せた「そう思わない（計）」の割合が最も高いのは、【E.自分は役に立たない人間だと思う】の項目

で 80.5％となっている。次いで、【G．披露宴はお金がかかっても、世間に恥ずかしくないものに

したい】の項目が 66.9％、【H.納得できないことも、皆の目を気にして抗議できない方だ】の項目

が 53.8％となっている。(図２－１) 
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  る方だ
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(％)
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２－１－Ａ．自分自身をどのような人間だと思うか 

 

【図２－１－Ａ 人並みには、価値ある人間である】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪性別≫の傾向をみると、男性、女性ともに「どちらかといえばそう思う」と回答した人の割合

が最も高く、４割を超えている。次いで、「そう思う」が高く、男性が 28.7％、女性が 30.6％とな

っており、「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」を合わせた「そう思う(計)」では、男性

が 71.5％、女性が 72.2％となっている。(図２－１－Ａ) 

 

≪年齢別≫でみると、どの年代も「どちらかといえばそう思う」と回答した人の割合が最も高く、

中でも『50 歳代』が 46.5％、『40 歳代』が 45.2％と他の年代より高くなっている。(図２－１－Ａ) 
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そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない

そう思わない

わからない
無回答

(％)
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２－１－Ｂ．自分自身をどのような人間だと思うか 

 

【図２－１－Ｂ いろいろな良い素質を持っている】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪性別≫の傾向をみると、男性、女性ともに「どちらかといえばそう思う」と回答した人の割合

が最も高く、４割を超えている。次いで、「そう思う」の割合が高く、男性が 20.5％、女性が 17.1％

となっており、「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」を合わせた「そう思う(計)」では、

男性が 63.2％、女性が 59.9％となっている。(図２－１－Ｂ) 

 

≪年齢別≫でみると、どの年代も「どちらかといえばそう思う」と回答した人の割合が最も高く、

『20 歳代』を除く年代で４割を超えている。全体を比較すると、「そう思わない」と「どちらかと

いえばそう思わない」を合わせた「そう思わない(計)」の割合が、『20歳代』で 30.1％となり、『70

歳以上』の 19.0％より 11.1ポイント高くなっている。(図２－１－Ｂ) 
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そう思わない
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無回答

(％)
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２－１－Ｃ．自分自身をどのような人間だと思うか 

 

【図２－１－Ｃ 物事を人並みには、うまくやれる】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪性別≫の傾向をみると、男性、女性ともに「どちらかといえばそう思う」と回答した人の割合

が最も高く、約５割となっている。次いで「そう思う」が高く、男性が 20.6％、 女性が 19.9％と

なっており、「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」を合わせた「そう思う(計)」では、男

性が 68.7％、女性が 68.9％となっている。(図２－１－Ｃ) 

 

≪年齢別≫でみると、どの年代も「どちらかといえばそう思う」と回答した人の割合が最も高く

なっている。また、「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」を合わせた「そう思う(計)」の

割合は、『70歳以上』を除く年代で６割を超えている。(図２－１－Ｃ) 
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２－１－Ｄ．自分自身をどのような人間だと思うか 

 

【図２－１－Ｄ 自分には自慢できるところがあまりない】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪性別≫の傾向をみると、男性は「どちらかといえばそう思わない」と回答した人の割合が最も

高く 26.7％となっている。女性は「どちらかといえばそう思う」が最も高く 29.7％となっている。

また、「そう思わない」と「どちらかといえばそう思わない」を合わせた「そう思わない(計)」は、

男性が 52.0％、女性が 49.9％となっている。(図２－１－Ｄ) 

 

≪年齢別≫でみると、「どちらかといえばそう思う」と回答した人の割合が、『20 歳代』(31.0％)、

『50 歳代』(29.1％)、『70歳以上』(28.2％)では最も高く、「どちらかといえばそう思わない」が、

『30 歳代』(34.9％)、『40 歳代』(29.4％)で最も高くなっている。『60 歳代』では「そう思わない」

が最も高く 26.3％となっている。(図２－１－Ｄ) 

 

 

 

 

 

 

 

 

0 20 40 60 80 100

男性
(n=572)

女性
(n=683)

13.6

10.8

24.7

29.7

26.7

26.5

25.3

23.4

4.9

6.4

4.7

3.1

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない

そう思わない

わからない

無回答

(％)

0 20 40 60 80 100

20歳代
(n=113)

30歳代
(n=212)

40歳代
(n=228)

50歳代
(n=230)

60歳代
(n=315)

70歳以上
(n=163)

10.6

12.7

9.2

9.1

15.2

14.1

31.0

27.4

27.2

29.1

25.4

28.2

23.0

34.9

29.4

24.3

23.8

21.5

28.3

20.3

28.1

27.4

26.3

14.1

5.3

4.7

4.8

6.5

5.4

6.1

1.8

0.0

1.3

3.5

3.8

16.0

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない
そう思わない

わからない
無回答

(％)



第２部  人権意識に影響を与える要因に係る調査結果 

 

 95 

２－１－Ｅ．自分自身をどのような人間だと思うか 

 

【図２－１－Ｅ 自分は役に立たない人間だと思う】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪性別≫の傾向をみると、男性、女性ともに「そう思わない」と回答した人の割合が最も高く、

５割を超えている。次いで、「どちらかといえばそう思わない」が高く、男性が 30.2％、女性が 28.6％

となっている。「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」を合わせた「そう思う(計)」では、

男性が 10.3％、女性が 9.8％となっている。(図２－１－Ｅ) 

 

≪年齢別≫でみると、どの年代も「そう思わない」と回答した人の割合が最も高く、中でも『40

歳代』(53.9％)、『50 歳代』(58.3％)、『60 歳代』(55.9％)は５割を超えている。「そう思わない」

と「どちらかといえばそう思わない」を合わせた「そう思わない(計)」の割合は、すべての年代で

７割以上となっている。(図２－１－Ｅ) 
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２－１－Ｆ．自分自身をどのような人間だと思うか 

 

【図２－１－Ｆ 募金の額は、隣近所にあわせて、あまり突出しない方だ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪性別≫の傾向をみると、男性、女性ともに「どちらかといえばそう思う」と回答した人の割合

が最も高く、男性が 37.4％、女性が 36.5％となっている。次いで、「そう思う」が高く、男性が

27.1％、女性が 28.0％となっており、「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」を合わせた「そ

う思う(計)」では、男性、女性ともに 64.5％と同じ割合になっている。(図２－１－Ｆ) 

 

≪年齢別≫でみると、どの年代も「どちらかといえばそう思う」と回答した人の割合が最も高く

なっている。全体を比較すると、「そう思わない」と「どちらかといえばそう思わない」を合わせ

た「そう思わない(計)」の割合が、年代を重ねるほど低くなる傾向となっている。 

(図２－１－Ｆ) 
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２－１－Ｇ．自分自身をどのような人間だと思うか 

 

【図２－１－Ｇ 披露宴はお金がかかっても、世間に恥ずかしくないものにしたい】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪性別≫の傾向をみると、男性、女性ともに「そう思わない」と回答した人の割合が最も高く、

男性が 36.7％、女性が 44.9％となっている。次いで、「どちらかといえばそう思わない」が高く、

男性が 26.2％、女性が 24.7％となっており、「そう思わない」と「どちらかといえばそう思わない」

を合わせた「そう思わない(計)」では、女性が 69.6％で男性の 62.9％より 6.7 ポイント高くなっ

ている。(図２－１－Ｇ) 

 

≪年齢別≫でみると、『70 歳以上』を除く年代で「そう思わない」と回答した人の割合が最も高

く、中でも『30 歳代』は５割を超えている。また、「そう思う」が、『20 歳代』で 17.7％と、他の

年代に比べて高くなっている。(図２－１－Ｇ) 
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２－１－Ｈ．自分自身をどのような人間だと思うか 

 

【図２－１－Ｈ 納得できないことも、皆の目を気にして抗議できない方だ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪性別≫の傾向をみると、男性は「そう思わない」と回答した人の割合が最も高く 30.4％とな

っている。女性は「どちらかといえばそう思う」と回答した人の割合が最も高く 32.7％となって

いる。また、「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」を合わせた「そう思う(計)」では、女

性が 43.1％で男性の 32.7％より 10.4ポイント高くなっている。(図２－１－Ｈ) 

 

≪年齢別≫でみると、「どちらかといえばそう思う」と回答した人の割合が『20歳代』(33.6％)、

『30 歳代』(31.6％)、『40 歳代』(32.5％)、『70 歳以上』(28.2％)では最も高く、「どちらかとい

えばそう思わない」が『50歳代』(31.7％)で、「そう思わない」が『60 歳代』(28.6％)で最も高く

なっている。全体を比較すると、「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」を合わせた「そう

思う（計）」の割合が、年代を重ねるほど低くなる傾向となっている。 

(図２－１－Ｈ) 
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２－１－Ｉ．自分自身をどのような人間だと思うか 

 

【図２－１－Ｉ 孤立しても自分の正しいと思う考えを主張する方だ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪性別≫の傾向をみると、男性は「どちらかといえばそう思う」と回答した人の割合が最も高く

33.2％となっている。女性は「どちらかといえばそう思わない」が最も高く 32.7％となっている。

また、「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」を合わせた「そう思う(計)」では、男性が 47.0％

で女性の 33.9％より 13.1 ポイント高くなっている。(図２－１－Ｉ) 

 

≪年齢別≫でみると、「どちらかといえばそう思わない」と回答した人の割合が、『20 歳代』

(37.2％)、『50 歳代』(37.4％)で、「どちらかといえばそう思う」が、『30 歳代』(30.7％)、『40歳

代』(30.7％)、『60 歳代』(32.1％)、『70 歳以上』(31.3％)で最も高くなっている。『20 歳代』で

は「そう思わない」と「どちらかといえばそう思わない」を合わせた「そう思わない(計)」が 58.4％

と、他の年代に比べて高くなっている。(図２－１－Ｉ) 
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第３章 生活満足度(問４、問５より) 
 
３－１．生活の面ではどの程度満足しているか 

 

問４ あなたは、次の生活のそれぞれの面では、どの程度満足していますか。 

A～D のそれぞれについて、あてはまるものを一つだけ選び、その番号 

に○をつけてください。 

 

 

【図３－１ 生活の面ではどの程度満足しているか】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『生活の面ではどの程度満足しているか』の問に、「満足している」と「まあ満足している」を

合わせた「満足（計）」の割合が最も高いのは、【D.隣近所との付き合い】の項目で 62.7％となっ

ている。次いで、【C.自分や家族の人権が守られていること】の項目で 62.6％、【B.プライバシー

が守られていること】の項目で 49.6％となっている。一方、「不満だ」と「やや不満だ」を合わせ

た「不満だ（計）」が最も高いのは、【A．所得・収入】の項目で 37.4％となっている。(図３－１) 
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どちらともいえない
やや不満だ

不満だ
無回答

(％)
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３－１－Ａ．生活の面でどの程度満足しているか 

 

【図３－１－Ａ 所得・収入】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪性別≫の傾向をみると、男性、女性とも「まあ満足している」と回答した人の割合が最も高く、

男性が 26.9％、女性が 30.5％となっている。次いで、「どちらともいえない」が高く、男性が 25.5％、

女性が 26.5％となっている、また、「満足している」と「まあ満足している」を合わせた「満足(計)」

では、女性が 35.9％で男性の 30.6％より 5.3ポイント高くなっている。(図３－１－Ａ) 

 

≪年齢別≫でみると、「どちらともいえない」と回答した人の割合が、『20 歳代』(26.5％)、『70

歳以上』(32.5％)で、「まあ満足している」が『30 歳代』(31.6％)、『40 歳代』(28.1％)、『50 歳

代』(29.6％)、『60 歳代』(28.3％)で最も高くなっている。なお、「不満だ」と「やや不満だ」を

合わせた「不満だ（計）」の割合は、『70 歳以上』が 17.2％と、他の年代に比べて低くなっている。

(図３－１－Ａ) 
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３－１－Ｂ．生活の面でどの程度満足しているか 

 

【図３－１－Ｂ プライバシーが守られていること】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪性別≫の傾向をみると、男性、女性ともに「まあ満足している」と回答した人の割合が最も高

く、４割を超えている。次いで、「どちらともいえない」が高く、男性が 33.2％、女性が 32.7％と

なっている。(図３－１－Ｂ) 

 

≪年齢別≫でみると、『40 歳代』を除く年代で「まあ満足している」と回答した人の割合が最も

高く、『40 歳代』では、「どちらともいえない」が 39.9％で最も高くなっている。全体を比較する

と、すべての年代で、「満足している」と「まあ満足している」を合わせた「満足(計)」の割合が、

「不満だ」と「やや不満だ」を合わせた「不満だ（計）」の割合より高くなっている。 

(図３－１－Ｂ) 
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３－１－Ｃ．生活の面でどの程度満足しているか 

 

【図３－１－Ｃ 自分や自分の家族の人権が守られていること】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪性別≫の傾向をみると、男性、女性ともに「まあ満足している」と回答した人の割合が最も高

く、男性が 52.3％、女性が 49.9％となっている。次いで、「どちらともいえない」が高く、男性が

26.9％、女性が 27.7％となっている。「満足している」と「まあ満足している」を合わせた「満足

(計)」では、男性が 62.6％、女性が 63.4％となっている。(図３－１－Ｃ) 

 

≪年齢別≫でみると、どの年代も「まあ満足している」と回答した人の割合が最も高く、「不満

だ」と答えている人は、すべての年代で１割未満となっている。また、「満足している」は、『20

歳代』『60 歳代』で他の年代に比べ比較的高く、『40 歳代』『50歳代』で低くなっている。 

(図３－１－Ｃ) 
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３－１－Ｄ．生活の面でどの程度満足しているか 

 

【図３－１－Ｄ 隣近所との付き合い】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪性別≫の傾向をみると、男性、女性ともに「まあ満足している」と回答した人の割合が最も高

く、約５割となっている。次いで、「どちらともいえない」が高く、男性が 27.3％、女性が 28.0％

となっている。「満足している」と「まあ満足している」を合わせた「満足(計)」では、男性が 63.5％、

女性が 61.8％となっている。(図３－１－Ｄ) 

 

≪年齢別≫でみると、どの年代も「まあ満足している」と回答した人の割合が最も高くなってい

る。全体を比較すると、「満足している」と「まあ満足している」を合わせた「満足(計)」の割合

は、年代を重ねるほど高くなる傾向となっている。(図３－１－Ｄ) 
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３－２．生活の程度は、世間一般からみてどうか 
 

問５ お宅の生活の程度は、世間一般からみて、どうですか。次の中から一番 

あてはまるものを一つだけ選び、その番号に○をつけてください。 

 

 
【図３－２ 生活の程度は、世間一般からみてどうか】 

 

 

 

 

 

 

 

 

『生活の程度は、世間一般からみてどうか』の問に、「中の中」と回答した人の割合が最も高く、

47.2％となっている。次いで、「中の下」が 20.1％、「中の上」が 13.9％となっており、「上」は、

0.9％と最も低くなっている。(図３－２) 
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３－２－Ａ．生活の程度は、世間一般からみてどうか 

 

【図３－２－Ａ 生活の程度は、世間一般からみてどうか】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪性別≫の傾向をみると、男性、女性ともに「中の中」と回答した人の割合が最も高く、約５割

となっている。次いで、「中の下」が高く、男性が 19.9％、女性が 19.2％となっている。「中の上」

では、女性が 15.2％で男性の 11.7％より 3.5 ポイント高く、「下」では、男性が 10.5％で女性の

7.9％より 2.6 ポイント高くなっている。(図３－２－Ａ) 

 

≪年齢別≫でみると、どの年代も「中の中」と回答した人の割合が最も高くなっているが、『20

歳代』では 35.4％と、他の年代に比べて低くなっている。(図３－２－Ａ) 
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上 中の上 中の中 中の下 下

わからない

無回答

(％)
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第４章 出会い体験(問 17 より) 

 

４－１ 人権問題に取り組んでいる人に出会ったことがあるか 

 

問１７ あなたは、次のような人権問題に熱心に取り組んでいる人に出会った 

ことがありますか。A～H のそれぞれについて、あてはまるものを一つ 

だけ選び、その番号に○をつけてください。 

 

 

【図４－１ 人権問題に取り組んでいる人に出会ったことがあるか】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『人権問題に取り組んでいる人に出会ったことがあるか』の問に、全体としては、「出会ったこ

とはないが、テレビで見たことがある」「出会ったことはない」と回答した人の割合が高くなって

いる。「身近な人にいる」と「親しい付き合いをしている人にいる」と「親しい付き合いではない

が、いる」を合わせた「出会ったことがある（計）」の割合が最も高いのは、【F.同和問題】の項目

で 32.4％となっている。次いで、【A.障害者の人権問題】の項目が 22.9％、【G.高齢者の人権問題】

の項目が 18.6％となっている。(図４－１) 
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  をめぐる差別の問題

D.最近、来日した外国　　
  人をめぐる人権問題

E.性的マイノリティを
  めぐる人権問題

F.同和問題

G.高齢者の人権問題

H.子どもの人権問題
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47.4

32.3

34.0

34.9

9.7

10.7

10.6
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10.6

9.4

9.8

10.1

身近な人にいる

親しい付き合いを
している人にいる 親しい付き合いではないが、いる

出会ったことはないが、
テレビで見たことがある 出会ったことはない 無回答

(％)

n=1378
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４－１－Ａ 人権問題に取り組んでいる人に出会ったことがあるか 

 
【図４－１－Ａ 障害者の人権問題】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪性別≫の傾向をみると、男性、女性ともに「出会ったことはないが、テレビで見たことがある」

と回答した人の割合が最も高く、男性が 40.4％、女性が 35.9％となっている。次いで、「出会った

ことはない」が高く、男性が 28.7％、女性が 30.6％となっている。(図４－１－Ａ) 

 

≪年齢別≫でみると、『30 歳代』を除く年代で「出会ったことはないが、テレビで見たことがあ

る」と回答した人の割合が最も高く、『30歳代』では「出会ったことはない」が 38.7％で最も高く

なっている。また、『70 歳以上』を除く年代で、「出会ったことはないが、テレビで見たことがあ

る」と「出会ったことはない」を合わせた「出会ったことはない（計）」の割合が６割を超えてい

る。(図４－１－Ａ) 
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出会ったことはない　無回答

(％)
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４－１－Ｂ 人権問題に取り組んでいる人に出会ったことがあるか 

 
【図４－１－Ｂ 女性の地位向上の問題】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪性別≫の傾向をみると、男性、女性ともに「出会ったことはないが、テレビで見たことがある」

と回答した人の割合が最も高く、４割を超えている。次いで、「出会ったことはない」が高く、男

性が 36.0％、女性が 33.8％となっている。(図４－１－Ｂ) 

 

≪年齢別≫でみると、『60 歳代』を除く年代で「出会ったことはないが、テレビで見たことがあ

る」と回答した人の割合が最も高く、特に『20歳代』(50.4％)、『40歳代』(49.1％)が、他の年代

に比べて高くなっている。また、『70 歳以上』を除く年代で、「出会ったことはないが、テレビで

見たことがある」と「出会ったことはない」を合わせた「出会ったことはない（計）」の割合が、

７割を超えている。(図４－１－Ｂ) 
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出会ったことはない　 無回答

(％)
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４－１－Ｃ 人権問題に取り組んでいる人に出会ったことがあるか 

 
【図４－１－Ｃ 在日朝鮮人・韓国人をめぐる差別の問題】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪性別≫の傾向をみると、男性、女性ともに「出会ったことはない」と回答した人の割合が最も

高く、４割を超えている。次いで、「出会ったことはないが、テレビで見たことがある」が高く、

男性が 37.8％、女性が 34.0％となっている。(図４－１－Ｃ) 

 

≪年齢別≫でみると、「出会ったことはないが、テレビで見たことがある」と回答した人の割合

が、『20 歳代』(40.7％)、『40 歳代』(43.4％)では最も高く、「出会ったことはない」が、『30歳代』

(42.0％)、『50 歳代』(40.0％)、『60 歳代』(49.2％)、『70 歳以上』(37.4％)で最も高くなってい

る。また、『70 歳以上』を除く年代で、「出会ったことはないが、テレビで見たことがある」と「出

会ったことはない」を合わせた「出会ったことはない（計）」の割合が、７割を超えている。 

(図４－１－Ｃ) 
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出会ったことはない　 無回答

(％)
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４－１－Ｄ 人権問題に取り組んでいる人に出会ったことがあるか 

 
【図４－１－Ｄ 最近、来日した外国人をめぐる人権問題】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪性別≫の傾向をみると、男性、女性ともに「出会ったことはない」と回答した人の割合が最も

高く、男性が 56.3％、女性が 59.2％となっている。次いで、「出会ったことはないが、テレビで見

たことがある」が高く、男性が 29.9％、女性が 24.6％となっている。(図４－１－Ｄ) 

 

≪年齢別≫でみると、どの年代も「出会ったことはない」と回答した人の割合が最も高く、特に、

『30 歳代』(60.8％)、『40歳代』(62.7％)、『60 歳代』(62.5％)が、他の年代に比べて高くなって

いる。次いで、「出会ったことはないが、テレビで見たことがある」が高くなっている。また、『70

歳以上』を除く年代で、「出会ったことはないが、テレビで見たことがある」と「出会ったことは

ない」を合わせた「出会ったことはない（計）」の割合が、８割を超えている。(図４－１－Ｄ) 
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(％)
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４－１－Ｅ 人権問題に取り組んでいる人に出会ったことがあるか 

 
【図４－１－Ｅ 性的マイノリティをめぐる人権問題】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪性別≫の傾向をみると、男性、女性ともに「出会ったことはない」と回答した人の割合が最も

高く、男性が 48.6％、女性が 46.1％となっている。次いで、「出会ったことはないが、テレビで見

たことがある」が高く、男性が 38.8％、女性が 39.7％となっている。(図４－１－Ｅ) 

 

≪年齢別≫でみると、「出会ったことはないが、テレビで見たことがある」と回答した人の割合

が、『20 歳代』(48.7％)、『30 歳代』(48.1％)で、「出会ったことはない」が、『40歳代』(48.7％)、

『50 歳代』(44.8％)、『60 歳代』(56.2％)、『70 歳以上』(42.9％)で最も高くなっている。また、

『70 歳以上』を除く年代で、「出会ったことはないが、テレビで見たことがある」と「出会ったこ

とはない」を合わせた「出会ったことはない（計）」の割合が、８割を超えている。なお、すべて

の年代で、「身近な人にいる」と「親しい付き合いをしている人にいる」と「親しい付き合いでは

ないが、いる」を合わせた「出会ったことがある（計）」の割合が、6.0％未満と相当低くなってい

る。(図４－１－Ｅ) 
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４－１－Ｆ 人権問題に取り組んでいる人に出会ったことがある 

 
【図４－１－Ｆ 同和問題】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪性別≫の傾向をみると、男性では「出会ったことはないが、テレビで見たことがある」と回答

した人の割合が 28.8％と最も多く、女性では「出会ったことはない」が 37.9％と最も高い。また、

「出会ったことはない」では、女性の方が男性より 11.3 ポイント高くなっているが、それ以外の

すべての項目で、女性より男性の方が、割合が高くなっている。(図４－１－Ｆ) 

 

≪年齢別≫でみると、どの年代も「出会ったことはない」と回答した人の割合が最も高く、次い

で、「出会ったことはないが、テレビで見たことがある」、「親しい付き合いではないが、いる」と

なっており、年代による違いはあまり見られない。(図４－１－Ｆ) 
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４－１－Ｇ 人権問題に取り組んでいる人に出会ったことがあるか 

 
【図４－１－Ｇ 高齢者の人権問題】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪性別≫の傾向をみると、男性、女性ともに「出会ったことはないが、テレビで見たことがある」

と回答した人の割合が最も高く、男性が 36.5％、女性が 38.2％となっている。次いで、「出会った

ことはない」が高く、男性が 34.3％、女性が 34.6％となっている。(図４－１－Ｇ) 

 

≪年齢別≫でみると、「出会ったことはないが、テレビで見たことがある」と回答した人の割合

が、『20 歳代』(41.6％)、『40 歳代』(46.1％)、『50歳代』(36.5％)、『60 歳代』(34.0％)、『70歳

以上』(28.2％)で、「出会ったことはない」が『30 歳代』(43.4％)で最も高くなっている。また、

「身近な人にいる」と「親しい付き合いをしている人にいる」と「親しい付き合いではないが、い

る」を合わせた「出会ったことがある（計）」の割合は、『20 歳代』から『40歳代』より『50歳代』

から『70 歳以上』の方が比較的高くなっている。(図４－１－Ｇ) 
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４－１－Ｈ 人権問題に取り組んでいる人に出会ったことがあるか 

 
【図４－１－Ｈ 子どもの人権問題】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪性別≫の傾向をみると、男性、女性ともに「出会ったことはないが、テレビで見たことがある」

と回答した人の割合が最も高く、男性が 38.8％、女性が 37.2％となっている。次いで、「出会った

ことはない」が高く、男性が 33.4％、女性が 36.6％となっている。(図４－１－Ｈ) 

 

≪年齢別≫でみると、「出会ったことはないが、テレビで見たことがある」と回答した人の割合

が、『20 歳代』(47.8％)、『40 歳代』(42.1％)、『50歳代』(40.0％)、『70 歳以上』(30.1％)で、「出

会ったことはない」が、『30 歳代』(41.0％)、『60 歳代』(36.5％)で最も高くなっている。また、

『70 歳以上』を除く年代で、「出会ったことはないが、テレビで見たことがある」と「出会ったこ

とはない」を合わせた「出会ったことはない（計）」の割合が、７割を超えている。(図４－１－Ｈ) 
 
 
 
 
 

 

 

 

0 20 40 60 80 100

男性
(n=572)

女性
(n=683)

5.2

4.7

3.0

2.0

10.7

8.6

38.8

37.2

33.4

36.6

8.9

10.8

身近な人にいる

親しい付き合いを
している人にいる

親しい付き合い
ではないが、いる

出会ったことはないが、
テレビで見たことがある

出会ったことはない　 無回答

(％)

0 20 40 60 80 100

20歳代
(n=113)

30歳代
(n=212)

40歳代
(n=228)

50歳代
(n=230)

60歳代
(n=315)

70歳以上
(n=163)

5.3

5.2

4.4

5.2

5.1

5.5

0.9

1.4

1.8

3.0

3.5

3.1

8.8

11.3

11.8

9.6

7.9

9.2

47.8

35.8

42.1

40.0

34.3

30.1

33.6

41.0

37.7

34.3

36.5

22.1

3.5

5.2

2.2

7.8

12.7

30.1

身近な人にいる

親しい付き合いを
している人にいる

親しい付き合い
ではないが、いる

出会ったことはないが、
テレビで見たことがある

出会ったことはない　無回答

(％)
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第５章 啓発活動(問 18、問 19、問 20 より) 

 

５－１ 人権問題に関するイベント、講演会等に参加したことがあるか 

 

問１８ 最近(３年程度)、人権問題に関するイベント、講演会、研修会、学習会 

などに参加したことがありますか。次の中から一番あてはまるものを 

一つだけ選び、その番号に○をつけてください。 

 

 

【図５－１ 人権問題に関するイベント、講演会等に参加したことがあるか】 

 

 

 

 

 

 

 

 
『人権問題に関するイベント、講演会等に参加したことがあるか』の問に、「参加したことがな

い」と回答した人の割合が最も高く 67.6％となっている。次いで、「２～４回くらい参加した」が

13.8％、「１回だけ参加した」が 10.3％となっている。また、「１回だけ参加した」と「２～４回

くらい参加した」と「５回以上参加した」を合わせた「参加したことがある（計）」の割合が 27.8％

となっており、「参加したことがない」の 67.6％に比べて 39.8ポイント低くなっている。 

(図５－１) 
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５－１－Ａ 人権問題に関するイベント、講演会等に参加したことがあるか 

 
【図５－１－Ａ 人権問題に関するイベント、講演会等に参加したことがあるか】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪性別≫の傾向をみると、男性、女性ともに「参加したことがない」と回答した人の割合が最も

高く、女性が 71.3％、男性が 64.0％で、女性の方がより 7.3 ポイント高くなっている。また、「１

回だけ参加した」は、男性、女性ともに 10.0％となっている。「２～４回ぐらい参加した」と「５

回以上参加した」では、男性の方が女性より高くなっている。(図５－１－Ａ) 

 

≪年齢別≫でみると、どの年代も「参加したことがない」と回答した人の割合が最も高く、約６割

から７割となっており、特に『30 歳代』は 73.1％と、他の年代と比べて高くなっている。また、

「１回だけ参加した」は、『20 歳代』(16.8％)が高く、「２～４回ぐらい参加した」は、『40 歳代』

(17.1％)、『70 歳以上』(16.0％)で高くなっている。「５回以上参加した」は、すべての年代で１

割未満となっている。(図５－１－Ａ) 
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５－２ 人権問題の情報を得たり学習するために利用するものは何か 

 

問１９ 人権問題について情報を得たり、学習するためによく利用するものは 

何ですか。次の中からあてはまるものの番号に○をつけてください。 

(○はいくつでも) 

 

 

【図５－２ 人権問題の情報を得たり学習するために利用するものは何か】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
『人権問題の情報を得たり学習するために利用するものは何か』の問に、「テレビ・ラジオ」と

回答した人の割合が最も高く 48.8％で、次いで、「新聞」が 44.9％、「県や市町村の発行する広報

紙やパンフレット」が 41.1％となっており、この３項目が４割を超えている。以下、「本」が 16.3％、

「インターネットによる情報」が 8.5％となっている。(図５－２) 
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５－２－Ａ 人権問題の情報を得たり学習するために利用するものは何か 

 
【図５－２－Ａ 人権問題の情報を得たり学習するために利用するものは何か】 
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≪性別≫の傾向をみると、男性、女性ともに「テレビ・ラジオ」と回答した人の割合が最も高く、

約５割となっている。次いで高いのは、「新聞」（男性 42.8％、女性 46.6％）、「県や市町村の発行

する広報紙やパンフレット」（男性 38.8％、女性 43.3％）となっている。この上位３項目はいずれ

も、女性の方が男性より高くなっている。なお、「インターネットによる情報」では、男性が 12.2％

で女性の 5.9％より 6.3 ポイント高くなっている。(図５－２－Ａ) 

 

≪年齢別≫でみると、『50 歳代』『60 歳代』を除く年代で、「テレビ・ラジオ」と回答した人の割

合が最も高くなっている。『50 歳代』で最も高いのは、「県や市町村の発行する広報紙やパンフレ

ット」で 47.0％、『60 歳代』では、「新聞」で 51.4％となっている。また、すべての年代で「テレ

ビ・ラジオ」「新聞」「県や市町村の発行する広報紙やパンフレット」の割合は高くなっている。な

お、『20 歳代』では、「インターネットによる情報」が 24.8％と、他の年代に比べて高くなってい

る。(図５－２－Ａ) 
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５－３ 人権の尊重された社会をつくるには何が重要だと思うか 

 

問２０ 人権の尊重された社会をつくるためには、どのようなことが重要だと 

思いますか。次の中からあてはまるものの番号に○をつけてください。 

(○はいくつでも) 

 

 

【図５－３ 人権の尊重された社会をつくるには何が重要だと思うか】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

『人権の尊重された社会をつくるには何が重要だと思うか』の問に、「幼児期から思いやりの心

を育むなど、家庭教育を充実する」と回答した人の割合が最も高く 66.7％となっている。次いで、

「行政が、関係機関・団体と連携しながら、さまざまな施策を積極的に進める」が 52.2％、「保育

所・幼稚園・学校での人権教育の充実する」が 49.0％となっている。以下、「虐待の防止や、被害

者の支援を強化する」が 41.0％、「人権侵害を受けた人に対する相談活動や救済策を充実する」が

32.6％となっている。一方、割合が最も低いのは「人権侵害を受けた人が、周囲の人に訴える」で

6.3％となっている。(図５－３) 
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５－３－Ａ 人権の尊重された社会をつくるには何が重要だと思うか 

 
【図５－３－Ａ 人権の尊重された社会をつくるには何が重要だと思うか】① 
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【図５－３－Ａ 人権の尊重された社会をつくるには何が重要だと思うか】② 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
≪性別≫の傾向をみると、男性、女性ともに「幼児期から思いやりの心を育むなど、家庭教育を

充実する」と回答した人の割合が最も高く、約６割から７割となっている。次いで、「行政が、関

係機関・団体と連携しながら、さまざまな施策を積極的に進める」が、男性が 51.6％、女性が 52.6％、

「保育所・幼稚園・学校での人権教育を充実する」が、男性が 48.8％、女性が 49.9％となってい

る。なお、「幼児期から思いやりの心を育むなど、家庭教育を充実する」では、女性が 71.3％で、

男性の62.4％より8.9ポイント高く、「虐待の防止や、被害者の支援を強化する」では、女性が45.1％

で、男性の 34.6％より 10.5ポイント高くなっている。(図５－３－Ａ①②) 

 

≪年齢別≫でみると、どの年代も「幼児期から思いやりの心を育むなど、家庭教育を充実する」

と回答した人の割合が最も高くなっている。また、『70 歳以上』では、「虐待の防止や、被害者の

支援を強化する」が、他の年代に比べて低くなっている。『20 歳代』では、「職場・事業所での人

権尊重の取り組みを充実する」(31.0％)、「人権侵害を受けた人が、周囲の人に訴える」(14.2％)

が、他の年代に比べて高くなっている。 (図５－３－Ａ①②) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

男性
(n=572)

女性
(n=683)

20歳代
(n=113)
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60歳代
(n=315)
70歳以上
(n=163)
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無回答
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第 3部 
～人権意識に影響するもの（クロス集計からの考察）～ 
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第３部 ～人権意識に影響するもの（クロス集計からの分析・考察）～ 

 

１．はじめに 

 

以下では、第１部の人権問題に関連する意識に係る調査結果と、第２部の人権意識に影響を与

える要因に係る調査結果をクロスした（重ね合わせた）分析結果から読みとれることを述べる。

第２部の回答に示されるものが第１部で示された人権意識にどの程度影響しているのかを考え、

その相関関係から因果関係を推論することとする。 
取り上げる設問は、できるだけもとの設問やそれを要約した表現とする。 
文中の、設問の指定のない選択肢（「そう思う」、「どちらかといえばそう思う」等）は、表題の

設問についての選択肢である。 
 
この分析・考察は、今後の啓発活動や情報提供の在り方を改善するための参考資料とするため、

人権尊重や差別解消に熱心と思われる人、および逆にそうではない人はどのような人であるか、

その傾向を読みとることを主眼とするものである。 
分析・考察にあたって誤解を招かないために、留意事項を次のとおり述べる。 
① クロス集計から読みとれるのはあくまで確率的な傾向である。つまり、ある問いに対して

Ａと答える人はその反対の意見の人に比べて、別の設問にＢと答える傾向が比較的強いと

いうことを示すものである。 

② 人権意識や社会についての考え方等を問う設問は、「そう思う」、「どちらかといえばそう思

う」、「どちらかといえばそう思わない」、「そう思わない」という４段階の選択肢から答を

選ぶようになっている。一般的に日本人はアメリカ人などと比べて、言い切りを避け、中

間寄りを選択する傾向があるといわれる。今回の調査結果でも「どちらかといえば･･･」が

大半を占める結果となることが多いと思われたが、実際は「そう思う」、「そう思わない」

両極の回答をするタイプの人がかなり多かった。 

③ ある設問では単にその割合が高いからといって、「Ａ」は「Ｂ」であるという速断はできな

い場合がある。その理由としては、「Ａ」と「Ｂ」以外の「Ｃ」が影響を及ぼしている可能

性がある場合や、サンプル数（Ｎ）の値が小さいために、割合がぶれやすい場合である。

例えば、Ｎ＝1,000 人の 70％（700 人）と、Ｎ＝10 人の 70％（7 人）では同じ 70％でも、

その重みは違うことになる。  

④ 「そう思う」「そう思わない」の両極で、割合が 10 ポイント以上の差がある場合は目にと

まるが、それに近い程度の差で、意味のある判断を下せない場合もある。その場合は「そ

う思う」「そう思わない」「どちらかといえば･･･」などが一貫した傾斜で並んでいるかを読

むとともに、二つの設問内容に論理的な関連があり、確率的な差異として文中に取り上げ

るべきかを判断した。しかし、一貫した傾斜でなくても「そう思う」「そう思わない」の両

極に特徴的と思われるものがある場合や、「どちらかといえば」を含めて肯定派(認める)・

否定派(認めない)の特徴が出る場合は、中間の傾向も矛盾するほどでないと思われるもの
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問８　本人たちの責任ではない理由で結婚を反対することはどうか

問１A.うまく立ち回っている人間だけ
が得をする

全
 

 

体

当
然

の

こ
と

だ
か

ら
、

意
見

を

尊
重

す
る

お

か

し

い

こ

と

だ

が
、

従

わ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

こ

う

し

た

考

え

を

な

く

し

て

い

か

な

け

れ

ば

な

ら

な

い そ
の

他

わ
か

ら

な
い

無
回

答

全  体   1378     81    186    871    108    111    21
  100.0    5.9   13.5   63.2    7.8    8.1    1.5
そう思う    263     31     42    148     13     24      5
  100.0   11.8   16.0   56.3    4.9    9.1    1.9
どちらかといえばそう思う    670     28     98    436     50     54      4
  100.0    4.2   14.6   65.1    7.5    8.1    0.6
どちらかといえばそう思わない    162      7     23    108     14      8      2
  100.0    4.3   14.2   66.7    8.6    4.9    1.2
そう思わない    186     12     15    116     25     13      5
  100.0    6.5    8.1   62.4   13.4    7.0    2.7
わからない     32      -      2     20      3      7      -
  100.0      -    6.3   62.5    9.4   21.9      -
無回答     65      3      6     43      3      5      5
  100.0    4.6    9.2   66.2    4.6    7.7    7.7

は取り上げた。 

⑤ 文中、クロス集計結果について触れている箇所では、（分析軸×設問）という形を用いて（問

１Ａ×問８）のように表記している。 

 

以下の分析では、以上のようなことをふまえた上で、ある程度取り上げる価値があり、二つの

設問への回答傾向の関連から今後の取り組みに参考となると思われるものを取り上げている。 

 

２．社会観と人権意識 
 
「今の社会についてどう思うか」（問１）に関する回答と人権意識に関する回答のクロス分析か

ら考える 

 

 「うまく立ち回っている人間だけが得をする」観 (問１Ａ) 

 この設問については、「どちらかといえば」を含めると 67.7％とおよそ３分の２の人が肯定的

である（第２部・図１－１）。しかしこの中には、強い正義感から「そのような現状は良くない、

改めるべきだ」と思うタイプの人と、「現実はそういうことだから仕方がない」と思うタイプの人

の両方がいるはずである。こういう両義性のある場合は、クロス表に必ずしも一貫しない傾向が

出ることが多いが、全体としてはやや保守的な傾向を示すものが多かったので、おそらく「現実

はそういうことだから仕方ない」と思うタイプの人の方が多かったと思われる。 

「うまく立ち回っている人間だけが得をする」に「そう思う」と答えた人は、住宅の購入に関

して同和地区かどうかを問い合わせすることに「心配する気持ちはよくわかる」という人がやや

多かったし（問１Ａ×問７）、「子どもの結婚相手（男性）」について「収入・財産」を気にする傾

向もやや強かった（問１Ａ×問 10 男性）。「本人たちの責任ではない理由で結婚を反対すること」

という一般論では、「当然のことだから意見を尊重する」も「おかしいことだが従わなければなら

ない」も他よりは多く、「こうした考えをなくしていかなければならない」という多数派意見はや

や少ない（問１Ａ×問８）。 
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問１１　子どもの結婚相手が次のような人であった場合どういう態度をとるか

問１A.うまく立ち回っている人間だ
けが得をする

 

 
全
 
 

体

問

題
に
し
な

い

親

と

し

て

は

反

対

だ

が
、

子

ど

も

の

意

思

が

堅

け

れ

ば

仕

方

な

い

考

え
直
す
よ

う
に
言

う 問

題
に
し
な

い

親

と

し

て

は

反

対

だ

が
、

子

ど

も

の

意

思

が

堅

け

れ

ば

仕

方

な

い

考

え
直
す
よ

う
に
言

う 問

題
に
し
な

い

親

と

し

て

は

反

対

だ

が
、

子

ど

も

の

意

思

が

堅

け

れ

ば

仕

方

な

い

考

え
直
す
よ

う
に
言

う

全  体   1378    461    609    244    464    555    283    426    601    273
  100.0   33.5   44.2   17.7   33.7   40.3   20.5   30.9   43.6   19.8
そう思う    263     85    104     63     72    104     74     67    112     72

  100.0   32.3   39.5   24.0   27.4   39.5   28.1   25.5   42.6   27.4
どちらかといえばそう思う    670    225    315    115    233    284    135    210    306    132
  100.0   33.6   47.0   17.2   34.8   42.4   20.1   31.3   45.7   19.7
どちらかといえばそう思わない    162     50     75     29     54     70     30     54     74     26

  100.0   30.9   46.3   17.9   33.3   43.2   18.5   33.3   45.7   16.0
そう思わない    186     69     82     29     73     75     30     66     78     32
  100.0   37.1   44.1   15.6   39.2   40.3   16.1   35.5   41.9   17.2

わからない     32     16     13      2     17     10      4     15     13      3
  100.0   50.0   40.6    6.3   53.1   31.3   12.5   46.9   40.6    9.4
無回答     65     16     20      6     15     12     10     14     18      8
  100.0   24.6   30.8    9.2   23.1   18.5   15.4   21.5   27.7   12.3

問１A.うまく立ち回っている人間だ

けが得をする

 
 
全
 

 
体

問
題
に
し

な
い

親

と

し

て

は
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が
、

子

ど

も
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だ
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思

が
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れ

ば
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考
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直
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よ
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言
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題
に
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な
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親
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し
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反

対

だ

が
、
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ど

も

の

意

思

が

堅

け

れ

ば

仕

方

な

い

考
え
直
す

よ
う
に

言

う

全  体   1378    251    677    369     62    371    864    273    514    514    182    496    617
  100.0   18.2   49.1   26.8    4.5   26.9   62.7   19.8   37.3   37.3   13.2   36.0   44.8

そう思う    263     33    122     93     10     58    180     55     85    110     44     76    129
  100.0   12.5   46.4   35.4    3.8   22.1   68.4   20.9   32.3   41.8   16.7   28.9   49.0
どちらかといえばそう思う    670    125    353    175     26    202    422    123    282    247     81    277    292
  100.0   18.7   52.7   26.1    3.9   30.1   63.0   18.4   42.1   36.9   12.1   41.3   43.6

どちらかといえばそう思わない    162     33     76     43      7     46    102     38     59     56     20     60     72
  100.0   20.4   46.9   26.5    4.3   28.4   63.0   23.5   36.4   34.6   12.3   37.0   44.4
そう思わない    186     41     91     45     12     48    115     40     67     71     26     59     93

  100.0   22.0   48.9   24.2    6.5   25.8   61.8   21.5   36.0   38.2   14.0   31.7   50.0
わからない     32      9     17      5      4      9     18      7     10     12      8     11     10
  100.0   28.1   53.1   15.6   12.5   28.1   56.3   21.9   31.3   37.5   25.0   34.4   31.3
無回答     65     10     18      8      3      8     27     10     11     18      3     13     21

  100.0   15.4   27.7   12.3    4.6   12.3   41.5   15.4   16.9   27.7    4.6   20.0   32.3

Ａ．同和地区出身者

Ｄ．車椅子が必要な人
Ｇ．その親が刑を終えて

出所した人

Ｂ．日本で生まれ育った
在日韓国・朝鮮人

Ｃ．日本で働き、永住を

希望している日系ブラジ

ル人

Ｅ．精神の障害で通院し
ている人

Ｆ．その親が破産宣告を
受けた人

もっとも、ここで「意見を尊重する」というその「意見」が、結婚したい本人たちの「意見」

をさすのか、それに反対する「意見」をさすのか解釈に迷った人もいると思われる。しかし、具

体的に「同和地区出身者」、「在日韓国・朝鮮人」、「永住希望の日系ブラジル人」等、結婚に反対

される事例が見られる立場の人を列挙した設問とのクロスでは、「その親が刑を終えて出所した

人」以外で「考え直すように言う」が他より多く出ている。（問１Ａ×問 11）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

他の設問とのクロスでも、必ずしも一貫しないが「そう思う」人は例えば、問 1Ａと問 15 との

クロスで「数十の同和地区の住所が掲載されたこと」を「許せない人権侵害だと思う」ことが他

より少ないし、問 12Ⅵとのクロスでの「刑を終えた人が社会復帰を妨げられるのは仕方がない」

は、他よりやや多い等の傾向を示している。唯一「女性は介護をすべきだという考えは人権侵害」

という人が他より多かったのを除いて（問１Ａ×問 12Ⅰ）、全体としてやや保守的、あるいは現

状肯定的な傾向がみえる（問 1Ａ×問 12）。 

もっとも、この「うまく立ち回っている人間だけが得をする」については、「どちらかといえば」

を含んで４段階の回答グループが、各問とのクロスではっきりとした傾斜を示している訳でもな

いのは、はじめに述べた両義性（現状に怒る人もあきらめている人も含まれる）からかも知れな

い。ここでは、「うまく立ち回っている人間だけが得をする」に、（「どちらかといえば」でなく）

はっきり「そう思う」と答える人には、「現実はそういうことだから仕方がない」と思う人が多い

と思われる(第２部・図１－１)。 



 

 128 

問１１　子どもの結婚相手が次のような人であった場合どういう態度をとるか

問１D.みんなで協力すれば、世の中の

しくみを変えられる

 

 

全
 

 

体
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が
、
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も
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方
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に
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題
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し

な

い

親
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し

て

は
反

対

だ

が
、

子
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も
の

意

思

が

堅
け

れ

ば

仕
方

な

い

考

え

直
す

よ

う

に

言

う

全  体   1378    461    609    244    464    555    283    426    601    273

  100.0   33.5   44.2   17.7   33.7   40.3   20.5   30.9   43.6   19.8

そう思う    560    194    243     95    199    227    104    188    241    100

  100.0   34.6   43.4   17.0   35.5   40.5   18.6   33.6   43.0   17.9

どちらかといえばそう思う    469    147    232     82    159    203     96    137    224     95

  100.0   31.3   49.5   17.5   33.9   43.3   20.5   29.2   47.8   20.3

どちらかといえばそう思わない    143     53     60     29     49     56     36     47     61     32

  100.0   37.1   42.0   20.3   34.3   39.2   25.2   32.9   42.7   22.4

そう思わない    100     35     38     25     31     36     30     33     35     29

  100.0   35.0   38.0   25.0   31.0   36.0   30.0   33.0   35.0   29.0

わからない     50     18     19      6     15     21      7     11     25      8

  100.0   36.0   38.0   12.0   30.0   42.0   14.0   22.0   50.0   16.0

無回答     56     14     17      7     11     12     10     10     15      9
  100.0   25.0   30.4   12.5   19.6   21.4   17.9   17.9   26.8   16.1

Ａ．同和地区出身者
Ｂ．日本で生まれ育った在

日韓国・朝鮮人

Ｃ．日本で働き、永住を
希望している日系ブラジ

ル人

「努力すれば報われる」観 (問１Ｂ) 

前項の「うまく立ち回っている人間だけが得をする」の設問に比べると、「努力すれば報われる」

の設問に「そう思う」と答える人の傾向はかなり一貫している(第２部・図１－１)。 

「努力すれば報われる」で「そう思う」人は、「今の日本は人権が大切にされていると思う」人

がかなり多いし(問１Ｂ×問３Ａ)、「差別は人間として最も恥ずべき行為の一つである」と思う傾

向がより強い(問１Ｂ×問３Ｂ)。「差別されている人の言葉を聞く必要がある」(問１Ｂ×問３Ｅ)、

「差別をなくすために行政は努力する必要がある」(問１Ｂ×問３Ｆ)、「思いやりややさしさを皆

がもてば人権問題は解決する」もやや高い(問１Ｂ×問３Ｊ)。 

「子の結婚相手（男性）」に「収入・財産」を期待する率は低く(問１Ｂ×問 10 男性)、「本人た

ちの責任ではない理由で結婚に反対すること」には「こうした考えをなくしていかなければなら

ない」が多い(問１Ｂ×問８)。 

「企業は障害者を積極的に雇用すべきだ」(問１Ｂ×問 12Ⅲ)や「（障害者施設建設に反対して）

住民との共生に反対するのは人権侵害」(問１Ｂ×問 12Ⅳ)も高い。 

このように、将来に明るい見通しを持つ、いわゆる楽観的
．．．

な人は、総じて人権意識は高いと思

われる。しかし、「結婚差別」に関する設問ではそうした傾向は小差であり(問１Ｂ×問 11）、「住

宅購入時の同和地区かどうかの問い合わせ」についての設問でも、差ははっきりしない(問１Ｂ×

問７)。 

 

「みんなで協力すれば世の中のしくみを変えられる」観 (問１Ｄ) 

この設問に「そう思う」人は、「差別は人間として最も恥ずべき行為の一つである」(問１Ｄ×

問３Ｂ)、「差別されている人の言葉を聞く必要がある」(問１Ｄ×問３Ｅ)、「思いやりややさしさ

を皆が持てば人権問題は解決する」(問１Ｄ×問３Ｊ)などの設問では肯定的傾向がより強い。し

かし、「住宅購入時の同和地区かどうかの問い合わせ」(問１Ｄ×問７)や「結婚差別」(問１Ｄ×

問 11)に関する設問ではそれほどはっきりしない。 

逆に、この設問に「そう思わない」人は、上記のような項目で肯定的傾向が比較的低くなり、

「子の結婚相手（男性）」に「収入・財産」を期待する率は比較的高い(問１Ｄ×問 10 男性)。 

また、「結婚差別」に関する設問では「考え直すように言う」が比較的高い(問１Ｄ×問 11)。 

「世の中のしくみを変えること」に見通しを持つことのできる人の方が、人権意識は高くなり

やすいと思われる。 
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問１H.人間には分に応じた生活がある

のだから、不満をもつべきではない

全

 

 

体
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ば
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思
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う
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な

い

無

回

答

全  体   1378    230    452    295    241    110     50

  100.0   16.7   32.8   21.4   17.5    8.0    3.6

そう思う    340    110    103     46     54     19      8

  100.0   32.4   30.3   13.5   15.9    5.6    2.4

どちらかといえばそう思う    466     64    195    102     62     36      7

  100.0   13.7   41.8   21.9   13.3    7.7    1.5

どちらかといえばそう思わない    239     20     82     73     42     20      2

  100.0    8.4   34.3   30.5   17.6    8.4    0.8

そう思わない    217     19     46     62     71     18      1

  100.0    8.8   21.2   28.6   32.7    8.3    0.5
わからない     65     13     19      9      8     14      2

  100.0   20.0   29.2   13.8   12.3   21.5    3.1

無回答     51      4      7      3      4      3     30

  100.0    7.8   13.7    5.9    7.8    5.9   58.8

問３　D.差別だという訴えを、いちいち取り上げていたらきりがない　

問１１　子どもの結婚相手が次のような人であった場合どういう態度をとるか

問１D.みんなで協力すれば、世の中の
しくみを変えられる
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、
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堅
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全  体   1378    251    677    369     62    371    864    273    514    514    182    496    617

  100.0   18.2   49.1   26.8    4.5   26.9   62.7   19.8   37.3   37.3   13.2   36.0   44.8
そう思う    560     98    299    130     23    156    347    117    199    213     81    202    243
  100.0   17.5   53.4   23.2    4.1   27.9   62.0   20.9   35.5   38.0   14.5   36.1   43.4
どちらかといえばそう思う    469     84    245    129     22    137    298     88    207    162     56    184    218

  100.0   17.9   52.2   27.5    4.7   29.2   63.5   18.8   44.1   34.5   11.9   39.2   46.5
どちらかといえばそう思わない    143     30     63     48      8     42     91     25     51     65     22     47     71
  100.0   21.0   44.1   33.6    5.6   29.4   63.6   17.5   35.7   45.5   15.4   32.9   49.7
そう思わない    100     21     38     38      4     20     72     23     30     43     16     33     46

  100.0   21.0   38.0   38.0    4.0   20.0   72.0   23.0   30.0   43.0   16.0   33.0   46.0
わからない     50      8     21     13      1      9     34      8     17     18      5     17     21
  100.0   16.0   42.0   26.0    2.0   18.0   68.0   16.0   34.0   36.0   10.0   34.0   42.0

無回答     56     10     11     11      4      7     22     12     10     13      2     13     18
  100.0   17.9   19.6   19.6    7.1   12.5   39.3   21.4   17.9   23.2    3.6   23.2   32.1

Ｄ．車椅子が必要な人
Ｇ．その親が刑を終えて

出所した人
Ｅ．精神の障害で通院して

いる人
Ｆ．その親が破産宣告を

受けた人
   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「タテマエとホンネを使い分けないと損をする」観 (問１Ｆ) 

この設問で「そう思う」人は、「差別だという訴えをいちいち取り上げていたらきりがない」(問

１Ｆ×問３Ｄ)、「人権や権利ばかり主張し、我慢することができない者が増えている」(問１Ｆ×

問３Ｇ)などにも肯定的傾向が強く、「住宅購入時、同和地区かどうか心配する気持ちはよくわか

る」もやや高くなる(問１Ｆ×問７)。また、「結婚差別」に関する設問でも、「同和地区出身者」、

「外国人」、「精神障害者」、「親が破産宣告を受けた人」について「考え直すように言う」が比較

的高いし(問１Ｆ×問 11)、「障害のある人を企業が雇えないのはやむを得ない」も比較的高い(問

１Ｆ×問 12Ⅲ)。一方、「同和地区の住所掲載」を「許せない人権侵害」と考える率は比較的低く

なっている(問１Ｆ×問 15)。 

この「タテマエとホンネを使い分けないと損をする」という意見は、問題のある現状をやむを

得ないとする意見と親近性があるといえる。 

 

「人間には分に応じた生活があるのだから不満を持つべきではない」観 (問１Ｈ) 

この設問とのクロスではっきりした関連を示したのは、「差別だという訴えをいちいち取り上げ

ていたらきりがない」である。全体としては「きりがない」に「そう思う」(16.7％)、「どちらか

といえばそう思う」(32.8％)の合計は 49.5％であるのに対し、「分に応じた」観に「そう思う」

では、「きりがない」に「そう思う」(32.4％)、「どちらかといえばそう思う」(30.3%)の合計は、

62.7％と高くなっている。一方、「分に応じた」観に「そう思わない」では、「きりがない」に「そ

う思う」(8.8％)、「どちらかといえばそう思う」(21.2％)は合計で 30.0％と低くなっている（問

１Ｈ×問３Ｄ）。 
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問１H.人間には分に応じた生活がある

のだから、不満をもつべきではない

全

 

 

体
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無
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答

全  体   1378    644    486     94     47     70     37

  100.0   46.7   35.3    6.8    3.4    5.1    2.7

そう思う    340    222     84     12      7     10      5

  100.0   65.3   24.7    3.5    2.1    2.9    1.5

どちらかといえばそう思う    466    208    201     28     12     12      5

  100.0   44.6   43.1    6.0    2.6    2.6    1.1

どちらかといえばそう思わない    239     87     94     29      8     21      -

  100.0   36.4   39.3   12.1    3.3    8.8      -

そう思わない    217     89     76     24     15     12      1

  100.0   41.0   35.0   11.1    6.9    5.5    0.5

わからない     65     23     24      -      4     13      1

  100.0   35.4   36.9      -    6.2   20.0    1.5

無回答     51     15      7      1      1      2     25

  100.0   29.4   13.7    2.0    2.0    3.9   49.0

問３　G.人権や権利ばかり主張し、我慢することができない者が増えている　

この設問と「人権や権利ばかり主張し、我慢することができない者が増えている」も、かなり

はっきりした関連が見られる(問１Ｈ×問３Ｇ)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「マンション入居拒否」や「結婚差別」に関する設問においても、それらを人権侵害と思う人

は、この設問に否定的な人の方に比較的多い(問１Ｈ×問９、問１Ｈ×問 11)。 

 

３．自己イメージと人権意識 
 
ここでは、第１部での様々な人権問題での意見と第２部の回答者の自己イメージに関する回答

との関連を述べる。 
軸となる質問は、第２部・問２「あなたは自分自身をどのような人間だと思いますか」であり、

九つの小問は四つに分けることができる。「Ａ.人並みには価値ある人間である」、以下、「Ｂ.いろ
いろなよい素質を持っている」、「Ｃ.物事を人並みにはうまくやれる」まではプラスの自己イメー
ジを表から問うものであり、「Ｄ.自分には自慢できるところがあまりない」と「Ｅ.何かにつけて
自分は役に立たない人間だと思う」は同様のことを裏から問うものである。 
その回答では、「どちらかといえば」を含めると「Ａ」、「Ｂ」、「Ｃ」では自己肯定型の回答は６

～７割程度である。「Ｄ」、「Ｅ」で「そう思わない」と「どちらかといえばそう思わない」の合計

は、「Ｄ」で５割程度、「Ｅ」で８割程度であるから、同じような設問といっても、表からの問い

と裏からの問いでは自己肯定型回答比率が違ってくることもわかる。 

「Ｆ.募金の額は隣近所にあわせてあまり突出しない方だ」、「Ｇ.披露宴はお金がかかっても世

間に恥ずかしくないものにしたい」の二つはどちらも「世間」を気にして行動する傾向を見るも

のであるが、「どちらかといえば」を含む肯定率は「Ｆ」で 63.8％、「Ｇ」では 27.0％であり、場

面の違いによる差は大きい。 

「Ｈ.納得できないことも皆の目を気にして抗議できない方だ」と「Ｉ.孤立しても自分の正しい
と思う考えを主張する方だ」は、どちらも自己主張力について表と裏の聞き方をしている。「Ｈ」

で「抗議できない」に対して「そう思わない」、「どちらかといえばそう思わない」の合計は 53.8％、

「Ｉ」で「主張する方だ」に「そう思う」、「どちらかといえばそう思う」の合計は 40.1％だから、
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自己主張力の強い人も、「孤立しても」という表現があると一歩引きがちになることがあるといえ

る。 
このうち「Ｃ」、「Ｄ」は、あまり関連がみられない(第２部・図２－１)。 
 

「人並みには価値ある人間である」(問２Ａ) 

この設問と「今の日本は人権が大切にされていると思う」のクロスではかなり一貫した傾向が

ある。「今の日本は人権が大切にされている」に「そう思わない」人は、「人並みに価値ある人間

である」に「そう思う」で 22.2％であるが、「そう思わない」では 44.0％になっている(問２Ａ×

問３Ａ)。「人並みに価値ある人間である」に「そう思わない」人は、世の中に楽観していない傾

向があるといえる。しかし、第１部・問３の「人権や差別に対する考え方」に関するその他の小

問とのクロスでは両極がやや高くなり、一貫しないタイプの分布になっている。 

「人並みには価値ある人間である」に「そう思う」人では、「住宅購入時の同和地区かどうかの

問い合わせ」に「気持ちはよくわかる」が少し高くなる(問２Ａ×問７)。 

外国人、高齢者、障害者等にマンションを貸さないことを「差別とはいえない」と答える人は、

「人並みには価値ある人間である」に「そう思わない」で多くなる(問２Ａ×問９)。しかし、「人

並みには価値ある人間である」に「そう思わない」人は全体で 8.9％に過ぎないこともあり、「結

婚差別」に関する設問でも両極でやや高くなったりするため、はっきりした関連があるとはいえ

ない。 

 

「いろいろな良い素質を持っている」(問２Ｂ) 

この設問も「人権や差別に対する考え方」（第１部・問３）と一貫した関連が見えないが、「い

ろいろな良い素質を持っている」に「そう思わない」人では、「結婚差別」に関する設問で「考え

直すように言う」がやや多くなる傾向がある（問２Ｂ×問 11)。 

 

「自分は役に立たない人間だと思う」(問２Ｅ) 

この設問に「そう思う」人では、「差別は法律で禁止する必要がある」に「そう思う」が多く、

「そう思わない」人では逆の傾向がみられる(問２Ｅ×問３Ｃ)。「差別をなくすために行政は努力

する必要がある」と答えた人の率は、「そう思う」人において高くなる(問２Ｅ×問３Ｆ)。 

「住宅購入時の同和地区かどうかの問い合わせ」を「問題だと思う」人は、「自分は役に立たな

い人間だ」に「そう思う」人においてやや多く、「心配する気持ちはよくわかる」人は、「そう思

わない」人においてやや多くなっている(問２Ｅ×問７)。 

 

「募金の額は隣近所にあわせてあまり突出しない方だ」(問２Ｆ) 

この設問に「そう思わない」人では、「人権問題は差別を受ける人の問題で自分には関係ない」

に「そう思わない（＝自分に関係ある）」という人が 78.5％（全体では 63.7％）と高い（問２Ｆ

×問３Ｉ）。 

「住宅購入時の同和地区かどうかの問い合わせ」に「問題だと思う」人は、「募金の額は突出し

ない方だ」に「そう思わない」、「どちらかといえばそう思わない」において、それぞれ 26％台で

あり、「そう思う」(18.1％)、「どちらかといえばそう思う」(19.1％)と対照的である。また、「心



 

 132 

配する気持ちはよくわかる」は、「突出しない」に「そう思う」人において 34.8％（全体で 26.9％）

と高くなっている(問２Ｆ×問７)。 

「マンション入居拒否」の設問とのクロスをみても、小差とはいえ、「外国人」、「母子・父子家

庭」、「障害者」に貸さないのは差別だと考える人は、「突出しない方だ」に「そう思わない」「ど

ちらかといえばそう思わない」グループの方が、「そう思う」「どちらかといえばそう思う」グル

ープより高い(問２Ｆ×問９)。 

さらにはっきり一貫した差があるのは「結婚差別」に関する設問である。子どもが結婚する場

合「考え直すように言う」を、「突出しない方だ」に「そう思う」人と「そう思わない」人とのポ

イント差でみると、「同和地区出身者」8.4(問２Ｆ×問 11Ａ)、「在日韓国・朝鮮人」5.2(問２Ｆ

×問 11Ｂ)、「日系ブラジル人」6.7(問２Ｆ×問 11Ｃ)、「車椅子が必要な人」10.7(問２Ｆ×問 11

Ｄ)、「精神障害で通院」10.4(問２Ｆ×問 11Ｅ)、「親が破産宣告」10.8(問２Ｆ×問 11Ｆ)、「親が

受刑して出所」16.5(問２Ｆ×問 11Ｇ)で平均 9.8 ポイントの差で、「そう思う」人の方が高い。 

しかし、問８の設問で、「本人たちの責任ではない理由で結婚に反対すること」に「こうした考

えをなくしていかなくてはならない」と答えた人が全体で 63.2％であり、かつ「突出しない方だ」

では、「そう思う」から「そう思わない」の４グループにおいてほとんど差がない(問２Ｆ×問８)。 

結婚差別については、子どもの結婚に反対する人は差別的偏見を信じきっているというよりは、

「差別はなくなった方がいいが、世間には現に差別があるのだから仕方がない。子どもや孫が差

別される立場になるのを防ぎたい」という人や、「差別する世間」を標準としてそれに受動的に同

調するという意味で「同調型差別」者とよべる人が多いことは、部落差別については指摘されて

きている。一般論（問８）の設問で差がないのに、各論（問 11）の設問では差が出るのは、「世

間にあわせる」タイプの傾向を示している。 

 

「披露宴はお金がかかっても世間に恥ずかしくないものにしたい」(問２Ｇ) 

この設問で「そう思う」人では、「人権や権利ばかり主張し、我慢することができない者が増え

ている」(問２Ｇ×問３Ｇ)、「自分の人権についてもっと学ぶ機会を持つべきだ」(問２Ｇ×問３

Ｈ)で「そう思う」と答えた人が他より多い。 

「披露宴」について「そう思わない」人では、「人権問題は自分には関係がない」に「そう思わ

ない（＝自分に関係ある）」人が全体より 10.2ポイント高い(問２Ｇ×問３Ｉ)。 

「住宅購入時の同和地区かどうかの問い合わせ」について、「心配する気持ちはよくわかる」の

は、「披露宴」について「そう思う」人では 33.3%、「どちらかといえばそう思う」人では 33.6%

であり、「どちらかといえばそう思わない」(25.0％)、「そう思わない」(24.0％)とはっきりとし

た差がある(問２Ｈ×問７)。 

「披露宴」について「そう思う」人で、「子の結婚相手に望むもの（女性）」について全体より

高く出るのは、「家事能力」（43.0％：全体 34.5％）、「身なり・容姿」（18.3％：全体 12.5％）で

ある(問２Ｇ×問 10女性)。「子の結婚相手（男性）」については「収入・財産」（46.2％：全体 37.2％）、

次いで「職業」、（44.1％：全体 38.7％）である(問２Ｇ×問 10男性)。 

「本人たちの責任でない理由で結婚に反対すること」について「こうした考え方をなくしてい

かなければならない」は全体で 63.2％であるが、「披露宴にお金がかかっても世間には恥ずかし

くないものにしたい」に「そう思う」人では 54.8％、「そう思わない」人では 67.7％であり、「そ
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問１１　子どもの結婚相手が次のような人であった場合どういう態度をとるか

問２H．納得できないことも、皆の目を
気にして抗議できない方だ
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う

問

題
に
し
な

い

考

え
直
す
よ

う
に

言

う

問

題
に
し
な

い

考

え
直
す
よ

う
に

言

う

問

題
に
し
な

い

考

え
直
す
よ

う
に

言

う

「そう思う」と 149 108 160 121 148 128 77 164 21 345 85 219 55 261

「どちらかといえばそう思う」の合計 28.6 20.7 30.7 23.2 28.4 24.6 14.8 31.5 4.0 66.2 16.3 42.0 10.6 50.1

「そう思わない」と 279 124 274 144 250 129 153 182 34 462 167 260 115 314
「どちらかといえばそう思わない」の合計 37.7 16.7 37.0 19.4 33.7 17.4 20.6 24.6 4.6 62.3 22.5 35.1 15.5 42.4

Ｇ．その親が刑

を終えて出所し

た人

Ｂ．日本で生ま

れ育った在日韓

国・朝鮮人

Ｃ．日本で働

き、永住を希望

している日系ブ

ラジル人

Ａ．同和地区出

身者

Ｄ．車椅子が必

要な人

Ｅ．精神の障害

で通院している

人

Ｆ．その親が破

産宣告を受けた

人

う思わない」人の方が 12.9 ポイント高い(問２Ｇ×問８)。 

「結婚差別」に関する設問では、「考え直すように言う」は、やはり「披露宴」の設問で「そう

思う」、「どちらかといえばそう思う」グループでは高く、「そう思わない」、「どちらかといえばそ

う思わない」グループで低い。 

「考え直すように言う」率を、「そう思う」と「そう思わない」のポイント差で示すと、「同和

地区出身者」5.2(問２Ｇ×問 11Ａ)、「在日韓国・朝鮮人」8.4(問２Ｇ×問 11Ｂ)、「日系ブラジル

人」9.7(問２Ｇ×問 11Ｃ)、「車椅子が必要な人」13.2(問２Ｇ×問 11Ｄ)、「精神障害で通院」1.8(問

２Ｇ×問 11Ｅ)、「親が破産宣告」15.5(問２Ｇ×問 11Ｆ)、「親が受刑して出所」14.8(問２Ｇ×問

11Ｇ)で、平均 10.4ポイントの差となっている。 

この設問の回答に影響するのは、「披露宴にお金がかかっても」大丈夫という所得の程度という

客観的な要因と、「世間に恥ずかしくない」ように多少の無理をしてもという主観的要因の二つが

考えられる。 

「世間」を気にしてという人は前項で述べた「同調型差別」傾向があてはまると考えられる。

「所得」については、後述の自己判定による「生活程度」とのクロスで述べる。 

 

「納得できないことも皆の目を気にして抗議できない方だ」(問２Ｈ) 

この設問に「そう思う」、「どちらかといえばそう思う」と答えたグループでは、「そう思わない」、

「どちらかといえばそう思わない」と答えたグループよりも、「結婚差別」に関する設問で、相手

が「精神障害で通院」以外では「考え直すように言う」人が多い傾向がある。また「問題にしな

い」では逆の傾向がみられる。 

やはり「同調型差別」に押し流されにくいのは自己主張力のある人ということになる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「孤立しても自分の正しいと思う考えを主張する方だ」(問２Ｉ) 

この設問ではっきり「そう思う」と答えた人は、「差別されている人の言葉を聞く必要がある」

(問２Ｉ×問３Ｅ)、「差別をなくすために行政は努力する必要がある」(問２Ｉ×問３Ｆ)、「人権

や権利ばかりを主張し我慢できない者が増えている」(問２Ｉ×問３Ｇ)、「自分の人権についても

っと学ぶ機会を持つべき」(問２Ｉ×問３Ｈ)などで、「そう思う」が、他の「どちらかといえばそ

う思う」、「どちらかといえばそう思わない」、「そう思わない」に比べてはっきりと高い。 

また、「結婚差別」に関する設問では、「車椅子が必要な人」以外の６項目で、「孤立しても主張

する方だ」の設問に「そう思わない」人において、「考え直すように言う」率が最も高かった。「車
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問１１　子どもの結婚相手が次のような人であった場合どういう態度をとるか

問２I.孤立しても自分の正しいと思う

考えを主張する方だ

 

 

全
 

 

体

問

題

に
し

な

い

親
と

し

て

は

反
対

だ

が
、

子

ど

も

の
意

思

が

堅
け

れ

ば

仕

方
な

い

考

え

直
す

よ

う

に

言

う 問

題

に
し

な

い

親
と

し

て

は

反
対

だ

が
、

子

ど

も

の
意

思

が

堅
け

れ

ば

仕

方
な

い

考

え

直
す

よ

う

に

言

う 問

題

に
し

な

い

親
と

し

て

は

反
対

だ

が
、

子

ど

も

の
意

思

が

堅
け

れ

ば

仕

方
な

い

考

え

直
す

よ

う

に

言

う

全  体   1378    461    609    244    464    555    283    426    601    273

  100.0   33.5   44.2   17.7   33.7   40.3   20.5   30.9   43.6   19.8

そう思う    148     60     54     27     54     56     30     54     54     32

  100.0   40.5   36.5   18.2   36.5   37.8   20.3   36.5   36.5   21.6

どちらかといえばそう思う    405    146    183     62    154    160     74    135    179     73

  100.0   36.0   45.2   15.3   38.0   39.5   18.3   33.3   44.2   18.0

どちらかといえばそう思わない    429    144    205     72    150    183     87    139    201     75

  100.0   33.6   47.8   16.8   35.0   42.7   20.3   32.4   46.9   17.5
そう思わない    246     70    108     63     68    103     67     65    106     68

  100.0   28.5   43.9   25.6   27.6   41.9   27.2   26.4   43.1   27.6

わからない    103     30     47     16     31     41     21     28     47     20

  100.0   29.1   45.6   15.5   30.1   39.8   20.4   27.2   45.6   19.4

無回答     47     11     12      4      7     12      4      5     14      5

  100.0   23.4   25.5    8.5   14.9   25.5    8.5   10.6   29.8   10.6

問２I.孤立しても自分の正しいと思う

考えを主張する方だ

 

 

全

 

 

体

問

題

に

し

な

い

親

と
し

て

は

反

対
だ

が
、
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ど

も

の

意
思

が

堅

け
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ば
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方

な
い
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え

直

す

よ

う
に
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う 問
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し

な

い
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と
し

て

は

反

対
だ

が
、

子

ど

も

の

意
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が

堅

け
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ば

仕

方

な
い

考

え

直

す

よ

う
に

言

う 問

題

に

し

な

い

親

と
し

て

は

反

対
だ

が
、

子

ど

も

の

意
思

が

堅

け
れ

ば

仕

方

な
い

考

え

直

す

よ

う
に

言

う 問

題

に

し

な

い

親

と
し

て

は

反

対
だ

が
、

子

ど

も

の

意
思

が

堅

け
れ

ば

仕

方

な
い

考

え

直

す

よ

う
に

言

う

全  体   1378    251    677    369     62    371    864    273    514    514    182    496    617

  100.0   18.2   49.1   26.8    4.5   26.9   62.7   19.8   37.3   37.3   13.2   36.0   44.8

そう思う    148     34     62     43      1     46     90     41     42     56     32     44     62

  100.0   23.0   41.9   29.1    0.7   31.1   60.8   27.7   28.4   37.8   21.6   29.7   41.9

どちらかといえばそう思う    405     78    214     96     22    130    235     86    163    139     54    163    171

  100.0   19.3   52.8   23.7    5.4   32.1   58.0   21.2   40.2   34.3   13.3   40.2   42.2

どちらかといえばそう思わない    429     83    206    129     25    106    288     88    171    160     55    166    197

  100.0   19.3   48.0   30.1    5.8   24.7   67.1   20.5   39.9   37.3   12.8   38.7   45.9

そう思わない    246     34    133     70      8     62    167     36     99    102     28     84    124

  100.0   13.8   54.1   28.5    3.3   25.2   67.9   14.6   40.2   41.5   11.4   34.1   50.4

わからない    103     15     53     25      4     23     65     16     31     45     13     30     48
  100.0   14.6   51.5   24.3    3.9   22.3   63.1   15.5   30.1   43.7   12.6   29.1   46.6

無回答     47      7      9      6      2      4     19      6      8     12      -      9     15

  100.0   14.9   19.1   12.8    4.3    8.5   40.4   12.8   17.0   25.5      -   19.1   31.9

Ｇ．その親が刑を終えて

出所した人

Ｂ．日本で生まれ育った在

日韓国・朝鮮人

Ｃ．日本で働き、永住を

希望している日系ブラジ

ル人

Ａ．同和地区出身者

Ｄ．車椅子が必要な人
Ｅ．精神の障害で通院して

いる人

Ｆ．その親が破産宣告を

受けた人

椅子が必要な人」ではあまり差はみられない。 

一方、「孤立しても主張する方だ」の設問に「そう思う」人では、「精神障害」以外の項目では

「問題にしない」と答える率が比較的高い(問２Ｉ×問 11)。 

これも「結婚差別は同調型が多い」という仮説にあてはまる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．満足度と人権意識 
 

生活のそれぞれの面での満足度（第２部・問４）と人権に関する意識の関連をみてみる。 

 

「所得・収入」(問４Ａ) 

この設問で聞いているのは、「所得・収入」についての主観的満足度であって、客観的な所得階

層ではない。もちろん、この２つの間にプラスの相関があることは推測できるが、同じ所得でも

満足する人もいれば不満な人もいるということはふまえておく必要がある。 

「満足」(4.7％)、「まあ満足」(28.6％)、「どちらともいえない」(26.6％)、「やや不満だ」(20.1％)、

「不満だ」(17.3％)で、「満足」が一番少ない(第２部・図３－１)。 

「満足」の人では、「今の日本は人権が大切にされている」に「そう思う」が多く、「不満」の
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人に「そう思わない」が多い傾向がある(問４Ａ×問３Ａ)。 

「最近５年間で自分の人権が侵害されたと思ったことがある」は、全体で 11.9％であるが、「不

満だ」の人では 22.7％と約２倍になる(問４Ａ×問６)。 

「住宅購入時の同和地区かどうかの問い合わせ」についての設問において、「問題だと思う」も

「心配する気持ちはわかる」も、「満足」の人がやや高く、「一概にいえない」がやや低い(問４Ａ

×問７)。 

マンションを貸さないことについて「差別だと思う」のは、「不満だ」、「やや不満だ」で高くな

っている。「母子・父子家庭」の例では、全体より「不満だ」が 4.6 ポイント、「やや不満だ」が

6.1 ポイント高くなっている(問４Ａ×問９)。 

「子の結婚相手（女性）」に「教養・センス」を求めるのは「満足」、「まあ満足」で高く、「子

の結婚相手（男性）」に「収入・財産」を求めるのは「不満だ」、「やや不満だ」の人ほど高い。「満

足」(26.2％)、「不満だ」(49.6％)の両極の差は 23.4 ポイントにもなっている(問４Ａ×問 10)。 

しかし、「結婚差別」に関する設問の「考え直すように言う」においての差は、「車椅子が必要

な人」で、「不満だ」が「満足」より 10 ポイント高くなっている(問４Ａ×問 11Ｄ)。また、「親

が破産宣告」(問４Ａ×問 11Ｆ)では、その差は７ポイントとなっている。 

 

「プライバシーが守られていること」(問４Ｂ) 

「今の日本は人権が大切にされている」で前項の「所得・収入」に似た傾向がある(問４Ｂ×問

３Ａ) 。 

「最近５年間で自分の人権が侵害されたと思ったことがある」は全体で 11.9%であるが、「プラ

イバシーが守られていること」に「不満だ」では 38.1％、「やや不満だ」では 21.1％となってい

る(問４Ｂ×問６)。 

「マンション入居拒否」に関する設問では、「高齢者」、「母子・父子家庭」、「障害者」について

「差別だと思う」のは、「やや不満だ」が突出して高い。（「外国人」についてはやや高い程度）(問

４Ｂ×問９)。 

「結婚差別」に関する設問については、「不満だ」で「問題にしない」、「考え直すように言う」

の両極が高くなっているが、他の層を含めて一貫した傾向とはいえない(問４Ｂ×問 11)。 

 
「自分や家族の人権が守られていること」(問４Ｃ) 

当然のことではあるが、この設問で「不満だ」に近いほど、「今の日本は人権が大切にされてい

る」に「そう思わない」傾向にある(問４Ｃ×問３Ａ)。 

「最近５年間で自分の人権が侵害されたと思ったことがある」は、全体では 11.9％であるが、

「不満だ」で 46.3％、「やや不満だ」で 31.6％となっており、顕著な差といえる(問４Ｃ×問６)。

「結婚差別」に関する設問では、「問題にしない」は「不満だ」において高くなっている(問４Ｃ

×問 11)。 

 
「隣近所との付き合い」(問４Ｄ) 

この設問で「不満だ」と答えた人では、「最近５年間で自分の人権が侵害されたと思ったこと」

が「ある」人が 46.3%（全体 11.9％）とかなり高くなっている（問４Ｄ×問６)。 
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５．生活程度と人権意識 
 
「お宅の生活程度は世間一般からみてどうですか」(問５)は、自己判定で５段階のどれかに位

置づけさせる設問であり、「世間一般」の標準や５段階をどれくらいで切るかは人によって異なる

ことになるが、客観的な所得等の階層とプラスの相関はあるはずと考えられる。 

「差別だという訴えをいちいち取り上げていたらきりがない」は全体では 16.7％であるが、「生

活程度」が「上」では 38.5％(13 人中 5 人)である(問５×問３Ｄ)。「差別されている人の言葉を

きく必要がある」(問５×問３Ｅ)、「差別をなくすために行政は努力する必要がある」(問５×問

３Ｆ)、「人権や権利ばかり主張し、我慢できない者が増えている」(問５×問３Ｇ)で、「上」は「中

の上」から「下」の４階層とは、はっきりした差がある。「上」では、「言葉をきく必要がある」(問

５×問３Ｅ)、「行政は努力する必要がある」(問５×問３Ｆ)で「そう思う」が低く、「きりがない」

(問５×問３Ｄ)、「人権や権利ばかり主張」(問５×問３Ｇ)で高い。「下」に近い方では、「差別さ

れている人の言葉をきく必要がある」で「そう思う」が高くなる傾向がある(問５×問３Ｅ)。 

「最近５年間で人権を侵害されたと思ったことがある」は全体では 11.9％であるが、「下」で

26.0％と「下」だけが突出している(問５×問６)。 

「住宅購入時の同和地区かどうかの問い合わせ」で「心配する気持ちはわかる」(全体では

26.9％)は、「上」に近いほど高くなり、特に「上」の 46.2％(13 人中 6 人)は際立っている(問５

×問７)。 

マンションを貸すのを相手によって断ることを「差別だと思う」は「上」だけがきわめて低く、

「中の上」から「下」の４階層では大差がない(問５×問９)。 

「子の結婚相手に望ましい」条件では、「上」は、相手が男性、女性とも「家庭環境」を重視す

る点が目立つ(問５×問 10)。 

「結婚差別」に関する設問でも、「同和地区出身者」(問５×問 11Ａ)、「在日韓国人、朝鮮人」(問

５×問 11Ｂ)、「日系ブラジル人」(問５×問 11Ｃ)、「精神障害で通院」(問５×問 11Ｅ)、「親が

破産宣告」(問５×問 11Ｆ)では、「上」で「考え直すように言う」が目立って高く、「中の上」が

それに次ぐ。しかし「車椅子が必要な人」については、「問題にしない」（全体では 18.2％）が「上」

で 30.8％(13 人中 4 人)と違った傾向がみえている(問５×問 11Ｄ)。全体として「上」に特徴的

な傾向があるが、「上」は 0.9％だけであることをふまえて考えるべきである。 

 

６．人権問題に取り組む人との出会いと人権意識  
 
人権問題に取り組む人との出会いと人権意識との関連をみてみる。 

「人権問題に熱心に取り組んでいる人に出会ったことがありますか」(問 17)の設問で、「身近

な人にいる」、「親しい付き合いをしている人にいる」と答えた人は全体的に少なく、合計して 10％

を超えるのは「同和問題」、「障害者の人権問題」のみである。「最近来日した外国人の人権問題」

（身近な人 11 人、親しい人 4人の計 15 人）、「性的マイノリティの人権問題」（身近な人 6人、親

しい人 5人の計 11 人）では特に少ない。 

そこで、「人権問題に熱心に取り組む人」が、「身近な人にいる」、「親しい付き合いをしている

人にいる」人たちが「そう思う」等と回答した率と、全体の率とのポイント差でみていく。ここ
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では 10 ポイント以下の差は「大差ない」ものと考える。「身近」と「親しい付き合い」を回答者

がどのように区別したかはわからないが、まずあまり変わらないものと考える。「身近」で 10 ポ

イント以上の差があっても、「親しい付き合い」の方はマイナスになることもある。そういう場合

は総合判断して「大差ない」と考える。ポイント差を計算したものは以下のような設問である。 

「差別は恥ずべき行為である」（問 17×問３Ｂ）、「差別は法で禁止する必要がある」（問 17×問

３Ｃ）、「差別されている人の言葉をきく必要がある」（問 17×問３Ｅ）、「差別をなくすために行

政は努力する必要がある」（問 17×問３Ｆ）、「自分の人権について学ぶ機会をもつべき」（問 17

×問３Ｈ）と、「最近５年間に人権侵害された」（問 17×問６）、「同和地区かどうかの問い合わせ」

（問 17×問７）、「マンション入居拒否」（問 17×問９）、「結婚差別」（問 17×問 11）、「障害者雇

用（企業は積極的に雇うべき）」（問 17×問 12Ⅲ）、「障害者施設（建設反対は人権侵害）」（問 17

×問 12Ⅳ） 

これらの設問への回答から反差別的あるいは反差別・人権尊重のための積極的取り組みを期待

する傾向（以下「人権意識が高い」と表現する）が全体に比べて高いかどうかを考える。 

まず、「熱心な人」の活動分野ごとにふれた上で、全分野を通じてのことを述べる。分野に関連

する設問について上記以外も取り上げることがある。 

 

「障害者の人権問題に取り組む人」(問 17Ａ) 

「身近」、「親しい付き合い」の中にいる人はおおむね高い人権意識を示すが、「マンション入居

拒否」（以下「入居拒否」）関係では全体と大差はみられない(問 17Ａ×問９)。「身近」にいる人

では、「障害者雇用」、「障害者施設」の設問では全体より 20 ポイント以上高かったが、「親しい付

き合い」（以下「親しい」）にいる人では大差はない(問 17Ａ×問 12Ⅲ・Ⅳ)。 

 

「女性の地位向上に取り組む人」(問 17Ｂ) 

「身近」、「親しい」にいる場合、特に「親しい」にいる場合に全体に高い人権意識を示してい

る。「入居拒否」に関しては、「親しい」の外国人関係以外は、全体と 10 ポイント以上の差がある

ものはない(問 17Ｂ×問９)。 

「身近」、「親しい」にいる人では、「女性が介護すべきという考えは人権侵害」と答えた率（「ど

ちらかといえば」を含まない）が 10ポイント以上高い(問 17Ｂ×問 12Ⅰ)。「子の結婚相手に望む

こと」（第１部・問 10・３項目選択）においては、「身近」にいる人では「女性」に「家事能力」

をあげる人が 6.3％(全体は 34.5％)しかいない(問 17Ｂ×問 10女性)。また、「男性」に「職業」

をあげる人は 18.8％（全体は 38.7％）である(問 17Ｂ×問 10 男性)。 

 
「在日朝鮮人・韓国人の問題に取り組む人」(問 17Ｃ) 

「身近」にいる場合、他の人権問題で身近にいる人以上に高い人権意識を示している。「同和地

区かどうかの問いあわせ」を問題とする人は 65.5％（全体で 21.0％）である(問 17Ｃ×問７)。

結婚差別に関しては「身近」、「親しい」とも「問題にしない」の率が、特に「同和地区出身者」

や「在日韓国・朝鮮人」「日系ブラジル人」（以下あわせて「外国人」）、「車椅子の人」について相

当高く、いずれも 20 ポイント以上の差がある(問 17Ｃ×問 11)。「身近」では障害者雇用・障害者

施設に関しても全体より極めて高く、いずれも30ポイント以上の差がある(問17Ｃ×問12Ⅲ・Ⅳ)。 



 

 138 

 
「最近来日した外国人の問題に取り組む人」(問 17Ｄ) 

概して前項の「在日韓国・朝鮮人の問題に取り組む人」がいる場合に似ている。「結婚差別」に

おいても高いポイント差が出ているが(問 17Ｄ×問 11)、特徴的なのは「入居拒否」を問題とする

人が多いことである(ただし「障害者」に関しては大差なし)（問 17Ｄ×問９)。「同和地区かどう

かの問い合わせ」についても問題とする人は、「身近」、「親しい」とも全体より 50 ポイント以上

高く、他の人権問題より際だって高い(問 17Ｄ×問７)。 

 
「性的マイノリティの人権問題に取り組む人」(問 17Ｅ) 

「身近」にいる人では、「自分の人権についてもっと学ぶ機会を持つべきだ」(66.7％:全体

34.5％)は特に高い(問 17Ｅ×問３Ｈ)。「同和地区出身者」や「在日韓国・朝鮮人」、「車椅子が必

要な人」などに関する「結婚差別」の設問でも極めて高く、いずれも 30 ポイント以上の差が出る

など、高い人権意識を示している(問 17Ｅ×問 11)。 
 
「同和問題に取り組む人」(問 17Ｆ) 

「身近」、「親しい」にいるという人が相対的に多いだけに、「外国人」や「性的マイノリティ」

にいるという人に比べれば顕著なポイント差の項目は少ないが、やはり全体として高い人権意識

を示している。 
 
「高齢者の人権問題に取り組む人」(問 17Ｇ) 

「身近」にいる場合、一般的な人権意識としては高いが、「入居拒否」(問 17Ｇ×問９)や「結

婚差別」(問 17Ｇ×問 11)については、大差ない項目が多い。「親しい」にいる人たちはほとんど

の項目で、全体とのポイント差が 10 ポイント以下である。「身近」では障害者雇用・障害者施設

については 10 ポイント以上の差が出ている(問 17Ｇ×問 12Ⅲ・Ⅳ)。 

 
「子どもの人権問題に取り組む人」(問 17Ｈ) 

「高齢者の人権問題」関連とかなり似ている。「身近」にいる場合、一般的人権意識や「同和地

区出身者」、「外国人」についての「結婚差別」では全体と 10 ポイント以上の差が出る(問 17Ｈ×

問 11)。「親しい」にいる場合では、「同和地区かどうかの問いあわせ」(問 17Ｈ×問 7)や「結婚

差別」(問 17Ｈ×問 11)、「障害者雇用」(問 17Ｈ×問 12Ⅲ)では全体と 10 ポイント以上の差があ

るが、多くの項目では全体と大差ない。 
 
「全体を通して」 

「最近来日した外国人」関連以外では、「身近」にいる人たちでは「自分の人権について学ぶ機

会を持つべきだ」が全体より 10 ポイント以上高く出る。特に「性的マイノリティ」関連では 30

ポイント以上高い。「最近来日した外国人」関連でも、「親しい」にいる人は 40 ポイント以上高い

ため、「身近」と「親しい」をあわせて考える必要がある(問 17×問３Ｈ)。 

「最近５年間に人権侵害された」も、「身近」に「在日朝鮮人・韓国人」、「性的マイノリティ」

問題に取り組む人がいる場合や、「親しい」に「性的マイノリティ」問題に取り組む人がいる場合
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は、全体より 20 ポイント以上高くなっている。他の人権問題関連でも、10 ポイント前後高く出

ているものもかなりある(問 17×問６)。 

他の人権問題に比べると、「高齢者」、「子ども」関連では全体との差があまり出ない場合がかな

り多い。このことは、反差別諸運動がお互いに影響を与えあいながら進展した歴史を持つ諸分野

に比べて、「高齢者」では福祉サービス中心になり、「子ども」ではあまりに広範囲に拡散しがち

であることによると思われるが、ある人権課題分野での活動が他の分野にも積極的な意味を持つ

ようにするという教育・啓発上の課題を示唆しているかもしれない。 

 

７．人権イベント等の参加回数と人権意識 
 
人権イベントや講演会に「５回以上参加」など参加回数に影響されていると思われるものは、

「差別されている人の言葉を聞く必要がある」(問 18×問３Ｅ)、「住宅購入で同和地区かどうか

の問い合わせは問題だ」(問 18×問７)、「問題だと思った時、友達にその場で指摘する」(問 18

×問７－１)、「外国人、母子・父子家庭、障害者に対するマンション入居拒否は差別」(問 18×

問９)、子どもの結婚相手が「同和地区出身者、在日韓国・朝鮮人、日系ブラジル人であっても問

題にしない」(問 18×問 11)、「企業は障害者を積極的に雇うべきだ」(問 18×問 12Ⅲ)、「（施設建

設反対で）障害者と地域住民の共生を反対するのは人権侵害」(問 18×問 12Ⅳ)、「外国人が母国

の文化等を大切にするのを尊重すべき」(問 18×問 12Ⅴ)等である。 

これらのテーマは、従来から人権教育・啓発において取り上げられることが多かったものであ

り、これらの設問では、「参加したことがある」人ほど人権意識が比較的高くなる傾向がみられ、

やはり長期にわたっての取り組みの一定の成果は認められると思われる。 

なお、「最近５年間で自分の人権が侵害された」ことが「ある」と答えた人は全体では 11.9％

であるが、「５回以上参加」では 37.3％にもなっている(問 18×問６)。人権について考える機会

を重ねることによって、自分の人権についての意識が高められたということも多いと思われる。 

 

８．人権情報媒体と人権意識 
 
「人権問題の情報を得たり学習するために利用するもの」として多かったのは「テレビ・ラジ

オ」、「新聞」、「自治体の広報紙やパンフレット」の３種でいずれも 40％台である。それ以外は 20％

未満である(第２部・図５－２)。 

「そう思う」が全体での比率より 10 ポイント以上高くなっているものを次に掲げる。 

「差別されている人の言葉をきく必要」で「本」と「映画・ビデオ」(問 19×問３Ｅ)、「自分

の人権についてもっと学ぶ機会を持つべき」で「本」(問 19×問３Ｈ)、「最近５年間で自分の人

権が侵害されたと思ったことがある」で「週刊誌・月刊誌」(問 19×問６)、「住宅購入で同和地

区問い合わせは問題」で「映画・ビデオ」と「本」(問 19×問７)、「母子・父子家庭にマンショ

ンを貸さないのは差別」で「本」と「インターネット」(問 19×問９Ｃ)、「障害者にマンション

を貸さないのは差別」で「本」(問 19×問９Ｄ)。 

子どもの結婚相手の設問で、「問題にしない」については、「同和地区出身者」で「インターネ

ット」と「本」(問 19×問 11Ａ)、「在日韓国・朝鮮人」で「映画・ビデオ」と「インターネット」
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(問 19×問 11Ｂ)、「日系ブラジル人」で「インターネット」(問 19×問 11Ｃ)、「車椅子の人」で

「インターネット」(問 19×問 11Ｄ)、「親が破産宣告」で映画・ビデオ(問 19×問 11Ｆ)、「親が

元受刑者」でインターネット(問 19×問 11Ｇ)。 

「企業は障害者も積極的に雇用すべき」で「本」と「週刊誌・月刊誌」(問 19×問 12Ⅲ)、「犯

罪被害者報道を自主規制すべき」で「映画・ビデオ」(問 19×問 12Ⅶ)、「ネットの差別的書き込

みを見た」で「インターネット」(問 19×問 13)、「有名人が在日韓国・朝鮮人であると暴露して

も事実なら問題ない」で「週刊誌・月刊誌」と「インターネット」、「（在日韓国人との暴露で）事

実のある、なしに関わらず人権侵害」は「本」(問 19×問 14)。 

人権課題のテーマによって県民がアプローチする情報媒体に違いがあることがわかる。 

 

９．人権尊重社会をつくるために重要な項目 
 
「人権の尊重された社会をつくるのにどのようなことが重要と思うか」（問 20）との設問で○

をつけた項目ごとのクロス集計もあるが、「○はいくつでも」であり、顕著な特徴がみえるものは

少なかったが、その中で印象的だったのは「人権侵害を受けた人が周囲の人に訴える」に○をつ

けた人は、ほぼ全般にわたって人権意識や要求水準の高さを示していることである。 

また、「ＮＰＯなどの団体による人権尊重の取り組みの充実」に○をつけた人も似た傾向を示して

いる。 

 
10．おわりに 

 
第３部で考察したことのうちでも、複数のクロス表から共通した示唆が読みとれたのは、まず

「同調性」に関わるものである。 
特に具体的な例として、「結婚差別」をあげると、日常的な行動の判断において「世間にあわせ

る」傾向の人は「結婚差別」もやむを得ないものと考え、そのように結婚に対して「考え直すよ

うに言う」ことが比較的多かったと言える。逆に、「世間」より「自分自身」の規準で考えようと

する人の方が差別に流されにくいと考えられる。このことから教育・啓発の在り方も重層的に捉

える必要がある。単に、「同調は良くない」「差別をしてはいけない」といった決まったフレーズ

を発するだけではなく、「同調性」の高い人々はなぜ結婚差別等に抵抗しにくいのかを読み解き、

それを解体していく作業が必要である。 
結婚に際して、今なお周囲からの反対があるということは結果から推察されることであるが、

一方では、調査の単純集計を見てわかるように「結婚差別はよくない」と考える人も少なくない。

「差別は現存するが、乗り越えることが不可能ではない場合が増えている」と思われる。「差別の

厳しさ」や「差別は悪」ということを強調するだけでなく、壁を乗り越えた事例を通して、差別

に立ち向かうノウ・ハウといったものを示すことで、課題の実践的解決力の向上を目標とした、

実践的な教育・啓発の工夫が必要である。そのために、多様な人権擁護諸活動が蓄積してきた諸

体験を活かしていく事も有用である。 
今回の調査では、各種の行政調査で早くから使われてきたタイプの設問に加え、近年注目され

るようになった「社会観」、「自己イメージ」、「満足度」、「生活程度」等との関連をみるためのク
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ロス分析を予定した設問がかなり多くなっている。そのような観点からの分析について略述する。 
「社会観」をめぐるもので印象的なことの一つは、「うまく立ち回っている人間だけが得をする」

といった現状の社会が理想に遠いという認識が３分の２という多数を占める中で、「努力すれば報

われる」、「みんなで協力すれば世の中のしくみは変えられる」などの将来に明るい見通しを持つ

人は、総じて人権意識は高くなると思われる。どのような人がそうした楽観性を持ちやすいのか

ということを考察することも今後の教育・啓発の課題である。 
「満足度」では、特に「所得・収入」について今日の世相も反映してか、「満足」という人は少

ないが、その層では差別されかねない結婚については「考え直すように言う」が多くなるなど、

今後さらなる分析が必要である。 
「生活程度」については「上」の人々にかなりはっきりした、いわば保守的、現状肯定的傾向

が出ているが、「上」という人は 0.9％なので解釈には限界があることから、客観的な指標でトッ

プ１％の人というのではなく、客観的に「上」の数パーセントのうちで「上」とあえて回答する

ような心理タイプの人と考えるべきと思われる。 
「人権問題に熱心に取り組む人」が「身近」や「親しい付き合い」の中にいる人は、人権意識

の高さをうかがわせる傾向があった。これは一応想定通りであり、今後の人権をめぐる取組に大

いに参考になると思われる。 
「人権イベント等の参加回数」については、多い人は人権意識が高い傾向にあることは従来か

ら言われてきたことである。ただしここで、「参加回数」と「人権意識」は相互因果関係（「回数

が多いから意識が高くなる」、「意識が高いから参加回数が多くなる」の両方）があると考えられ

る。いずれにしても啓発活動の有効性は明らかと思われる。 
また、「人権情報媒体」では、課題毎に諸媒体の利用状況に特徴が表れており、啓発活動を展開

するうえで、どのような情報媒体を活用することがより効果的であるのか、今回の調査から検討

する必要がある。 
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自由意見 

人権問題に関する意見を自由に記入してもらったところ、有効回収数の内240人から意見が寄せ

られた。その中で主な意見は次のとおりである。 

 

○ 人権問題全般について（７８件） 
 
・人権問題を取り上げ過ぎである 
・今の人権に満足している 
・一人ひとりの立場になって考える必要がある 
・差別は人間の本質であり、無くならないと思う 
・差別はよくないと頭ではわかっているが、自分自身も差別することがある 
・人権問題は本人の意識の問題 
・差別を利用し、不当な利益を得ている人がいる 
・必要以上に権利を主張する人が多い世の中になっている 
・人権問題は、年配の人が強い偏見をもっており、若い世代に引き継がれないことを望む 

・国が「人権や差別とは何か」ということをわかりやすく提示するべき 
・行政が人権問題に偏った取り組みをすることには反対 
・行政が優先順位をつけて、本気で実施しないと、講演会や研修会等を開催しても、参加者は

建前のみで話をする 
・人権問題は、よほど行政関係、機関などが真剣に取り組んで行動しないと、永久に変わるこ

とはないと思うので頑張ってほしい 
・同和地区、外国人の人が悪いことをすると、その対象の全ての人が悪いと思うイメージを変

えるにはどうすればよいのか 
・人権問題に関する予算をもっと上げなければ行政として活動に限界がある 
・行政機関は同じことを繰り返すのではなく、発想の転換が必要 
・差別とは個々の心の問題であり、行政が関わって解決するようなものではない 
・マスコミ、学校、社会教育現場で、啓発 CM や、番組制作学習、教育指導を通じて、効果的な

啓発活動に努めるべきである 

・人権問題に関するイベントやテレビを見て、「今の自分はどうか、人を見下したり差別したり

してないか」と見つめ直すことが大切ではないか 
・いつでも人権について連絡、相談できる掲示板等があると良い 
・法律や行政では人権問題は解決しない。家庭や学校での教育を継続的に行っていくしかない 
・家庭環境がどうであるかによって、人間としての温かさ、思想・信条が培われる 
・自由平等といっても、それだけでは済ませられない事件が多発しており、自分や家族を守る

ために、人権的でないことにも目をつぶらなければならないのかとも思う 
・山間部の人権、差別は大きく、住みにくいので困っている 
・村の公民館で、月２回程度講座を開いているが、人権問題が具体的に取り上げられたことは

ない 
・昔から根付いているその土地の人権問題や差別に関する意識を変えるのは難しい 

・被差別者と差別する者のお互いの歩み寄りが大切なのではないかと思う 
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○ 同和問題ついて（８２件） 
 

・同和地区の人は優遇され過ぎである 
・同和地区の人は弱い立場のように感じられるが、実際はその立場を利用した逆差別の方が問

題に思う 
・行政機関の同和地区への過保護は目にあまる 
・同和問題を取り上げ過ぎである 
・同和地区に対する補助、援助は廃止するべき 
・同和問題については、最近はむしろ同和地区の人に問題があるのではないか 
・同和問題を学べる、場の提供が必要である 

・同和問題を子ども達に教えることで、いつまでたっても偏見や差別が残ると思う 

・大人の差別発言が多く、まずは大人が変わらなければ何も変わらないと思う 
・同和問題等で人を分けて考えるのはとても意味のないことである 
・同和地区という言葉自体なくすべきである 

・地域によって、明らかに同和地区とわかるような表示はやめるべき 
・同和地区と言われている地区が多々あるようだが、年代的にわからなくなってきている 

・講習会等でここは同和地区という認識をさせる行為はやめるべきである 

・もっと同和問題に関して現状認識してもらい、公正から平等になるよう、行政から勇気をも

ってシステム作りをしてほしい 

・同和地区や行政があまり力を入れすぎると逆差別になることもある 

・同和を利用して商売をしている者に対し、行政はもっと毅然とした姿勢で不正を正すべき 
・行政と市民、県民お互いに話し合い交流を重ねることを希望する 
・同和問題は、関係方面がそれぞれ努力されているが成果はあがらない 
・行政は同和地区出身者を、もっと積極的に雇用すべきである 

・もっと行政が積極的に同和地区と言われている所に出向き、そこに住んでいる方々の殻を破

る必要がある 

・時限立法で対策済みなのに、いまだに「待遇改善」や「差別をなくそう」という運動が偏見

を助長しているように思う 
・今までの同和行政、人権、教育について、部落解放同盟は厳しい要求ばかりでなく、自己の

足下を見つめ、自立の精神こそ肝心であろう 

・自分は同和地区出身で現在地区外に住んでいるが、同和地区出身ということは一生ついてま

わる 

・同和地区出身者に、仕事や金銭の援助するのではなく、社会に出ていく際の不当な差別(就職

時等)に対する法改正を行うべきである 

・同和地区であるかないかを確かめることを、差別として非難することができるだろうか 
・今の時代、結婚について自然に本人同士の問題に世間は落ちついている傾向だと思う 
・太古の昔にさかのぼれば、共通の祖先をもっているはずであり、それぞれの存在が、たくさ

んの歴史を受け継いだものであることを理解すれば、変な差別意識もなくなると思う 
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○ 女性の人権について（１件） 
 
・産婦人科の病院をもっと増やして、先生も設備も整えて受け入れやすいようにしてもらいた        
 い 

 
 
○ 子どもの人権について（１０件） 
 
・子どもの虐待等に行政機関がもっと積極的に関わるべきである 
・自分の子どもに差別が、ふりかかってくるのが恐い 
・18 歳未満の学生には、全員に保険証を与えるべきである 
・子どもの心を豊かにし、子ども同士の偏見をなくす教育を学校でおこなうべき 
・共働きが増え、子どもを保育所に預ける親が増えているが、３歳くらいまでは自分の手で育

て、十分な愛情を注ぐべきである 
 
 
○ 高齢者の人権について（２件） 
 
・高齢者には、親切な態度、やさしい言葉などが凄く癒される 
・高齢者が安心して暮らせる世の中にしてほしい 

 
 
○ 障害者の人権について（７件） 
 
・障害者に対する施策が遅れている 
・企業は障害者に対する雇用の門戸を広く開いてほしい 
・一番の弱者は障害者ということを知るべきである 
・障害者、健常者が互いをよく知り合うことが大切だと思う 

 
 
○ 人権教育について（４０件） 
 
・人権問題については、幼い頃からの教育が重要 
・国が、人権教育の時間をもっと教育の場で増やすべきである 
・思いやりの心を育むような、幼少期からの家庭教育が大切 
・歴史教育をしっかり行い、間違ったことを教えないことが大切 
・教育によって、知らなくてもよかったと思うことを教えるのは問題 
・家庭内の教育や、学校での教育、地域の教育を充実させていくべき 
・差別だけでなく様々な考え方を知り、考える力を養える教育を希望する 
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・教育の中でも、相手を思いやる心の育成を望む 

・もっと広い道徳教育を子ども達にしていく必要があると思う 

・小学校での道徳、中、高校では倫理の授業をなくした教育が悪い 

・学校で人権問題を学んでも、身近に問題が起こっていないと関心は薄くなる 

・人権教育は教育そのものの根底、基礎であり、特に設定して行うというより、教育＝人権教

育であると言える 
・行政に期待するばかりではなく、家庭や学校での教育、近所付き合い等から自然と身に付い

ていくことが理想的 
・学生や保護者に、法話を聴く時間を少しでも取り入れられたと思う 

 
 
○ アンケートについて（１３件） 
 
・この様にアンケート等、調査をする事が人権的差別ではないか 
・アンケートの項目が多過ぎる 
・アンケートの目的が具体的にされていないことに不満を覚える 
・経費のかかるアンケートを行うのは無意味である 
・人権に関する県民意識調査は、とても良いことだ。もっと回数が増えると嬉しい 
・問 10 については返答を３つに限らず、重視するものは順番にすべき 

・問 17 のＡ～Ｈのそれぞれに考え方が違うので難しい 

・高齢(81才)のため、アンケートの内容を正しく答えられたか不安 
・水平社発祥の地、南葛城（御所）を有する奈良県が、同和（被差別部落）問題を主眼とした

住民調査を行うのは良い試みだが、各市町村と同和地区との関わり、思想（宗教）に対する

設問が少ない 
・後何十年すれば、こういうアンケートをしなくてよい社会になるのか 

 
 
○ その他（７件） 

 

 
・インターネット、携帯電話が普及してから、日本は大きく変わってしまった感じがする 

・個人情報保護や未成年者の犯罪防止策として、インターネットの規制を厳しくしていくべき   
・インターネットについては、どんなに規制をしてもなくならないのではないか 
・実際に人権侵害等で被害にあわれた方々の問題をマスコミ等で取り上げるのは問題提起の上

では大事なことだと思うが、必要以上にあおり立て過ぎているのでは 

・日本人としての心（様々な環境に置かれた人たちへの思いやりの心を持つこと）を取り戻す

ことが大切 
・差別は人間の意識、文化、経済のコンプレックスである。単一の施策や行政方針では解決し

ない 
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各設問における「その他」の主な意見 

問６－２ その時の人権侵害は、どのようなことを理由にしたものでしたか 

  

  ・女の子を産まなかったと義母に言われた 

       ・家庭内のこと 

・ネコ被害に関すること 

・60 才で突然退職を命じられた 

・少年時代の悪口を同じ勤務になった会社内に広められた 

・義妹関係争い 

・過去の出来事＆学歴＆思想について 

・容姿・外見について 

・職場において、年齢的なことで 

       

       

問６－３ その時、あなたはどのように対応しましたか 

         

・軽くあしらった 

・話し合った 

 

 

問６－４ ＜問６－３で「相談した」と答えた人におたずねします＞ そのとき、誰に相談 

されましたか（相談された人や組織） 

 

・職場の上司 

・自治会 

・組合 

・職安 

・司法書士 

 

 

問６－５ 「５.無視した」「６.黙って我慢した」「７.逃げた」と答えた方におたずねします。 

    そのようにされた理由は何でしょうか 

 

・人の噂だから相手にしないようにした 

・店員と客で、勝敗は一目瞭然だと思った 

・話しても無駄、理解する努力をする輩ではないから 

・このトラブルが発展し、もしも警察問題になった場合、雄弁は銀、沈黙は金の思想が最も 

優利であると考えたから 

・話を大きくすることは得策ではない 

・家族に迷惑をかけたくなかった 

・そんなものだろうと割り切ったので 

・私は間違っていないので相手にしない 

・相手にかかわること自体が嫌だったから 

・個人的な自分のことだから 
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問７－１ 「問題だと思う」と答えた人におたずねします。そのような場合、あなたは、 

友達にどのように言いますか 

 

・好きにすればいいと思うが、「同和地区であろうがなかろうが、どうでもいいことだ」と 

思うと自分の考えを伝える 

・同和に関して何を知っているのかなど、理由を聞く 

・何がどう心配なのか、友達の話を聞いてみる（聞いてみたい） 

・市町村に問い合わせても教えるわけがないと説明した上で自分の主張を伝える 

・それを調べてどうするのか聞いてみる 

・「今の時代にそのような事を言うことがおかしい」と言う 

・同じ人間であるのになぜそういう事をするのか。人は人に助けられる、人は人に支えられる 

・場所で生活するのではない。「人として恥ずかしいで」と話す 

・「自分で調べろ」と言う 

 

 

問８ 結婚にあたり、家柄、出身地、財産、国籍、親の仕事、社会的地位など、本人の責任 

でないことを理由にして、まわりから反対されることについて、あなたはどのように思 

いますか 

 

・大事な側面もあり、総合的に判断が必要である 

・このような考えを持つ人が居ようが居まいが、結婚には関係ない 

・価値観が同じならば問題はないと思う 

・結婚相手がしっかりした考え方をしていれば、周りがとやかく言うべきでないし、本人の 

責任で自分の人生を歩めばよい 

 ・当然のことであるから説得する 

・国籍、財産、社会的地位などは、社会において不要なものと思うので、本人の意思尊重こそ 

第一と思う 

・こうした考えはなくしていかなければと思うが、綺麗ごとばかりでは、この世の中生きてい 

けない 

・結婚は親族の問題になるので、正しい正しくないという問題だけでは解決できないし、年配 

の親族を説得するのはかなり難しい 

・２人だけの問題ではなく、親族を１つとして考えた方が仲良く生活出来ると思うので、同じ 

レベルの人との結婚が良い 

・おかしいことだと思うが、本人達を心配している部分もある 

・例えば国籍や親の仕事は、今後の社会生活に影響を与えることもあるので、意見としては聞 

いておく必要もある 

・生活環境についての心配があるのはよく理解できるので、それをよく話し合う必要がある 

・育った環境や文化の違いで、ゆくゆく苦労をする事が見えているが、本人がそれを乗り越え 

る努力が出来るなら、又、覚悟があるなら結婚すれば良い 

・反対を賛成にさせれば良く、無理なら従うべき 

・おかしいことだと思うが、自分の子どものこととなると考えてしまう 

・意見があることにも耳を傾けるゆとりが必要 
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問１６ インターネット上の差別的な書き込みや個人情報の流布などの問題を改善するため 

   にどうすればよいか 

 

・インターネットに個人情報を載せなければ良い 

・学校だけの教育だけでは限界があり、大人に対する教育が必要 

・隠名での書き込みができないような方法を考えればよい 

・インターネット上であるないにかかわらず、一人ひとりの心の中から差別をなくせば、この 

問題も自然と消える 

・小中高校生の書き込みはやめさせるべきだ 

・行政機関よりも国政レベルで業者（プロバイダー）への情報管理、指導を強化し、法的処分 

も課すべきだ 

・犯罪にあたる行為になるものを掲載した場合、警察が検挙できるようにする 

・全国民にネット IDを設定し、自分の ID 以外でのアクセスを禁止する 

・努力することは大切だが、改善は不可能だと思う 

・人権侵害に関する内容には罰則を設けるべきである 

・防ぎようないかもしれないので、書かれても気にせず、「だからどうなんだ」と胸を張ること 

 

 

問１９ 人権問題について情報を得たり、学習するためによく利用するものは何ですか 

 

・勤務先の研修 

・県や市の講演会 

・学校（教育機関） 

・地域の懇談会 

・子どもの学校行事（保護者会） 

・小学校や中学校の PTA 活動、PTA 主催の講演会 

・公民館活動 

・大学での講義 

・宗教主体の研修会 

・同和地区の人と話をしたり、障害者本人から話を聞く 

・実際に問題に取り組んでいる人に聞く 

 

 

問２０ 人権の尊重された社会をつくるためには、どのようなことが重要だと思いますか 

 

・福祉部門への予算を強化する 

・世界各国に日本にもアイヌ差別、同和問題、在日朝鮮、中国人権問題があると主張すべきで、 

そうすれば、国民も目を向ける 

・もっと根本的に人間性を向上させることを社会全般に広めなければ、人権だけを取り上げて 

も効果は限定的だ 

・教育機関での教育ではなく、家庭、社会がしっかり取り組まなければ前進しない 

・ただ人権教育をするだけではなく、それに加え、今現在何が起こっているかを教育する必 

要がある 

・おしつけの人権は必要無し 

・人権侵害の基準を明確にして厳しく裁く 

・町内会での助け合いを活発にして、隣人と親しくすることを呼びかける 

・一人の人のすばらしさ、価値を感じることのできる場をもうける 
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問1　今の社会についてどう思うか

そ
う
思
う

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
そ
う

思
う

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
そ
う

思
わ
な
い

そ
う
思
わ
な
い

わ
か
ら
な
い

無
回
答

1378 263 670 162 186 32 65

100.0 19.1 48.6 11.8 13.5 2.3 4.7
男性 572 137 260 63 74 7 31

100.0 24.0 45.5 11.0 12.9 1.2 5.4
女性 683 103 347 87 97 20 29

100.0 15.1 50.8 12.7 14.2 2.9 4.2
無回答 123 23 63 12 15 5 5

100.0 18.7 51.2 9.8 12.2 4.1 4.1
20歳代 113 15 66 10 16 5 1
 100.0 13.3 58.4 8.8 14.2 4.4 0.9
30歳代 212 37 113 22 31 7 2
 100.0 17.5 53.3 10.4 14.6 3.3 0.9
40歳代 228 42 121 23 28 7 7
 100.0 18.4 53.1 10.1 12.3 3.1 3.1
50歳代 230 42 102 47 30 1 8
 100.0 18.3 44.3 20.4 13.0 0.4 3.5
60歳代 315 75 142 33 39 8 18
 100.0 23.8 45.1 10.5 12.4 2.5 5.7
70歳以上 163 29 63 15 28 1 27
 100.0 17.8 38.7 9.2 17.2 0.6 16.6
無回答 117 23 63 12 14 3 2
 100.0 19.7 53.8 10.3 12.0 2.6 1.7
自営業を営んでいる、またその手 152 25 80 19 17 2 9
伝いをしている 100.0 16.4 52.6 12.5 11.2 1.3 5.9
従業員24人以下の民間企業に勤め 81 20 35 9 16 1 0
ている 100.0 24.7 43.2 11.1 19.8 1.2 0.0
従業員25人以上の民間企業に勤め 293 63 150 34 36 5 5
ている 100.0 21.5 51.2 11.6 12.3 1.7 1.7
官公庁に勤めている 44 4 26 6 4 1 3

100.0 9.1 59.1 13.6 9.1 2.3 6.8
学校関係の職場に勤務 46 5 24 9 6 1 1

100.0 10.9 52.2 19.6 13.0 2.2 2.2
無職(学生、家事含む） 512 97 236 56 70 16 37

100.0 18.9 46.1 10.9 13.7 3.1 7.2
その他 129 25 58 14 22 3 7

100.0 19.4 45.0 10.9 17.1 2.3 5.4
無回答 121 24 61 15 15 3 3

100.0 19.8 50.4 12.4 12.4 2.5 2.5
北部 634 109 313 76 90 15 31

100.0 17.2 49.4 12.0 14.2 2.4 4.9
西部 168 33 69 26 22 5 13

100.0 19.6 41.1 15.5 13.1 3.0 7.7
中部 267 49 142 31 29 6 10

100.0 18.4 53.2 11.6 10.9 2.2 3.7
東部 95 26 39 7 16 2 5

100.0 27.4 41.1 7.4 16.8 2.1 5.3
南部 82 19 38 9 11 1 4

100.0 23.2 46.3 11.0 13.4 1.2 4.9
無回答 132 27 69 13 18 3 2

100.0 20.5 52.3 9.8 13.6 2.3 1.5
１年未満 16 1 6 4 3 2 0

100.0 6.3 37.5 25.0 18.8 12.5 0.0
１年以上５年未満 56 7 29 6 12 2 0

100.0 12.5 51.8 10.7 21.4 3.6 0.0
５年以上10年未満 47 7 26 4 6 1 3

100.0 14.9 55.3 8.5 12.8 2.1 6.4
10年以上20年未満 168 19 87 24 23 8 7

100.0 11.3 51.8 14.3 13.7 4.8 4.2
20年以上 981 209 463 113 126 16 54

100.0 21.3 47.2 11.5 12.8 1.6 5.5
無回答 110 20 59 11 16 3 1

100.0 18.2 53.6 10.0 14.5 2.7 0.9

全
体

居
住
期
間

全　　　体

性
別

年
齢
別

職
業

居
住
地
域

A.うまく立ち回っている人間だけが得をする
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問1　今の社会についてどう思うか

そ
う
思
う

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
そ
う

思
う

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
そ
う

思
わ
な
い

そ
う
思
わ
な
い

わ
か
ら
な
い

無
回
答

1378 347 519 242 168 53 49

100.0 25.2 37.7 17.6 12.2 3.8 3.6
男性 572 131 224 92 88 12 25

100.0 22.9 39.2 16.1 15.4 2.1 4.4
女性 683 192 247 125 63 36 20

100.0 28.1 36.2 18.3 9.2 5.3 2.9
無回答 123 24 48 25 17 5 4

100.0 19.5 39.0 20.3 13.8 4.1 3.3
20歳代 113 34 42 16 19 2 0
 100.0 30.1 37.2 14.2 16.8 1.8 0.0
30歳代 212 54 84 39 27 8 0
 100.0 25.5 39.6 18.4 12.7 3.8 0.0
40歳代 228 44 96 48 26 10 4
 100.0 19.3 42.1 21.1 11.4 4.4 1.8
50歳代 230 48 91 43 32 9 7
 100.0 20.9 39.6 18.7 13.9 3.9 3.0
60歳代 315 90 107 50 38 16 14
 100.0 28.6 34.0 15.9 12.1 5.1 4.4
70歳以上 163 54 48 23 11 4 23
 100.0 33.1 29.4 14.1 6.7 2.5 14.1
無回答 117 23 51 23 15 4 1
 100.0 19.7 43.6 19.7 12.8 3.4 0.9
自営業を営んでいる、またその手 152 44 40 29 27 6 6
伝いをしている 100.0 28.9 26.3 19.1 17.8 3.9 3.9
従業員24人以下の民間企業に勤め 81 25 31 15 9 1 0
ている 100.0 30.9 38.3 18.5 11.1 1.2 0.0
従業員25人以上の民間企業に勤め 293 57 116 60 49 6 5
ている 100.0 19.5 39.6 20.5 16.7 2.0 1.7
官公庁に勤めている 44 11 18 7 6 1 1

100.0 25.0 40.9 15.9 13.6 2.3 2.3
学校関係の職場に勤務 46 9 31 6 0 0 0

100.0 19.6 67.4 13.0 0.0 0.0 0.0
無職(学生、家事含む） 512 141 182 81 52 27 29

100.0 27.5 35.5 15.8 10.2 5.3 5.7
その他 129 36 49 21 10 7 6

100.0 27.9 38.0 16.3 7.8 5.4 4.7
無回答 121 24 52 23 15 5 2

100.0 19.8 43.0 19.0 12.4 4.1 1.7
北部 634 161 243 111 73 24 22

100.0 25.4 38.3 17.5 11.5 3.8 3.5
西部 168 45 56 32 18 7 10

100.0 26.8 33.3 19.0 10.7 4.2 6.0
中部 267 63 108 51 26 11 8

100.0 23.6 40.4 19.1 9.7 4.1 3.0
東部 95 30 29 10 19 4 3

100.0 31.6 30.5 10.5 20.0 4.2 3.2
南部 82 26 24 11 15 3 3

100.0 31.7 29.3 13.4 18.3 3.7 3.7
無回答 132 22 59 27 17 4 3

100.0 16.7 44.7 20.5 12.9 3.0 2.3
１年未満 16 4 4 2 5 1 0

100.0 25.0 25.0 12.5 31.3 6.3 0.0
１年以上５年未満 56 14 24 12 2 4 0

100.0 25.0 42.9 21.4 3.6 7.1 0.0
５年以上10年未満 47 12 23 5 4 1 2

100.0 25.5 48.9 10.6 8.5 2.1 4.3
10年以上20年未満 168 40 65 26 24 8 5

100.0 23.8 38.7 15.5 14.3 4.8 3.0
20年以上 981 256 354 176 118 36 41

100.0 26.1 36.1 17.9 12.0 3.7 4.2
無回答 110 21 49 21 15 3 1

100.0 19.1 44.5 19.1 13.6 2.7 0.9
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